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貝類標本の入つている漆塗りの重箱 (七重)

うしろの提げ台に載せて運ぶ

奇石標本の一部 柿材で作 られた重箱 (六重)に入つている

右側は第一段日 左側は第二段目





は しがき

益富寿之助博士の御厚意によって、この愛すべき石と貝の標本が大阪市立自

然史博物館へ届いたのは、思えば今から8年前、昭和49年早春の夕暮であった。

大阪のほこる文人学者 本村巽斎 (茶 蔑堂)の石の標本一揃が、奇しき運命

を辿ったのち京都で発見されたのは、さらに5年 を遡った昭和44年 である。つ

いで貝の標本も見つかり、その後これらは発見者 益富博士の日本地学研究会

館で至宝として展示されていた。私達はこの美しい標本を眺めて、当時の大坂

の博物家たちを、どんなにか偲んだことだったろう。大阪の人々にも紹介 した

いと、当館主催で開いた、さる百貨店での鉱物展に出品していただいたことも

あった。

大阪の梶山彦太郎氏を通じて、“この標本を大阪へ "と の思いがけないお話し

を載いた。直ちに作,自 宅へ頂載にあがり、この江戸時代の標本類は当館の所蔵

するところとなったのである。ようやく『本村茶蔑堂貝石標本』として、その

内容を報告するまでに漕ぎ着けることができた。

木村茶政堂は江戸時代中葉の大坂が生んだ偉大な本草学者である。物産学に

も関心があり、また絵画、茶道にも通じた一流の文化人であった。幕府ゃ諸藩

才D・抱えの学者ではなく、家業の酒造業を営み、その余暇を学問にはげんだ町人

筆者であった。彼はただ書物による学問だけでなく、古書 。金石や博物資料 を

収集 し、それらを同学・同好の人々の研究に役立てた。東西の多くの文化人や

学者が茶蔑堂のもとに立ち寄ったようである。当時の大阪の文化性 と町人学者

としての彼の偉大さがしのばれるのである。

日本では本草学と物産学はナチュラル・ヒス トリー (自 然史)の本流であっ

た。彼が収集 し友人たちに公開 したコレクションの一部がその生地の大阪にも

どり、わが自然史博物館に伝わり、永久に保存 されることになった。そしてこ

こに、町人学者の気質と伝統 を身をもって受け継がれている益富寿之助・梶山

彦太郎両先生御執筆による報告書が刊行 されるにおよんだことは、大阪市民に

とってこの上ないよるこびである。

益富博士のお話 しによると、野上裕生博士 と松本英二博士の御配慮が無けれ

ば、標本は永遠に失われるところであった。また野上博士と亀井節夫博士は、

この標本が当館へ収蔵 されるにつ き、心よく同意 して下さった。これらの方々

の注意深い配慮 と御好意に深謝の意 を表 したい。

本書を出版するに当っては、益富博士は多忙な時間をさいて、このコレクシ

ョン解説とリス トを執筆 して下 さった。梶山彦太郎氏は、まっさきに原稿 を執

筆 し、編集に当る館員を激励 して下 さった。貝類標本は幼貝を多く合み、磨減

したものも多い。標本の同定には困難が予想 されたが、梶山氏 と金子寿衛男氏

は共にこの作業を長期間にわたり続けて下 さった。また、鍋島靖信氏は石灰藻

の同定 を引受けて下 さった。

益富博士と、これらの方々により、本書は刊行することができた。心からお

礼申し上げる次第である。

昭和57年 2月 18日      館長 千 地  万 造
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I柔硬堂奇石コレクション発見の瑞緒

ここに述べる茶蔑堂奇石コレクションは,昭和

44年 1月 4日 突然 , “誰れが蒐めたものか判 りま

せんが,こ んなものが教室の物置から出て来まし

た"と ,京都大学理学部地質学鉱物学教室の松本

英二君の手によって私のところへ届いた.こ れは

同教室の野上裕生氏のお指図によるもので,当時

江戸中末期の奇石愛玩の流行に興味を抱いていた

筆者に,ひ ょつとしたら何か役立つかも,と の同

氏の機転で ,日 頃繁 く私方に往来 していた松本君

に託 されたのである。これがこの貴重な資料発見

の端緒である .

このコレクションは両腕で抱 きかかえねばなら

ない位の大 きさで京大から我家までどうして運ん

だか多分タクシーで運んだと思われる大 きさと目

方をもっている。黒塗 りの被せ蓋を除 くと6段重

ねの重箱が現われ,蓋 をとると碁盤目に仕切 られ

た桝形の中に美 しい石の標本が綺羅星の如 く輝い

ていた。各段 を一通 りみたあとで,蒐薬者の名 を

知るべ く,松本君と2人で重箱の隅々 ,外箱の裏

表 ,入組慄本に貼 られた小紙片 ,石 を包んだ小 さ

な紙片に至るまで丹念に探索 したけれども徒労で

あった .

ところがフ ト,ひ ょっとして底枠の裏にでもと

思って重箱 を全部取 り払って裏返 してみると,驚

いたことに墨黒々と “櫻井蔵"と の署名があり所

蔵 を明かにされていることを発見 した。この人の

コレクションだったのかと一旦はそう思ったが
,

この署名の筆跡は ,あの石に貼った小紙片に認た

めた石名や産地の筆跡 とは大 きなちがいがある .

従ってこの標本は後世に至って桜井氏の有に帰 し

たが,克集 したのは別の人物であろう.な んとか

してこの覆面の人物 を探 し出さねばと,心 に固く

決意をしたのである。

この桜井という人がこの標本の蒐集者でないと

すると何 H寺の日,こ のコレクションの主が半J明 す

るか半」らない.コ レクションの中味のグレー ド,

重箱や外箱への金 (経費)の かけ方などから推察

して筆者がこれ迄に親入 したどのコレクションと

比べても遜色のない内容と外観 とを兼ね持つもの

と思われ,こ れだけのコレクションを残す人物は

石の知識に於いて相当高 く,量はともかく,質 に

おいては,東海道名所図会によって大きく世に紹

介 された草津の宿に程近い木内石亭小繁のそれに

迫 る如 き感がした。生活の程度は ,山田浦の小港

の代官の養子として迎 えられたがその性格が権柄

を好まないため,ほ とりの小庵に別居させ られて

いた月ヽ繁のそれとは恐 らく月とすっぽんほどのち

がいを感 じさせられるほど,生活の豊かな人物に

*日 本地学研究会館館長 薬博 〒602京都市上京区鳥九出水西入
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可

相違ないと思われた。しかし直ちにこのコレクシ  本君,そ れにわざわざ筆者に属けさせられた野上

ョンの主として白羽の矢が立てられる人物はどう  氏のご厚意に感謝するとともに,な んとかしてこ

も大阪の本村葉蔑堂が一番臭いナーと思 う程度に  の標本のコレクションの主を探 し当てんことを約

しか嫌疑がかけられなかった。          して,こ の戸籍不明の標本は我家の養子として迎

それはともかく折角重い荷物を運んでくれた松  え入れられたのであった .

Ⅲ 荼 蔑堂 奇石 コ レク シ ョン確 認 の プロ セ ス

この一小事件のあった昭和44年の正月までに筆   上記の標本も保存の状態は常に完璧とはいえず ,

者が見たことのある古石コレクションは,下記の  細字で石名や産地が墨書 されて石に貼られた小

如 くで,蒐集者は職業,趣味の方向によって,本  紙片は,多 くは虫害によって消滅 したり,或は糊

草学的傾向の見られるものと弄石′と凛味のものと多  の変質か物理的原因で祭」離して行方不明となった

少のちがいが感じられるが,然 しその当時として  ものが非常に多い.従って入組の石の古名 (こ こ

は多くは身分ある人々である.          では石亭小繁の著,雲根志が石蒐めの流行した江

1.森野賽郭古石コレクション (少数)奈良県  戸中末期のテキス トに当るので,雲根志名ともい

宇陀郡大宇陀町 昭和34年 6月 調べ     う)が不明のものが一部ないし大半に及ぶのが通

2.服部未石亭古石コレクション (多 数)滋賀  例であるt

県甲賀郡石部町 昭和34年 10月 調べ      此度我家の養子となったコレクションもこの例

3.西遊寺鳳嶺古石コレクション (考古資料多  に漏れずで,入組石数の半分以上は,昔貼ってあ

し)滋賀県草津市木川,昭和35年調べ    った石名,産地名の小紙片が何かの原因で無 くな

4.山本亡羊 ,愚渓古石コレクション (少数)  っており,昔通りに復原するなどは,思いもよら

京都市下京区油小路通五条上ル 昭和41年  ぬことである。

頃調べ                   しかしこのコレクションの主の詮索には,石 に

5.石山寺尊賢僧正古石コレクション (多数)  貼られた小さな墨書の筆跡の鑑定だけが残された

滋賀県石山寺 昭和41年 12月 調べ      唯―の望みである。このような小紙片よりか,石

を包んだ紙にサラサラと水茎も鮮かに書いたもの

でも見つかれば更に御の字というものだ。

さて当日に松本君から耳にしたのは,何でもこ

の石の箱は貝の一ぱい入った箱と一緒に;大阪に

空襲の危機が予感される昭和20年のはじめ頃に
,

より危険の少ない京都へ持って来たものらしい。

戦後も久しい現在,持って来た人も未だ現れず ,

受け取った人 (多分教授の誰か)も 亡くなられたの

だろう。唯―の同教室の助手をしておられた加藤

某氏も,確たる記憶がないということだった。

筆者にはこの大阪というのが,ど ういうものか

茶蔑堂と響 きがこだまして帰って来て仕方がない

i  茶蔑堂の名声は町人の街 ,大阪の産んだ稀代の知

1 識人 として早 くより承知 しており,石亭とは幼少

の頃から交渉 もあって ,石のコレクションもある

と仄関するが ,そ れを実際に見たことはなかった

写真 1 茶康堂奇石コレクション (京大号)の全貌

2

*,佐か の 集 め た 古 石 の 調 べ で ,名 称 を記 した 紙 片 が 虫 害 な ど

で無 くな っ て い る場 合 は こ の 標 本 は 史的 考 察 に も ,雲根 志 の

実 物 考 証 の 役 に も立 た な い か ら無 価 値 と断 言 で き る
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図 1.右 :菜蔑堂の稿本「禽譜J中の「赤」の筆跡に注意。これは写真1の「赤貝石」    写真2 茶茂堂貼付の名箋に
の筆跡に似ている.左 :同 じく稿本「奇貝図譜」の「貝」の字の筆跡に注意.         記した「貝」の字の筆跡に注意
(両者とも,大正15年 高島屋兼蔽堂会発行 荼腹堂遺物から引用)

葉改堂は多くの著書を残したときいている。   レクションの石に貼った小紙片,包み紙などに書

とくに画は池大雅堂を師として南画を習い画人と  いた文字とを喜び勇んで比較 してみた。ところが

して一流にランクされている由である。大阪には  どれもこれもが面白いほどバッタリ符合するので ,

葉蔑堂びいきの人々が多いから大阪の古書店を一  笑いが止まらないのに困った位であった。人生苦

度覗き歩いてみようと決心した。        悩多しというが,こ んな愉快なことがあるとは予

大阪の畏友,浅尾虚遊氏にこのことを話し,葉  想もつかぬことであった。孤児の産みの親が判明

蔑堂に関する本を取扱っている書店をお伺いする  したことは,こ こに大阪の重要文化財が一つ殖え

と,間 もなく氏が′bやすくしておられる心斉橋筋  たことになるのである。笑いが止まらないのは筆

の某書店を紹介された。また,こ の店に「薬改堂   者にとって無理のないことであった .

遺物」と名づけられたテ炭璃版FP刷 とやらの ,茶:改堂   ここで荼蔑堂の直筆の遺著の筆跡と,荼蔑堂古

直筆の実物と寸弓変らない番飛刻本の残部があるの  石コレクショ・ン (特 に京大号と名づけることを提

でそれを送らせたとの親切なお計らいである。   唱する)にみる薬蔑堂直筆の筆P′方ヽとを読者も対照

拝見すると,こ れは荼蔑堂直筆の奇貝図譜・含譜・ 比較 して項き,イ エスかノーかをきかせていただ

植物図の 3部 をとりまとめて峡入りとし,高島屋  きたい:筆者一人の考証では一人合点であり,ワ

呉服店内の茶護堂会から大正15年 11月 15日 に出版  ンマンといわれても仕方がない .

されたものであった。奥付をみると,四百限定本   図 1の左は薬蔑堂「奇貝図譜」中の「奇貝」の

第二人九号とあり,絶版寸前の不希観本を入手する  筆跡,写真 1は薬蔑堂コレクション中の古琵琶湖

ことが出来た。そしてこの機会に葉蔑堂にかんす  層群産の ドブガイの化石でこれに貼った「赤貝石」

る図書で,荼蔑堂小伝 ,雑誌「上方」の薬蔑堂号子 と書いた紙片の文字は図譜の「奇貝」の「貝」の字と

薬:蔑堂雑録 5冊 ,等 を買入れ,こ れが縁で後に至  形態が瓜二つである。

り茶蔑堂日記も入手することとなる。        またこの「赤貝石」の「赤」の字を図 1の右の

話を戻すが,こ の荼蔑堂遺物を入手したので奇  禽譜中の「赤頭見」の「赤」とを見比べると,形
貝図譜や禽譜の中の柔蔑堂直筆の文字と,例のコ  態的に非常に相似である。
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図 2.築康堂の稿本「奇貝図譜」中の無名介
の字の運筆に注意。 (大正15年  高島屋茶頑堂会発行
薬蔑堂進物から引用)

次は図 2に奇貝図譜中,「無名介」とされた有

名なオキナエビスの「無」でコレクション中の

「無名異」の包紙 (写真 2および図 3)に 書かれ

た「無」とは形態上完全に一致しているとはいえ

ないが,同巧異曲と云 うべき一致が認められ ,

「無名異」の右肩に記された「尾州」の「州」は
,

図 4の袖介の産地の「土州」や房州の「州」と同

形であることに注意されたい。

以上の如 く類似の例は枚挙にいとまがないので ,

この辺で文字の比較考証は止めるが,一つ念のた

めに注意しておきたいのは,薬十蔑堂は字体 を楷書

で書いた場合と行書や草書にくずした場合とで
,

まるで別人の観があることで,そ の 1例として ,

写真 3.禁腹堂自筆の「無名異」の包み紙.「無」の
字の運墨に注意,図 2の「無」と共通性が認められる.

図 5を参照されたい。云 うまでもないが「本風化石」

は楷書で,そ の下の「青g田川紅葉之石」は車書で
,

同下人が,同 じ筆で書いたとは思われない変筆振

りである.文字の二重性は世上往々みるところで

あるが,棗:蔑堂の場合は相当極端と云 うべき方か。

奇貝図譜中,終 りに近い頁に図 6に示すような草

書で書かれた部分がある。本書の殆ど大部分は欄

外にみるような楷書体で書かれ,幾 らか稚拙な書

き方のように見られるのに対 し,行書や草書で書

くと全く別人が書いたような感がするのである.

荼1蔑堂日記は禽譜の場合と同様で全部楷書で細々

と書かれ彼の根気の強さには驚嘆音を巻かせる .

薬:蔑堂の筆跡には二重性を超えて二重性すらみ

られる.彼が天明甲辰 4年 3月

49歳の時に小野蘭山に基 し出し

た誓盟状の筆跡は行書,草書の

混じったものだが,前掲の書体

とは全く異なった一寸他人の員

似のできない字体で書かれてい

る。これと同様の字体は,他の

遺墨の中にも稀に散見する.葉

護堂のように随時別人の如き書

体で字の書ける人は珍 しいとい

うべきだろう。

芥 れ

「:||

傘

途
議

H

ト ψ

4.

図3.「無名異」の文字の拡大 .

図 4.土州,房州の「州」の字と図 3の「州」の字との類似に注意。これは築痰堂の稿本
「奇貝図譜」に書かれたもの,(大正15年 高島屋築藤堂会発行 業康堂遺物から引用)
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ll[楽 蔑堂奇石コレクション故郷に帰 る

昭和48年 11月 3日 には日本地学研究会の会館で

ある3階建ての建物が建 ち,そ の開館式 を挙行 し

た。この 3階は床面積100平方 mの標本展示場で

一隅に大きなガラス張 りのウインドウがある。小

さい施設とは云え,茶改堂のコレクションはここ

で初めて公開された。開館時に発行の会館のパ ン

フレットにも,茶蔑堂コレクションの写真とその

簡単な解説記事 を掲げ,以て当館の誇 りとした。

然 し筆者は,大阪が産んだ稀代の碩学 ,茶蔑堂

の苦心 して蒐めたコレクションが,京都に在るの

は不自然であり,コ レクションを容れた重箱 も無

言裡に主の眠る故郷大阪に帰 りたいと望郷の念止

み難いものがあるように思えてならなかった。一

日も早 く大阪に贈 るべ きかとの衝動にかられるか

と思えば ,一方では,京大野上氏 ,松本君のひょ

っとしたらとの深慮の賜であり,自 分としても始

めて入手 した古文化財的コレクションであるから,

それほど必要でもない先に渡すわけにはいかない

とも思えてくる。

そうしているうちに大阪市の長居公園に自然史

博物館が建てられる計画があり,偶々筆者も館の

展示内容についての準備委員の一員に加えられた。

何回か会議に出席 しているうち,こ の博物館なら

昔の大阪の自然科学者である葉蔑堂の蒐めた鉱物

や化石の標本を展示 しても決 して陳腐の誘 りをう

けることはなかろう.博物館の竣工 を機に寄付す

ることにしようとひそかに決心 していた ,

そうした決意が固まりかけていた時 ,メ タセコ

イアで知 られた三木茂博士が亡くなられた.告別

式は昭和49年 2月 23日 ,宝塚市平井の御自宅で営

まれ,筆者も参列 し先生のご冥福 をお祈 り申上げ

て帰途につかんとした時 ,自 然史博物館と緊密な

連繋 をもたれる大阪淀川区十二郵便局長の梶山彦

太郎氏が焼香を終 えてでて来 られるのにバ ッタリ

と出会った .

その折 ,筆者は荼蔑堂の石のコレクションは京

都に置 くよりは,故郷の大阪にあるのが自然だか

ら,大阪市立自然史博物館開館のお祝 として贈呈

したいとの意向を持っているが,自 然史博物館が

この筆者の申出でを受入れてくれるかどうか,千

地館長の意向をきいてもらえないかと梶山氏に持

ちかけた.梶山氏は非常に喜ばれて,直 ちに千地

館長と連絡 をとると約 され阪急十三駅で袂 を分っ

た。

斯 くて昭和49年 3月 23日 ,自 然史博物館より千

地万造館長 ,柴田保彦学芸員両氏来館 され,梶山

彦太郎氏 ,仲人よろしくご同道下 された.こ の石

のコレクションと一緒に,戦争中に京大へ運び込

まれていた豪華絢畑な貝のコレクションも,石 に

続いて京大から筆者の許に運ばれて来ており,原

形 を崩さぬよう大切に保管 していたが,こ れも亀

井節夫教授から予め諒解が得られていたので ,石

のコレクションとともに,約30年振 りに故郷大阪

図 5.築蔽堂奇石コレクション中の名箋の筆跡 楷書

と車書とでは別人の観あり

図 6.茶腹堂の稿木「奇貝図譜J木尾の部分にみる車

書体の筆跡 欄外の情書とは別人の観あり (大正15年

高島昼芸だ直堂会発行 荼腹堂追物から引用 )
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に帰って行った .

石の重箱はタダの 1組である。常識的には当時

の一コレクターの克集数は平均 して重箱10組内外

であったのに対 して,薬蔑堂ともあろう人のコレ

クションがただの 1組とは合点がいかない.恐 ら

重箱 を被いかぶせている外箱は間口 28.6cm,

奥行 39,4c血 ,高 さ 35cmの 被せ蓋と,そ れとう

まく接合する底板から成 り,双方とも杉板でつ く

られ,被せ蓋の外側は うるしと思われる黒い塗料

が生地の本目が見える程度にアッサ リと塗 られて

いる.蓋の内面は灰青色の和紙 を貼って木目をか

くしている.こ の被せ蓋と底板 とは鉄製の金具で

噛み合 うようにつくられているが,鍵がかかるよ

うになっているとは思われない.底板 と被せ蓋 と

は真田紐でくくり,持 ち運びがイ更利なようにして

ある。

上述の被せ蓋を除 くと,6段重ねの重ね箱が現

われるが, 6段 とも間日と奥行の寸法は同 じで26

cmと 36.5cmである.深 さは上が浅 く下が深 くつ く

られていて,第 1段から第 3段 までは各々 3 cm,

第 4段 4.9cm,第 5段 5。 3cm,第 6段 8.2cmあ る

重箱の蓋はシンプルなつくりで何の装飾もない一

枚板である .

然 し重箱の本材の材質は琵ったもので,こ れま

でに筆者が見た他の古石コレクションの重箱は桐

か又は杉材にきまっていたが,こ の楽蔑堂のは黒

″層」色 と淡褐色のあらい縞模様 を示す高級な木材 (

或る人の鑑定 によると黒柿材とのこと)でつ くら

れている (写真 1参照).

これら各段の箱には第 1段 に約50種 ,第 2段に

36種 ,第 3段に25種 ,第 4段 に30種 ,第 5段 に18

種 ,第 6段に16種 ,計 175種 が入っている.重箱

全体の桝数は 127し かないのに 175種 を算えるの

は 1つ の桝 に 1種以上が入っているためである。

ここに掲げた種数は厳格な意味の種でなく,同名

の種でも産地が異なるものは一つの種 として算 え

ていることを断っておく。

Ⅳ 楽蔑堂奇石コレクションの外観と内容

(付 第 1表および写真図版 )

く多数あったものが分散 し行方不明となって,辛

うじて残った1組であろうか。今度発見の茶蔑堂の

石のコレクションに“京大号"の愛称 をつけたのは ,

今後 ,彼の蒐集になる石のコレクションがいずこ

からか発見されたとき他 と区別できるからである.

次にこのコレクションの中味 を展望 してみるこ

とにしよう.合計 175種 の標本には茶蔑堂在世の

折は恐 らくその悉 くの石に石名 ,産地 を記 した小

紙片が貼付されてあったと思われるが,現在 ,温

存するものは55種で全体の約32%に す ぎない ,

次に石名を書いた紙片 を失った石でも,筆者の

多年に亘る雲根志的知識 を活用すれば ,復元可能

なものも少 くない。そのようにして名紙片のない

石から63種 を復元させ ,前記の名札のあるもの55

種 を合わせ計118種 が浮かび上った.但 しこの118

種中には名前の同 じものは消去 しているので重出

はない筈である。      、

このようにしたのち,こ の118種 を試みに鉱物 ,

岩石 ,化石 ,考古伝承物 ,現生生物に分類 してみ

ると ,

鉱物 51種 ,岩石 23種 ,化石 33種 ,

考古伝承物  7種 ,現生生物 4種 。となる

鉱物が最も多いのは,色の美 しいものや光沢の

強いものなどがあって人目を惹 くためである.次

に化石の多いのは人間の好奇心が如何に強いかを

現わすもので,かつて古人が,現代人でも見逃 し

てしまうほどの微細なものまで見つけていた眼力

に,驚嘆 させ られる。

次に掲げる第 1表は ,茶蔑堂古石コレクション

(京大号)入組標本の一覧表である。その記載の

順序は ,重箱の上の箱から第 1段 ,第 2段…・……

の順に,各箱 (各段)に ついては箱の長辺 を左右

の位置に置き右端から左へ第 1列 ,第 2列・………

とし,第 1列は上にあるものを1と し,順次下の

方に2,3,4と 番号をつけた。

この石の入組の順序は ,京大から持 ち込まれた

時のままで筆者は入組の順序 を変えていない。
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表中に (茶蔑堂石名)と あるのは,荼蔑堂直筆 ,

自貼の石名箋の「石名」で,そ の隣の (荼改堂産

地名)と あるのは彼の自筆 ,自 貼の名箋に記した

産地名である.右端の (筆者注)に は入組標本に

ついて簡単な解説を書いた ,

表中の横線「―一」は入組の石に石名 ,産地 ,

等の荼蔑堂直筆の名札 を失っているものである。

なお表中に図版番号の……とあるものは文末の図

版 (1～ 6)に写真が載っているという報せであ

る .

第 1表 楽喪堂奇石コレクション “京大号 "

(茶蒙堂石名)  (葉歳堂産地名)           (筆  者 注)

1,1・ 1*

1・ 1・ 2

1,1。 3

1・ 1・4

1・ 1・5

1・ 1・6

1・ 1・7

1・ 1・8

銀 頭 貝  常州筑波郡足高村山中 ウエ (ハ スノハカンパン)の化石 更新世 ?

籾監色枝サンゴ,ゴルゴニァ? 現世

キララガイの化石 中新世

イセタマガイの化石 中新世

アカガイの化石 中新世

カルカロドン,イ スルス 中新世 (図版 1)

セタシジミ (菱鉄鉱化)古琵琶湖層群

ノムラカガミの化石 中新世

貝化石モール ド

石兼 (キ ル トスピリファー・ペリザリィ)

デボン紀腕足類の化石 ,漢方石薬 ,中国四川省 ?

ドブガイ ?の化石 古琵琶湖層群

未詳 ,円柱状 ,多節 ,石灰質 ?

キダリスの棘 ? 古白亜紀

フミガイ ?の化石

玉髄 淡赤ナ鬼状

垢脳 濃赤縞状

玉髄の小円礫 ,褐黄

″  ″  淡黄

玉髄の刈ヽ球体 を含む火山岩

(玄武岩質 ,セ ラ ドン石 を伴 う)

チャー ト 黒白 ,赤白の円礫

ホルンフェルス ?の 円礫 ,褐黒

珪質岩の円礫 黄掲

白雲母 ,石英共生 奈良市付近産 ? 領家帯中の

ペグマタイ ト?

コブ真黒 八瀬産水石 角閃石質斑状変晶を含む

ホルンフェルス (図版 1)

1・ 2・ 1

1・ 2・ 2

ダ ン子 石

天 狗 爪 石

不 喰 介

奥州伊達藤田

能登 (以下不明)

江)H堅 (?)田1・ 2。 3

1・ 2・4

1・ 2・ 5

1・ 2・ 6

1・ 2・ 7

1・2・8

ハ  カ 貝

藤ノ実化石

赤 石 髄

舎 利 母 石 南部 シャリ浜

1・ 3・ 1

1・ 3。 2

1・3・ 3

1・ 3・4

1・ 3・ 5

1・ 3。 6

1・ 3・ 7

1・ 3。8

*1・ 1■ は重箱の第 1段 ,第 1列 (右より),第 1号 (上 より下へ)を 指す 以下同様
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1・4・ 1

1・4・ 2

1・4・ 3

1・4,4

1・4・ 5 黒水晶と同針  江州浅井郡田津原村
鶴ケ嶽合山

陰陽石 ,台座付 ,超 ミニサイズ

淡青粘土鉱物

豆鉄鉱 ?褐色球状

夷大黒砂 (河岸生物の巣)現世 (図版 1)

鉄電気石 (柱状と針状の結晶)

黒水品は訣認 (図版 1)

球状方解石 長野県南安曇郡湯俣産 ?

X線回折で霰石でないことを確認 (図版 1)

矢根石

聖徳太子の経石 ,裏に「高」の字

褐色扁平の円礫

褐鉄鉱質管状 ,径0.6長 さ1.75cm

黄鉄鉱の仮晶,升石に当る。

本車の自然銅は升石を指す (図版 1)

長野県小県郡武石産 径1.65伽

不詳 †局色皮殻状 同心構造

鉄攀石相石 (砂鉱)

余良県北高城郡香芝町穴虫,二上山付近 (図版1)

島餘糧 (本草),鳴石 (現代名)

奈良若草山麓産 ?又は岐阜県郡上郡那留産 ?

黄鉄鉱結晶(100H2101(1111集形 .

古名 “金牙石"に当る。

合沸石杏仁状 ドレライト?

孔雀石と珪孔雀石

珪岩

陶磁製の棒状物で石筍ではない

男恨石 ,礫の 1種 ,砂岩と石英細脈でできている

キララガイの化石 中新世

藍銅鉱 ,孔雀石 ,黄銅鉱混成

植物種子の化石 ,凝灰岩中

球顆流紋岩 石基の色 ,緑 (図版 1)

ク    ク  灰色

珪砂 (石英 ,角閃石 ,斜長石混入)

玉髄の円礫 青森県今別海岸産

赤色 ジャスパー 両津市赤玉部落

オオバ タグル ミの果実化石 更新世 (図版 2)

白雲母 (雲母式双晶するものあり)

1,4・ 6

1・ 4,7

1,4・ 8

1・ 5。 1

1・ 5・2

1・ 5。3

1・ 5・4

州

州

和

信

石

鋼

虫

然

奏

自

経   石 越後西浜鬼部西正寺
地内鬼部

常陸国

尾州千多郡久ォす

セッ州○○山

糸己  ,11

佐 州

金 剛 砂

1・ 5。 5

1・ 5・6

1・ 5。7

1。 5・8

1・ 6・ 1

1・ 6。 2

1・ 6・ 3

1・ 6・4

1,6・ 5

1,6・ 6

1・ 6。 7

1・ 6・8

吼
争

蝶
石

圭自
　
　
石

一　
紺
　
一　
鳴
　
一

岩
　
　
青

白   砂2・ 1・ 1

2・ 1・2

2・ 1・ 3

2・ 1・4

2・ 1・ 5

赤 玉 石 佐 州
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2・ 1・6  金   砂

桜   石   丹州サクラ天ネ申

加水黒雲母 (黒雲母の風化物 )

花間岩風化生成物

土殷学 (高師小僧のこと)

泥岩中の結核 径約 7 cm

玉髄 ,石英

鉄質土状の粉末

方解石 (径 3cm 放射状球状物)(図版 2)

鉄砲玉石 (自 鉄鉱)?
銅製の環 錆びて緑青を生ず

菫青石仮晶 (雲母化)母岩はホルンフェルス
,

現在 “桜石"と 云 う

蛍石 (八面体) 中心から紫 ,緑 ,白の累帯構造

算盤珠石 (産地不明)京都府丹後神谷産 ?

流紋岩球顆の作 るもの (図版 2)

赤色チャー ト (含角礫 )

玉髄砂 淡黄小球状 ,ウ チワ形瓶入 (図版 2)

ク  淡黄不規則形 (図版 2)

砂 礫 雑多な鉱物 ,岩石

方解石 砂岩 を貫 く

漢方石薬 ,鍾乳石の最先端部 を石鍾乳とよぶ

うす く管状 となる部分をいう (図 版 2)

鱗状黒雲母 (加 水化弱いもの)

白水晶と黒水晶と平行連晶,滋賀県甲賀郡岩根

(三上山付近)の産 ?(図版 2)

透明方解石 (氷州石)の 労開片T(loこ 1)

古名「ィィギリ」(図版 2)

石灰岩 ,鳥の飛ぶ姿の戯作物

ハスノハカンパ ン (ウ エ類 )

玉髄 ,小礫 ,白 ,黄 ,掲

現代名 も「桜石」京都府亀岡市梅田野町柿花

天然記念物 菫青石仮晶の絹雲母化 したもの

(図版 2)

土殷撃 (現代名は高師小僧 )

孔雀石 (古名緑青)葡萄状 ,腎状

白雲母 微斜長石中

締答 (ヘ イサラバサラ)一名 ,馬 糞石

馬など腸管内結石 ,軽 く軟かし (図版 2)

2・ 2・ 1

2。 2・ 2

2・ 2・3

2・ 2・4

2・ 2・ 5

2・ 2・ 6

2・ 2・ 7

2・ 2・8

2・ 3・ 1

2・ 3。 2

2・ 3・ 3

2・ 3・4

2・ 1・ 7

2・ 1・8

2・ 3・ 5

2・ 3・ 6

砂

異名
　
一

栗

無

丸

策

石

ン

　

　

櫛

ダ

雷

桜

石      リロ

玉   芝

摂津下田原

若  州

尾  州

近州如意嶽

○ルハマ

丹州乙浜

漢  渡

和州金岡J山

近州辺の山

佐  州

舎 利 石

五 コ ク 砂

石 鍾 乳

淋ツ
　
日出

箔

水

2・ 3・ 7

2。 3・8

2。 4・ 1

2・4・ 2

2・ 4・ 3
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2・4・4

2・ 4・ 5

2・ 4・ 6

2・ 4・ 7

伊  勢



ー

2,4・ 8

3・ 1・1  シ ノ ブ 石   奥州伊達半田銀 山

3・ 1。2

月のさがり (月 糞)ツ リテラ・ビカリエラ
,

オセネブラなど巻貝の化石モール ド

岐阜県瑞浪市月吉 中新世 (図版 3)

二酸化マンガン鉱(POlianite)の 樹枝状骸晶

(図版 3.3・ 3・1-b)

母岩はX色石灰岩 (図版3.3・ 1。la)

亜炭 (褐炭の類)鮮新世奄芸層群中

矢根石 8個 材質はチャート,サ ヌカイト,

ジャスパー(碧玉と赤玉),玉髄 ,黒躍石 (透明種

長野県和田峠産)(図版 3)

方解石 放射菊座状集合体 (図版 3)

魚の化石 脊椎骨,尾部付近 ?

母岩は頁岩 中新世 ?(図版 3)

瓶 1:黒色不透明 径 l mm 本質不明

瓶 2:黒色・草色混合 ,草色の粒は

X線で苦土 1耳文横石

瓶 3:失火によるもの ,通称焼米砂

瓶 4:真珠岩中の核粒 径 3■ m灰色

瓶 5:黄鉄鉱 α(1001の 細晶 ,分解 し緑磐生成

瓶 6:黒色チャー ト細かい円礫

瓶 7:雑砂

水晶 大小10 大は柱長 3 cm

菱面体T(loll)で とがる 無色透明

胡椒石 径 l cm±  複合型の算盤珠石 (図版 3)

玉髄 偏平円礫 径 4 cm

泥岩 水蝕により皿形 を呈す

帆立貝 (パチノペクテン?)の化石 鮮新世 ?

(図版 3)

球顆 母岩は斜長流紋岩

X線回折にてソーダに富む流紋岩 (図版 4)

玉髄 (円礫)青森県東津軽郡今別

母衣月 (ホ ロツキ)海岸

高師小僧

羊歯植物 (ク ラドフレビス)の化石

ジュラ紀手取統,九頭竜亜層群 ,

飛解産か,加賀産か不明 (図版 4)

中

名

備

桑

3・ 1・3

3・ 1,4

3。 2・ 1

3・ 2・ 2

3・ 2・ 3

3・ 2・4

3・ 3・ 3

米

砂

砂

黄

子
　
一
　

一　
一

焼

浅

切

魚 紋 石 甲 州

伊予○砂

和州信貴山

三河鳳来寺

佐 州

摂津北田原

3・ 3・1  貝   立

3・ 3・2  石   卵

巾
撃

悦
殿
　
一

ど
土

―- 10 -

3・ 3・4 近 州



4・ 1・ 1

4・ 1・2 玉   髄

赤 メ ノ ウ

4・ 1・3

4・ 1,4

むか  で

百 足 石

テル子瑚の類 現世 ?

漣痕 ? 現世 ?

団塊状 腎状

玉髄の赤色円礫

珪岩の円礫

飯石 (マ マイシ)

流紋岩質球顆中に水晶晶洞生成するもの

城崎温泉産 (図版 4)

ウミユリ (棘皮動物)の化石を含む石灰岩

鞍馬山産 ?ペ ルム紀

大小 8個 隠岐産 ?

梅林石=杏仁状輝緑凝灰岩 (図版 4)

前掲 }1・3に同じ

漢方石薬,陽起石=透閃石が正しい

ここでは誤認 して石山寺の珪灰石を入れている

石膏,安山岩の裂鱗に生成

黒H程石 透明 長野県利田峠産を暗示す

黄銅鉱 ,閃亜鉛鉱,磁硫鉄鉱混合

讃岐岩 自然風化の観賞石

俗名は縁取石とも云 う (図版 4)

礫 中央凹み奇形

菱飯石=石英斑岩 大津市藤尾産 (図版 4)

松茸式 骸晶的成長の跡あり,両錐形

高さ 4.5釦 径4 cm

煙水晶 左 ドフィネー双晶

長さ 3.5cmの 柱状結晶

方解石 を入れる

長石は本草の硬石膏の方柱状労開物のこと

誤認である

方解石の犬牙状結晶群晶

流紋岩質球顆 2個

1個はオパルを含み ,福島県宝坂産に似 る

(図版 4)

アナジャコの爪の化石 をふくむノジュール

中新世 (図版 5)

煙水晶晶群 ,蝕像 ,微斜面あり (図版 4)

4・ 2・ 1

4,2・ 2

4。 2・ 3

舎 利 母 石

陽 起 石

4。 2・4

4i3・ 1

4・ 3・ 2

糸 巻 石

4。 3。 3

4・ 3・4  紫 水 晶

黒 曜 石

4・ 4・ 2

4・ 4。3 蟹 ノ ツ メ

近州石山

美濃金生山4・ 4・1  長   石

-11-
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尾州知多



石

珠

介

月

4・ 5。2

英

石

石月

磁

4・5,1  瓢 撃 石

4・ 5'3

5。 1。 1

5,1・ 2

摂津名―
塩

江州鮪河黒川

月 昔

イ セ

リツイ ド岩中の球顆がひょうたん形をする。

名塩は流紋岩と同質凝灰岩地 (図版 5)

黄鉄鉱を含む砂 (瓶入)硫 酸鉄変成

シラトリガイの化石 中新世

ツリテラ・ ビカリエラ,オ セネブラ等巻貝化石

子需浪層群中新世

石英質岩円礫

磁鉄鉱 (漢名慈石)吸鉄1生

シノブ石 母岩チャー ト

石英質板状石片

霰石 (ミ ネラライトで昔色の蛍光を放つ)

(図版 5)

1.シ ラトリガイ化石 (伊勢),(図版5.5。 1・3-a)

2.オ ウナガイの化石 (能登),(図版5.5,1,3-b)

以上中新世

3.不 詳

玉髄葡萄状 母岩リソイド岩質

(図版5。 5。 2・ 卜a)

亀甲石 砂岩の風化によって形成

(図狩反 5.5。 2・ 1-b)

パレ皮状火山弾の類 サスカイト質

香川県五色台,奇品 (図版5.5。 2・歩a)

本草の陽起石 (現在名 透閃石)

繊維状集合体,伊勢産 ?(図版5,5・ 2・歩b)

煙水晶 うすい色

水晶の破片,無色透明

銀頭石 径12駈虚 微黄色球状

内部褐色のアン(ハ ロイサイト)を含む

黄銅鉱

石鍾乳 (鍾乳石尖端部)

方解石結晶 (3・ 2・ 2と 同産地)

ウミユリの茎部化石,銭石とも呼ぶ

岐阜県赤坂金生山 ペルム紀 (図版6)

，
‐
―
‐
　

ノ

濃

ミ
ヽ

石夫

ク
　
一　

一

信

5・ 1・3  貝   石

5。2.1

5・2・2

5。2,3

5。3・ 1

石

一　
一　
一
で
是

むヵ，百
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6。 1・1  牛   玉

木 葉 石 江州サケ田

6,1・ 2

和州アカハ子山

6・ 1・3

英 彦

盆 山 砂

6・ 2・1  土 段 撃

6・ 2・ 2 江州甲賀那稗谷邑ノ

内安楽寺谷

摂州下田原

6,2・3  椎ノ木化石  美濃 ノⅢチヤ (蜂屋)

酢答 (ヘ イサラバサラ)(前掲 2・ 4・ 7参照)

径 5 cm,哺乳類腸管内結石

メタセコイア化石 (層灰岩Tuffite)中
,

中新世 (図版 6.6。 1・ 1)

珪化木の一種 木化蛋白石 黄色木理

生痕化石 フナクイムシ (T9T9,ο )の穿孔密集

中新世 (図版 6)

考古資料 硬砂岩

鉄,珪酸を含む石灰岩

(X線回折チャー トより推定)

方解石粉 盆石用

備後砂 (品 質石灰岩)を 粉砕微粉として盆石用とす

(図版 6)

高師小僧 長さ1lcm 径22.4cm(大 形のもの)

若い地層の上層にできる鉄質結核

植物の遺体に集中 (図版 6)

二枚貝 (ツ キガイモ ドキ)の化石

中新世 (図版 6)

巻貝 (イ セタマガイ)?の化石 中新世 (図版 6)

赤貝に非ず,マ ル ドブガイ (42ο Jο 2ォα)の化石

更新世 (古琵琶湖層群)

火山豆灰 (パ イソライト)?水酸化鉄により

褐色を呈す,母岩流紋岩質凝灰岩 (図版 6)

珪化木 蜂屋は現在美濃加茂市,珪化木今も産す。

中新世

紫水晶 櫛歯状晶群

石卵 前出 2… 1・ 8の石卵と同類

径約 l cm,硫化鉄を含む ?

本表掲載の個々の石についてのエピソー

トを綴れば典味が尽きないが,こ れは筆者

が調査した他のコレクションと一緒に近刊

の昭和雲根志 第1篇 (石 I)で記す予定

でここでは買の都合で割愛する.

石

　

軌
卵

一　
貝赤

　

機
石
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写真 4.茶蔑堂奇石コレクションの一部



V木 内石亭の奇石産誌 と季硬堂の日本石譜

とくに日本石譜のオリジナリティ

茶頑堂は江戸中末期の元文元年 (1736年 )11月

28日 大阪の北堀江瓶橋北詰に生まれ,12～ 13歳の

頃,父 に伴われて京都の物産学者津島桂庵にまみ

え,本車に興味を抱く。16歳 の時,母に伴われて

津島桂庵の問弟となる。宝暦10年 (1760)25歳の

頃より家号を茶蔑堂と号す .

安永 4年 (1775)40歳 の8月 大阪で物産会が開

かれた除,本内石亭の訪間を受けた.こ の時 ,石

亭は52歳で,雲根志前編が刊行されて2年 目,雲
根志後篇はこれから4年後の刊行である。本内石

亭が生まれたのは享保 9年 (1724)で 茶蔑堂より

12歳年長である.戸亭も京都の津島桂庵に師事し

たが,荼改堂の方が入門が少しの差で早かったか

ら,弟子としては年長の石亭が弟分である.

以上の如く石亭と案蔑堂とは若い頃から交渉が

あり,相互に知識の交換があったことは想像に難

くない,薬 改堂日記によると,葉 蔑堂は寛政 3年

(1791)9月 21日 ,石部中食,雨甚山田本内小繁

泊り 22日 四ッ時マテ木内在留天気宜昼発足 瀬

田中食 (以下略)と 記してあり,薬 蔑堂と石事と

の間柄が非常にスムーズで楽 しい泊り客だったこ

とを偲イゴせる.

石亭には発行の予告を公にしながら遂に上梓を

見なかった「奇石産誌」稿本があった。安永から寛

政にかけ,彼の 5～ 60歳代のものである。これは

昭和11年 に下郷件平氏らの肝煎りによって刊行さ

れた本内石亭全集巻二に収載され,親夫出来るこ

ととなった。この奇石産誌は山城からはじまって

日本60余州の奇石の産地を国別に夢U挙 したもので ,

雲根志と共に石亭の著書の双璧として,価値の高

い遺著である.

ところがこの石事の奇石産誌が存在する傍 らに

於いて,こ れと′辛IXを 同じうする「茶改堂日本石譜」

なる上下 2篇の冊子 を茶蔑堂はつくっていた。こ

の書は後世に於て,京都の禁裏御用の医家であり,

本草学者である,山本亡羊の子息,錫夫氏が筆写

し,同家の読書室に収蔵 していたものらしく,本

書の末尾に「右茶康堂日本石譜二巻 ,弘化三年丙

午之冬十有一月以大阪文検岩永氏之所歳茶蔑堂自

筆之本痛焉 ,山本錫夫書」 と記 している .

茶蔑堂の日本石譜も国分け記載で,上巻に畿内

から東海 ,関東 ,陸奥等の東部 日本の ,下巻に北

陸 ,山陰 ,山陽 ,四国 ,九州諸国の産物 を書いて

いる。詳 しい説明は殆どないが,B6判 型で上

巻は39丁 ,下巻は46丁 である。

筆者は本著のあることは全 く知 らなかった.2
年ほど前 ,梶山彦太郎氏から原本からの複写 を載

き,茶 磯堂の精力の強 さに舌 を巻いた次第であっ

た。一見 したところ石亭の「奇石産誌」の記載数

には及ばないけれども,当 時既に出版 されていた

石亭の「雲根志」や,出版 されてはいなかったが
,

「奇石産誌」に記載されていないような新 しい記

事が期待できると思われた。茶豪堂 日記 (18年 分

の交友記録)を解説された水田紀久氏の文にある

ごとく,茶 娘堂は町内つきあいや商用 (酒造業)

だけでも結構′
l亡 しいのに,其交遊の広 さは儒家 ,

医家 ,詩人 をはじめ書家 ,画家 ,即人 ,天文家 ,

地理学者 ,博物家 ,本草家 ,蘭学者から紅毛人に

まで及び情報入手の経路もまた ,極めて広範囲 ,

遠隔の地に及ぶからである .

即 ち,こ の茶蔑堂日本石譜 を石事の奇石産誌 と

比較対照 して検討 したとすると,石譜の記載 と産

誌の記載とが行合すればするほど石譜のオリジナ

リティは弱まり,符合 しなければしないほど,石

譜のオリジナ リティは強 く高まるので ,そ れを試

みたのが,次 に掲げる第 2表 (例 1, 2, 3)で
ある。

全国の比較はしていないが,そ の一斑 を知 るた

め試みた結果は,京都 を含む山城の国では日本石

譜 (薬 蔑堂)の 奇石産誌 (石亭)に重なる度合は相

当高 く奇石産誌の約80ο/ο に達 し,奇石産誌記載の

奇石の約%が日本石譜に引用 されていると解する

ことができる。

それでは石亭の足許の近江の国ではどうかとぃ

- 14 -
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本書の上梓に当ってまず感謝せねばならないの  蔑堂に辿りつくのにもっと多くの日時を要したこ

は,こ の意義深い発見をもたらす動機を与えられ  とは想像に難くなく.最後に茶改堂古石コレクシ

た野上裕生博士 (京都大学理学部),松本英二博  ョンが30年振 りに生れ故郷に帰り,市民の誇る大
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第 2表 奇石産誌・ 日本石譜 掲載種対照表

例 1 山城国産・石種 (五十音順)  奇産は寄石産誌,日 石は日本石譜の略

日石

うと,そ れは第 2表 に示すように,奇石産誌に対

する日本石譜の重なりの度合は山城より低 くなっ

て奇石産誌の53°/ο が日本石譜に引用されているに

すぎないことを示している.

次は近江や大阪とははるかに離れた陸奥の国で

はどうかというと奇石産誌記載の118種 中 ,日 本石

譜記載の共通種は29種 にすぎず,奇石産誌の60ο/ο

が日本石譜に引用されるに止まることを示 してい

る。

以上の数例から考えると雲根志と記事の共通す

山城国の奇石産誌 (石亭)に おける掲載種…・……・・49
ク  日本石,普 (茶 蔑堂)  ク   …………21

ク  両者共通種 ……Ⅲ

日本石譜中の茶康堂のオリゾナリティを示す種数

るのを意識 しつつ彼の広い交友からの情報を日本

石譜に記録 し,時には彼の手許に持参される奇石

を鑑識し,石名 を付けたこともあったことと思 う。

この日本石譜記載の石の種別索引をつ くり,今

後の荼蔑堂の石関係の事柄に利用をはかると共に
,

雲根志との関係 についても配慮 したのが,本稿に

付属すべ き「薬蔑堂 日本石譜」種名索引であるが ,

今回の収蔵資料目録 に納 まらないので遺憾ながら ,

割愛 した。但 し何かの機会に上梓 したいと思って

いる。

奇石産誌中の石亭の記載種に対する日本石譜のオリ

ゾナリティの比は,35:7で 5:ユ R口 ち20%(35=49
-14)に すぎない。これは山城国では茶改堂の独自性

があまり強 く現れていないのを示している。

称名

岩

根

尊

石

石

石

糧

母

砂

石

石

石

石

石

大　　棚　餘　螺　　化獅河

石

石

殷

牛

宇

臼

畠

雲

夷

貝

鏡

蟹

釜

鴨

Ｏ

　

Ｏ

O

O
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日石 名  称 奇産 日石 名  称 奇産 日石 奇産奇産

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

Ｏ

　

　

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

　

　

Ｏ

　

Ｏ

砂

英

脂

石

石

玉

砂

石

石

砂

石

石

砂

石

耐

石

石

打

　

　

　

蛤

米

麦

朋

　

鱒

西

白

白

火

菱

曲

都

峡

焼

焼

焼

薬

矢

蝋

名 称

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

○

　

○

石

砂

石

土

石

脂

石

珀

砂

脂

石

砂

石

岩

実

子

箔

　

　

石

葉

　

鵡用
石

利

八

　

物

木

切

金

黒

碧

黒

木

琥

鹿

紫

舎

尺

鉦

書

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

粧

岩

キ

蚕

炭

卵

列

石

糧

砥

石

石

寧

脂

泥
　
　
　
　
　
　
離
雄
輪
笠
段

水

墨

セ

石

石

石

石

銭

蛇

高

月

天

土

土



例 2 近江国産・石種 (五十音順)  寄産は春石産誌,日 石は日本石譜の略

名  称

▲上 近江国の奇石産誌 (石 亭)に おける掲載種・……83

″  日本石譜 (茶 蔑堂)  ク   ・……50

″  両者共通種・………………………………21

日本石譜中の茶護堂のオリジナリティを示す種数

…・・・…・・・・・・・̈ ,¨・̈ 5̈0--21==29

奇石産誌中の石亭の記載種に対する日本石譜のオリジ

ナリティの比は,62129≒ 47%である (62=83-21).
この比は近江国が石事のお膝下であることを思 うと,荼

蔑堂の独自性力Чよっきり現れていることに注目させられ

るだろう.

〉右 陸奥国の奇石産誌 (石亭)に おける掲載種……118

ク  日本石譜 (薬 護堂)  ″   ……65

″  両者共通種・………………………………29

日本石譜中の葉護堂のオリジナリティを示す種数

・・…Ⅲ…・・・・̈ ●中●●●●̈・・65--29==36

奇石産誌中の石亭の記載種数に対する日本石譜のオリ

ジナリティの比は,89:36即 ち40%(89=118-29)に

達する。この比は茶蔑堂独自の記載種で,莱 蔑堂は中央

から遥かな遠隔地に於いても石亭とは別のルートから情

報を入手し,石の知識において石亭とは独立 して一見識

をもっていたと思われる.

日石

Ｏ

　

Ｏ

英

英

石

石

キ

花

騰

石

木

九

石

石

糧

母

砂

石

石

石

石

石

ン

石

石

雪

豆

獄

ノ

ノ

巻

　

ノ

郷

　

餘

　

螺

　

　

　

坤

本

青

赤

握

小

石

石

石

糸

岩

岩

魚

浮

高

雲

夷

鬼

帯

温

貝

カ

カ

O

O

O

石

石

英

石

砂

鉱

石

子
英
石
　
子
鰯
星

硝

含

黄

姜

切

金

金

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

　

　

Ｏ
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奇産 日石 名  称 奇産 日石 名  称 奇産 日石 名  称 奇産

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

　

　

　

Ｏ

　

Ｏ

O

O

Ｏ

　

　

　

Ｏ

Ｏ

　

　

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

石

母

英

砂

石

石

石

石

薬

石

英

石

脂

骨

石

砂

石

石

灰

脳

石

石

晶

床

石

石

芝

乳

星

雲

石

米

葉

班

盤

併

『

合

石

デ

石

　

糞

八

　

　

朽

弱

管

槍

　

晶

化

期

　

鍾

銀

黒

黒

小

木

虎

君

五

信

紫

紫

シ

赤

蛇

蛇

尺

鉦

鏃

自

白

神

神

水

水

杉

青

石

石

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

O

O

O

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

髄

炭

実

郷

灰

髄

卵

膏

炭

　

　

灰

石

石

石

石

石

石

石

石

千 本 水 晶

大乙島餘糧

シ 豆 石

大

大

高

達

夕

長

綱

鉄

鉄

天

砥

土

土

卜

児

白

珀

白

黒
理
島
磨
カ

ヽ

段

石

石

石

石

石

ン

石

石

砿

砂

石

石

撃

床

石

聖

石

英

狗之爪

足 跡

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

　

　

Ｏ

石

砂

石

粉

蹴

石

石

石

石

石

射

石

石

玉

石

石

石

石

石

石

石

石

石

砂

石

岩

斧

専

字

　

蹄

蹄

　

打

軍

足

頭

キ

金

蠣

　

　

幹

　

化

頭

　

谷

鳥

雲

脳

米

起

白

珀

馬

馬

荻

火

瓢

仏

仏

へ

方

牡

盆

曲

曲

升

松

鰻

磨

水

水

村

弱

焼

陽

鎧

雷

殷

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ



下

イ列3 陸奥国産・石種 (五十音順)  奇産は奇石産誌,日 石は日本石譜の略

日石名  称

イフラッフ砂

ヲクリカンキク

温   石

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

石

管

石

晶

砂

理

石

黄

蛤

本

綿

石

浦鵜米水　略　　　柳　字

合

赤

赤

結

茜

穴

雹

硫

石

石

石

一

石

石

糧

石

石

砿

黄

部

石

干
餘
蠍
管
　
　
椛
之

牛

梅

高

枝

姻

鉛

雄

大

沖

石

石

ク

石

石

糞

岡

墨

粉

石

石

芝

髄

釜

ハ
　

葉

　

　

　

立日
甲

　

脂

介

貝

角

柏

柏

金

瓶

唐

観

亀

経

玉

玉

玉

オンノウレンノ

奇産 日石 名  称 奇産 日石 名  称 奇産 日石 名  称 奇産

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

O

O

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

　

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

石

石

石

石

葉
蒔　　畑

柏

八

蛤

蛤

秀 衛 土 器

秀 衡 練 石

古 綿 化 石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

砂

石

石

黄

晶

脳

石

石

砂

石

石

斧

環

石

石

石

珀

石

形

　

首

醐

解

子

若

葉

珈

一
頭

　

将

　

硫

水

　

鞘

答

米

根

倒

　

　

漢

丸

神

船

蛇

蛇

弁

方

帽

ボ

松

松

九

鰻

磨

水

紫

紫

紫

弱

文

問

焼

矢

義

雷

雷

羅

緑

竜

蝋

綿

Ｏ

Ｏ

〇

　

〇

〇

　

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

Ｏ

　

　

　

Ｏ

Ｏ

　
　
　
Ｏ
　
　
　
Ｏ

Ｏ

　
Ｏ
　
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

鉱

砂

弱

砂

石

砂

石

石

陸

石

石

珀

石

石

利

土

石

石

青

石

石

石

砂

石

石

石

研

粉

銅

磐

石

石

砂

金

石

玉

槍

晶

脚

珀

脳

　

　

肺

硬

蝋

　

精

　

　

葉

産

舎

粉

頬

剛

　

木

凱

禅

瑚

俵

浜

　

石

　

然
〔
　

利

叫

　

　

砂

榊

ノ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
　
　
　
　
管

金

金

金

金

銀

黒

黒

黒

黒

薫

玄

斧

琥

木

子

米

胡

コ

金

紺

材

鮭

座

粉

塩

繁

磁

紫

紫

自

紫

舎

舎

朱

砂

辰

神

神

水

¢后(砿 )
〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

O

O

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

水 晶 砂

硯   石

瀬 木 化 石

赤 色 石 砂

板

獅

子

歯

膏

石

石

石

石

石

砂

朱

石

石

青

異

シ

石

石

碑

石

石

石

石

石

石

石

砂

石

ダ

石

相

　

曳

　

　

枕

鱗

　

　

軽

金

々

羽

”

斑

　

母

卿

脚

摺

　

　

岬

剃

崎

力

嘲

石

石

石

石

石

千

鏃

畳

蛇

蛇

丹

丹

長

津

土

都

ツ

ツ

豆

重

鉄

天

天

鐙

研

毒

土

ド

生

ナ

吐

石

石

磐

歯

メマ

錦

二

自

白

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

- 17 -



Ⅶ 象 考 文 献

1,中川泉三著 :木内石亭全集 5巻 昭和11年

12月 7日 発行 下郷共済会

2.谷上隆介編 :碁言良̀堂違物 3巻 大工15年 11

・    月15日 発行 高島屋禁藤堂会
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葉喪堂奇石コレクション包紙の例

―- 18 -―



~ケ

  単

図 版 1

1・ 5・ 2
1・ 3・ 81・ 1・ 6

4
1・ 4。 4

鍵

浄
繊

赴

轡李

船
ず
ヰ

一
言．

牟
ヽゝ
与
藤

轟

,鷺《

筆
す

ｌ
ｒ
農
、

と
懇
マ

国
闘
□

金
●

1・ 4・ 5



d

図 版 2

・サ
ギ
∬
矛

2・ 3・ 1

2・ 1・ 4
も

2・ 3・ 6

鞭



図 版 3

2・ 4・ 8

3・ 1・ 2

0・ 子・ 4

血◆

す
翰
洋
■
二
上

島 _占

3・ 3・ 1



図 版 4

啜

3・ 3・ 4

'T¬

 

「

四 r'甲 葛 nコ ‐ ト

4・ 2・ 2

4,3・ 2

4・ 3・ 3 4・ 4・ 2



―

図 版 5

4・ 4・ 3
4・ 5・ 1

5。 1'3-b

5。 1・ 2
5。 1・ 3-a

口
四
困

中

5・ 2・ 2-a
5。 2・ 2-b



版 6

｀`  ギ■̀

(生: 4

6・ 2,1

―
―
―
―
―
劇



木村楽蔑堂蒐集 と推定 される貝類標本 について

梶山彦太郎 *

日 次

.貝類標本及び伝来経路・………・・

1)標本の内容・……………………

2)京都から故郷大阪へ…………

3)標本の伝来経路・……………・・

4)方に政堂遺族から博物場への途

5)標本の特異性(1〉 ………………

6)標本の特異性(2〉 ……………・・

注記…

1.貝類標本及び伝来経路

1)標本の内容
ばいせき

自然史博物館に収蔵 された貝石標本は 2部 から

なっている。一つは鉱物・岩石の標本であり、今

一つは貝類の標本である。

江戸時代に石の標本を集めた人達は、人数が比

較的限定されていた。寛政 9年 (1797)、 近江石

山の秋月館で開かれた奇石会における出品者の記

録が、滋賀県草津市木川の西遊寺に保存されてい

て、それには五品を出品した摂津大坂・茶蔑堂の

名が見られる1)。 このような物産会は限られた物

産学者の集 りであり、標本を見ると大体だれのも

のか推定される位、コレクションは少ないものと

思われる。石に関心を持つ人達は、一般人の間に

も見られるが、それは形の良い石、美しい石、何

等かの姿を表わした石などを集め観賞する、いわ

ゆる玩石趣味といった方面のものが多い。いい変

えれば、銘石・水石・盆石のジャンルに属する。

案蔑堂石標本の様に、種々の石を一定の箱の中に

組み入れ、岩石鉱物標本として保存することは、

物産学本草学等に興味を持つ特定の人に限られる。

一方、貝標本の場合は長年拾い集めた貝を収蔵

7)日 記による標本作成時期の推定

8)ま とめ

2 標本の出来た環境・……………

1)標本の蒐集法Ⅲ………………

2)木村家の経済状態…Ⅲ……・・

3)チに政生その後……Ⅲ………・・

4)貝類標本の今後の整理保存

・・・̈・̈・…・・●●●35

する、いわゆる愛玩者によるもののほか、貝掩い

貝、源氏貝、歌仙貝などの組み入れ標本があるた

め、所持する人の範囲が非常に拡大されてくる。

特に紀州にあっては、藩の奨励もあったらしく、

田辺方面では文化11年 (1814)「 田辺貝価録Jな

るものが作られ、蒐集家の用命を受けて京都へま

で標本を携えたといわれる動。 したがって、岩石

鉱物標本は前章で益富氏により茶茂堂標本と断定

されたが、貝標本の場合は、蒐集者又は所有者の

推定は1真重を期さねばならない事となってくる。

2)京都から故郷大阪へ

昭和49年 2月 23日 のこと、メタセコイアで有名

な故三木茂博士の告別式が営まれた。この式に参

加 した筆者は、出席されていた益富寿之助氏と種

々のことを話し合 う機会を得た。その時、話題が

茶蔑堂標本の事に転 じ、氏から次の様な提言があ

った。すなわち、「私の所には推定茶蔑堂の貝石

コレクションがある。 石は私が調ハミるが、 貝は君

が調べ、報告書を書く事を前提として、標本を完

成近い大阪市立自然史博物館に収蔵 しては」との

御提案である。望郷の葉蔑堂標本の導きか、博物

館友の会会長であつた三木博士の霊の導きか、腹

*〒 532大阪市淀川区十三束―
「

目14番 2号
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の底から学究的な益富氏のこの大乗的見地に立っ

た御厚意に対 し、私は嬉 しくて涙のにじむ思いが

した。即座 に、大阪の地に受け入れられる様、私

として出来るだけの努力をすると答えたのであっ

た。その後、話は急速に進展 し、その年はなばな

しく開館 した自然史博物館の特別展示室に飾 られ

て、錦上更に花をそえたのであった。

3)標本の伝来経路

京都大学理学部地質学鉱物学教室にあったこの

標本は、どの様な経路をたどって京都大学へ来た

のか。これについては益富氏の文を見ていただき

たいが、太平洋戦争たけなわなる時、大阪方面か

ら、この標本は非常に大切なものであるから、し

ばらく預かってほしい、と持って来られたとの事

である。すぐ筆者の念頭に浮んだのは、大阪博物

場の収蔵品ではないかとの疑念である。

府立の「大阪博物場」は、明治 7年 に大阪市東

区内本町に設立された。これは現在の動物園、博

物館、物産館、遊園地、能楽堂等の性格のものを、

同一敷地内に集めた施設であった。明治40年 頃か

ら有名無実となって、美術品などは倉庫に入れら

れたまま、太平洋戦争を迎え、幾棟かの倉庫の一

部は爆撃によって破壊された。望月信成氏は「し

かしそれ以後は沓として行方不明になったものの

あるのは惜 しい限りである」 と述べられている0。

戦後この収蔵品の中のめばしい美術品は大阪市立

美術館に保管替された。

木村荼蔑堂の没後、遺族の人達が生前親交のあ

った江戸の画家谷文兄の所へこれを報じ、肖像の

揮尋を依頼された。程なく生前のスケッチを基に

して肖像が画かれ、遺族のもとにとどけられて来

た。それが大阪博物場にあった茶蔑堂の肖像画で、

現在重要文化財に指定され、大阪府から寄託 して

大阪市立美術館で保管されている。この肖像画の

あった大阪博物場に、茶1蔑堂標本も共に収蔵され

ていたのではないかと、私が推定 したのは当然の

事であったかも知れない。事実、「明治大正大阪

市史」第一巻には「府立博物場。かくて博物場は

益々盛大に赴き或は南朝や豊公の遺品を集め、築

蔑堂の追品を展覧 し……Jと 記 されている。身茶蔑

堂の遺品は南朝や豊公と肩を並べて博物場の呼物

となっていたのである。

また、大阪府立中之島図書館には「大阪博物場

蔵品目録 Jな るものが保管されている。謄写版ず

り乍 ら 150頁 に及ぶ大部のものである。内容は書

画の部、器具の部、染色及び装束の部、雑品の部、

図書の部の 5部 に分かれた収蔵品台帳である。前

記の乗蔑堂肖像画も書画の部の 167号 として登録

されている。器具の部の内には、玩具其他の所に、

人形、石器、民芸品等 と並んで、64号 として「鉱

石類及び貝類37箱 」が記 されている。然 しこれら

は葉蔑堂蔵品であるとは明示 されていない。

断定するには到らないが、今回の標本が乗蔑堂

遺品であれば、標本そのものが特殊なものである

為、それ以外の場所にあったと言 う事 を考えるよ

りは、博物場収蔵品であった可能性が可成 り強い

と考えられる。推定となるが、戦時中数多い雑品

の中から、この標品の貴重 さを知っている保管係

の人が、つてを求めてこの標本のみを京都に運ん

だ可能性が充分考えられる。然 し、戦争終結 まで

にその人達 に事故でもあったのか、或いは受け入

れ方の記録が散逸 したものか、あとは判然としな

いまま、数十年の時が流れたのではなかろうか。

私は大阪府庁 に何回か足 を運んでは、この美談の

主 を尋ねたが、文化財保護課 (以前は社会教育課)

の古い人は、あれは商工課の所管で、こちらは知

らないとの事であり、商工課の人達からも、何分

古い事なので何の記録 もないといった言葉が戻っ

て来るのみであって、未だ確かな情報は得ること

がで きないでいる。

4)築菫堂遺族から博物場への途

それでは、乗改堂遺族が当然保管していた筈の

肖像画や、石類貝類標本が、如何にして博物場に

入ったか、その経路について探究することにする。

晩年の木村茶蔑堂は酒増石のとがめから、大阪

の地 を離れて 2年 あまり伊勢川尻村 (現在は四日

市市に含まれる)で暮らしたが、寛政 5年 (1793)

2月 に大阪に戻ってから一時落ち付いたのは、堀
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江の自宅ではなく備後町三丁目である。それから

1カ 月余で、呉服町へ引越している。その場所は

淀屋橋筋呉服町の東南角の家で (図 1)、 文具店と

して墨などを売ったとの説もある。この家に住む

相続人の坪井屋吉右衛門の許に、可成 りの遺品が

保管されていたらしく、暁鐘成の「茶蔑堂雑録J

(安 政 3年 。1856)は、この遺品によって編纂 さ

れた事が半Jっ ている。

この様にして明治維新 を迎 えるのであるが、荼

蔑堂の家から約 300m北方にあった平瀬家 (図 1)

が、葉蔑堂遺品の博物場移管の媒体 として浮び上

って来る。平瀬家は千種屋 と称 し、大名貸及び両
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替店として大阪でも屈指の大店であった。明治年

代 7代 目平瀬亀之助は、第二十二国立銀行を起 し

て頭取となり、また大阪博物場長として令名があっ

たと言われる0。 彼は有名な町人学者でもあり、一

大趣味者でもあった。茶道、能楽、つ卜諧に通じ、

書画、道具類で気に入ったものは、金額は問題に

せず買い集めたとの事である。近所にあった乗蔑

堂遺族の家から、遺品が平瀬の家に流れ、あるい

は、彼が場長であった大阪博物場に移ったであろ

う事は自然のなりゆきであったと思われる。「茶

蔑堂日記」なども、文政 8年 (1825)に 大應寺で

行われた25回忌法要には、まだ遺族の手許にあっ

たらしいが、その後は秋の本の葉の散るように、

次々と遺品が離れていったのである。

以上、筆者は可成り強引に標本の移動経路を推

定して来たが、この標本の内容に検討を加える時、

他に類例を見ない特異性があり、特殊な遺物なる

が故に上記の強引な推論も成立 し、信憑性も増し

て行 くのではないかと思う。

5)標本の特異性(1)

本貝類標本中にモ ミジソデ働4Pο TTんαJs,9s‐

p9′ 9cα崩 が 3個体合まれている。これはヨーロッ

パの北海方面に産する貝である。中世に南方との

交易が開かれて以来、フィリピン、インド支那方

面の貝は時たま見ることが出来るが、ヨーロッパ

の耳ヒ部から将来 したとなると、非常に珍らしい存

在となる。恐 らくオランダからはるばるもたらさ

れたものと思われる。鎖国の江戸時代に如何にし

てヨーロッパの貝が、この標品箱の内に組み入れ

られるに到ったのであろうか(写真 1)。

幸な事に、安永 8年 (1779)茶蔑堂44歳 の時か

ら67歳 で没するまでの大半の日記が、現在まで伝

えられ出版もされており、それによって彼の動静

を知る事が出来る①。江戸参府の紅毛人は常に大

阪に宿泊していた。茶喪堂日記には、それが上部

欄外などに記入されている。恐らく彼の許へ前も

って通報があったのであるう。その回数は、安永

8年 (1779)正 月の第 143回参府のときから、寛

政10年 (1798)2月 の第 155回参府のときまで前

写真 1.6段 目の箱に納められているモ ミジツデ (最上列の右から5番目 矢E「 の貝)
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後20回 にも及んでいる。日記の存する期間の江戸

参府は計12回 あり7)、 上 り下 り共に日記に記 され

たのが 8回 (延べ16回 )、 どちらか一方のみ記 され

ているのは 4回である。今その内、天明 5年 (17

85)4月 のものを見ると、次のとおりである。

天明 5年 3月 30日

雨 紅毛下江 銅座行 吉雄 本本逢申候

4月 朔日

朝銅座行 紅毛面会 本木父子同伴 尼五

茨木 十一屋同船 網島行

4月 4日

雨  (以下は上部欄外に言Eす )紅毛発足

これによると、参府帰途の紅毛が 3月 30日 、銅

座 に到着 した。この時の甲比丹はRombergで ある。

茶蔑堂は直ちに9同座 (北浜過書町にあったオラング宿

為サ|十 五郎兵衛方)1こ 赴 き、通詞の吉雄幸作、

本木栄之進に会っている。翌 4月 1日 には朝から

銅座へ行 き紅毛に面会 しているが、この時は本本

父子同伴で、尼五 (尼 崎屋五兵衛)、 茨木、十一屋

も同船 し、網島に廻っている。そして 4月 4日 に

紅毛は長崎へ向って発足 した事となる。

紅毛に面会のときは常に銅座 に行 くが、天明 8

年 (1788)4月 に限 り紅毛館なる名称が使われて

いる。

天明 8年 4月 11日

紅毛下江 朝 ノヨシ (た だし欄外に記す)

4月 13日

紅毛館 舟ニテ行

4月 16日

夜紅毛館へ行

4月 18日

紅毛発足 (以上欄外に記す)銅座 ヨリ紅毛発足

また、同伴者の異なる時、及び単独の時、妻と

共の時等があり、寛政 6年 (1794)5月 26日 には

「紅毛見物家内とも行」と記 されている。妻に紅毛

人を見せる目的も含まれていたのであろう。この

日記の上で茶蔑堂が紅毛 と最後に接触 したのは次

の通 りであるめ。 ただし、抄出。

寛政 6年 (1794)5月 24日

紅毛下 り 銅座行 今村金兵衛加福安五郎子

亀吉逢申候

5月 25日

夜今村金兵衛来訪

5月 26日

紅毛見物家内とも行 晩銅座行 夜川原太十

郎来訪

5月 27日

早朝今村二行直二川原太十郎旅宿二行 加福

安次郎二行帰る 昼帰ル

5月 28日

来訪紅毛川原太十郎附松日忠蔵来

(以下は欄外)紅毛発足廿八日早天発足

この場合、紅毛は早天に発足 と欄外に記 されて

いるが、これは前もって連絡があったのを、茶蔑

堂が記入 しておいたものと思われる。この数 日、

茶蔑堂は連 日、通詞と接触 し、28日 には訪問者の

中に紅毛が記 されている。おそらく日記の上では

茶蔑堂 を訪れた唯―の紅毛であったかも知れない。

この年の参府は、甲比丹ゲイスベル ト・ヘムミイ

(G.Hemmij),上外科は ドイツ人のベルンハル ト・

ケルレル (A.L.Ber4hard Keller)で 、江戸で

は茶蔑堂の親 しい友人、大槻玄沢と二 日にわたり

会っている9)。 また、日記にある紅毛については、

次の様 な記録がある101。

「 〔寛政 6年 11)〕 四月和蘭責使江戸二来ル栗本丹

洲其旅館二就キ対話 シ物産 ノ事ヲ論ス 和蘭貢使

随従ノ医師ヘルンハル ト、ケルレル大阪ニテ茶蔑

堂坪井吉右衛問二面談 シ別後兵庫 ヨリー書ヲ裁シ

テ左ノ諸品ヲ求ム

ー 日本産銅品諸種及金石類

一 水晶類、黒紫石、寒水石、サラサ石

一 ワタノ木図並枝実

一 漆ノ木

一 紙ノ木

一  山ノイモ

ー 味晴豆

一 正真竜涎香

一 真珠及貝類珍敷品」

物知 りの茶蔑堂は、紅毛人の旺盛な知識欲から

出る質問を、得意の博学に物 を言わせて浴浴と答
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え、彼等に満足 を与えて来たのであろう。

文政 9年 (1826)に は、 ドゥ・スチュルレルに

随伴 してシーボル トが往復路共に大阪に数日滞在

しているが、すでに茶康堂没後26年 が経過 した時

であったのは残念なことである。

さて、茶蔑堂の著述にオランダ関係のものの多

いのも当然の事かも知れない。所蔵の貝標品中に

もオランダ付近の貝が含まれていたと想像できる。

事実、彼の著書「渚の玉」(奈伎左乃玉)1劾 にも、

日本各地の貝類産地 を記 した後、「この国々の外に
りうきつ  てうせん  じゃ む  ばる じ や  じゃわツとら  1,ら んた

は、琉球 朝鮮 退羅 巴爾西 聞婆 和蘭、唐

山にてハ江南福建などの地に産する貝ども、稀に

はわが国にもて来るものありJと 記 されている。

茶蔑堂とは20歳年長の伊藤若沖 という画家が京

都に住んでいた。若沖は自然の美 を花鳥風月に求

めるばかりでなく、虫や貝の中にも求めた人で、

有名な「甲介図」には百数十個の貝類 を、海藻、

石 さんご等と共に図中一面に配 し、見事に貝の世

界を画 き出している。 しかし、ここに画かれた貝

の分布域は トウカムリのような南方地域のものど

まりで、それ以遠のものは認められない。だから、

私の知 る範囲内では、推定茶蔑堂貝類標本中のモ

ミジソデは、現存の貝標本としてはヨーロッパか

らの最初の将来品である。江戸時代の鎖国方針は、

明治維新まで続いたのであって、標本中のヨーロ

ッパの貝類の混入は、彼等と交渉のあった特定の

人達に限 られた事であったと思われる。

6)標本の特異性(2)

平安時代から長足の進歩をとげた日本文学は、

源氏物語、伊勢物語等 を最高峯として数々の物語

を生み出し、和歌の流行 もめざましいものがあっ

た。これに平行 して貝の道でも、貝に種々の風雅

な名を付 し、これら文学の所産 と合致させる傾向

が産まれて来た。この風は、江戸時代に入 り、元

禄の頃には一層その度 を加えて来る。寛延 4年

(1751)発行の「貝轟浦の錦」l働 はその時代色 をよ

く現わした書である。上巻の“目録"(目 次)を みて

も、次のような項を合み、主体は源氏貝、歌仙貝

で占められている。

歌仙貝遺漏百余品

前歌仙貝二十六品評

後歌仙貝三十六品評

源氏介配当日録

新撲六歌仙介
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一方、平安時代から “貝掩い"な る遊技がある。

沢山のハマグリの殻の内部は、花鳥等や源氏物語、

伊勢物語にちなむ絵を極彩色に画いてある。まず、

地貝といって片方の殻のみを伏せてまるく並べ、

その中央に他の方の殻 1個 を容器からとり出す。

これを出貝というが、競技者は貝内部の絵に関係

なく、表面のハマグリ本来の模様によって、出貝

にあう貝を地貝の中から探 し出す競技である。も

し殻が間違っておれば、貝の蝶番の凹凸が合わな

いのでわかる事となる。この貝掩いは、文学的素

養がない子供でも競技に参加する事が出来る為、

上流家庭の嫁入 り道具等には、必ずこれが付加さ

れる事となった。こうして江戸時代中期以後の、

豪華な貝掩い一揃いは、各所に見受けられる様に

なった。図 3は貝掩いで遊ぶ人達の図 1り である。

然し、一方では、文学的な源氏貝、歌仙貝は影

をひそめるに到った。図 4は「貝轟浦の錦」上巻15

-16丁 に登載された絵10で、3人 の婦人と1人の侍

女が源氏貝、歌仙貝で遊ぶ有様を画き、後には今

まで遊んでいたものか、貝掩いを収納 した八角の

箱一揃い2個がみられる。また後の別室には、いま

遊技中の遊技貝の覆い箱 (収糸内ケース)がある。

図 3.貝 おおい遊技図「貝蓋浦の錦」下巻2021丁
の絵を修正したもの (金 九但1馬 ,1935よ り引用)

推定茶蔑堂貝類標本は、ここに画かれた源氏貝

の代表的なもので、一番上段の箱は大小二箇に切

られているが、その大 きい方は 7列 と8列 に区切

り、合計56個の枡がある。これは源氏物語五十四

帖に前後 2枡 を加え56枡 としたものである。標本

に付加 されていた目録には、最初の枡には「新撲

源氏貝」 と記 し、最後の枡には「以上五十四貝之

本名百貝の所記」 と書かれている。その間の54枡

には、源氏物語五十四帖の巻名 と、それぞれ、こ

れに該当させた貝名が書かれている。最上段の小

さい方の箱は、36枡 ある。残念なことに目録 を欠

いているが、ここには三十六歌仙貝が納められて

図4.源氏貝遊技図`「貝轟浦の錦」上巻1516丁
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写真 2.推定茶蔑堂貝類標本の一番上段の箱

右観」は源氏貝で、その目録は図 5に示す.左側は三十六歌仙貝と思われるが、日録は残っていない

図5.推定楽蔽堂貝類標本の目録のひとつ.

これは写真2右側の源氏員のもの 大きさは箱と同一
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一

いたのであろう。最下段には十二支等12個 の同大

の枡を設けており、日録に寅卯等の字がわずかに

残っているが、他の字は破損欠除している。恐ら

く十二支に該当する貝が、それぞれの枡に入れら

れていたのであろう。その他、六歌仙を表示した

所もある。この様な源氏貝、歌仙貝標本は、現在

残っているものが非常に少いのである。

木村茶改堂も、「貝蓋浦の錦」が出版された寛

廷 4年には、未だ16歳の青年である。39歳のとき
オほえ りうはう

の出版である彼の「渚の玉」には、「大枝流芳と

いへる人、貝をこのみて、あまたあつめるき、其

形を図し、その品をわかち、浦の錦といふ書をあ

らはし、梓にしてすでに世にひろまりぬ」と述べ

ている。そして「さきの浦の錦におちたるをひろ

ひぬれば催馬楽の詞をとり、名づけて渚の玉とい

へり」と書名の由来を明かにしている。このよう

に、これが「浦の錦」の影響下に書かれたことは

明かである。

推定荼蔑堂標本に付随する前記標本目録 (図 5)

と、「貝轟浦の錦」の源氏介配当日録 (図 6)を

照合すると、部分的な相違はあるが、大体におい

て記載貝の名は合致し、この標本が、その系統を

保った源氏貝標本である事がわかる。

源氏貝、歌仙貝と名のついたものが、江戸時代

後期に全然無いと言うのではない。例えば、かっ

て平瀬貝類博物館写真帳に登載された、江州のあ

る旧家に伝えられたとされる標本がある16)。 これ

は標本箱の区画にも技巧を加えて、波形、花形、

菱形等種々の趣向を凝らし、標本貝も風流にこと

寄せて組み合わせ、源氏貝、歌仙貝、嘉定貝、七

夕貝、十二月花′烏貝、長浜、錦の浦、百貝など優

美な名目を付 したものもみとめられた。しかしこ

れらはあくまで枝流、又は邪流に属すべきもので

ある。中世からの伝統を持った本格的な源氏貝、

歌仙貝の標本となると、大変珍らしく、江戸時代

でも古い頃の遺品の残されている様な場所にしか

存在しないものである。このことは、今回の標本

の移動経路をたどる上からも、有力なが考となる。
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7)日記による標本作成時期の雑定

江戸時代の大阪は次々と堀がほられ、ほり上げ

られた土は両岸の土地の地あげに用いられ、舟運

の便の良い宅地が次第に造成 されて行った。

茶蔑堂の生まれた堀江の地は、その終期の元禄

11年 (彼の生れる30余年前)に 出来た堀 (堀江川)

によって、南堀江と北堀江に別かれ、両岸は宅地

化 して行 くのであるが (図 8)、 堀江川掘削前の地

図 (図 7)で は土佐屋敷があるのみで、あとは不

規則な水路が走 る低湿地である。木村家は、茶蔑

堂が生まれる以前からの造酒

屋であったとの記録から見て、

その家は土佐屋敷と共に、堀

江の草わけと思われるり 。

こうして背中合わせにあっ

た土佐屋敷 と、本村家とは他

よりも交渉の多い間柄であっ

たと思われる。茶蔑堂 日記天

明 2年 (1782)2月 10日 の所

に「土佐邸に行」 と記 され、

上欄余白には「八ツ時土州候

着邸………鳳羽一匝、文貝七

重、卵子餅、善知′烏、土候御

覧二入ル」 と記されている。

京都大学にあった推定茶蔑堂

貝類標本は、漆塗 り七重の標

本箱に入っており、正 しく文

貝七重に待合する。この天明

2年 は茶蔑堂47歳 の血気盛 り

である。一介の町人が、大名

の前に珍 らしい標本類 を並べ、

得々と語る有様が目の前に見

えるように思われる。

尚ここで、茶蔑堂関係品と

推定する資料 として検討 を要

するものが今一つある。この

標本の覆箱 として、本製の収

納ケースが付加 されているが、

その1又納口扉は蝶番 をつけず、

下部に凸出部 を造 り、上部 を

錠前で止める様になっている。

そして中央上位に、飾 りと把

手を兼ねた円形の座板の様な
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ものが付けられている。そのままではカタバ ミ紋

の崩れたものの様である(図 10)。 一方、茶蔑堂の

定紋を調べるとする。谷文兄の画いた肖像画の衣

服は無紋であるが、今一つ茶蔑堂の肖像が残って

いる。これは茶蔑堂没後、相続人の許に保管 され

ていた遺品によって、暁鐘成が著 した「茶蔑堂雑

録」に登載 されたものである(図 9)。 この絵は應

寒の弟子の森徹山の画いたものであるが、この肖

像画は紋付 を着用 しており、その紋形は完全には

現れていないが、観察 し得る範囲では、三つ柏ま

図 9.上 .祭頑堂肖像図 森徹山筆

(暁鐘成  「禁政堂雑録」安政 3年 より号1用 )

図10.下 .収納ケース扉中央飾 り

たはこれに近いものと思われる。一方、収納ケー

ス扉中央の飾 りについては、これが単なる図案か、

又は定紋 を簡略化 した模様か、紋 とすれば本村家

が三つ柏以外の替紋 を持っていたかなど、今後検

討 を要する問題が残 されている。 しかし彼の定数

との間には、中央から三方に走 る葉状体 を表現 し

たという点で共通点を見出しうる。

8)ま とめ

以上、この標本の特異性を長々と説いて来たが、

要するに京都大学にあった標本は、江戸時代でも

古い時代の風をそなえたものであり、その中のオ

ランダの海に産する貝からみて、オラングとの交

渉を保った環境下に作られた特殊な標本と言える

だろう。

茶蔑堂の貝類標本とした場合も、茶改堂と博物

場との間、及び博物場と京都大学の間と、 2回の

不明時期を通過 した標本である。伝来事項の記載

銘等、決定的な断定を下しうる程の資料を欠いて

いる現在では、断定はさけるべきであるが、一部

の疑点を残しながら “ほぼ茶蔑堂標本に間違いな

かろう"と 一応信 じてよい事になると思われる。

2.標本の出来た環境

1)標本の蒐集法

前章によって、この標本はほぼ茶蔑堂のものと

信 じてよい事となって来たが、それでは大阪の地

で、どの様にして標本は克集 されたか、以下順 を

追って論考する事とする。茶蔑堂日記には次のよ

うな記述がある (抄出)。

寛政 8年 11月 朔日

夜初夜琉人薩邸入 (以上、欄外に記す)昼 ヨリ薩

邸二行 琉人夜二入見物 夜帰

11月 2日

琉人皆来

11月 5日

琉人川登見物

珍貝多き琉球から遠来の客が薩摩邸に入ったと

の知 らせが来ると、早速同邸へ出かけ、翌 2日 に

は「琉人皆来」で歓待 につとめ、 5日 には趣 を変

∃
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えて「川登見物」とあるから舟による見物に招待

したものと思われる。いずれ彼等から物産貝類の

送付 を期待 しながら、歓待に蓋す有様は、現在の

貝コレクターと何等変る所が無い。また、石のコ

レクションについても、

天明 6年 8月 27日

備中鍾乳持参の人 助里要兵衛来 備後砂、

盆石持かの由

とある。遠路重い石 をわざわざ持参 したのである。

随分と労をねぎらった事であろう。

茶蔑堂は自分でも採集旅行 をたびたび行ってい

るが、一番遠い旅行は江戸行である10(一部に伝

えられる長崎行には疑間の点がある)。 天明 4年

(1784)8月 、茶蔑堂は大番頭としての大阪城勤

番 を了えて江戸へ下 る彼のパ トロン増山雪齊に陪

従 して江戸に赴 き、江戸では多 くの知己と交遊 し、

10月 朔日朝に大阪の家に帰着 している。帰 りは気

ままな一人旅で、随分採集 も行った事と思われる。

日記には留守中の自宅への訪問者 を整理記入 し、

上欄に東遊記行有と記 されている。 しかしこの紀

行文は未だ発見されていない。

紀伊方面へは関心が深かった様である。和歌山

城 までわざわざ貝を拝見に行 き、附近の名所を廻

った日記に次のものがあり、抄出 してみる。

寛政 6年 (1794)9月 15日

朝六ツ時発足 大津中食 信達ニテ大苗代ツ

タヤ宿

9月 21日

高岡屋太郎右衛門逢 同伴吹上笹,殿御貝拝見

家老鈴村西山 辻久蔵 中村耕雲逢申候

9月 22日

本日歌1甫

9月 23日

桑山左内案内二て海浜見物 権現天ネ申浜二休

昼後船二て玉津島ネ己三井寺二行

9月 26日

貝ナ昂(発足 大庄夕飯 夜帰 る

この旅行では貝の収穫 も多かった事であろう。

吹上御殿は和歌山城の西南寄 りの吹上門を入った

所 にある。この時、糸己州候 には面会 していないが、

次の様な日記もある。即ち、享和元年 (1801)2
月23日 の所に「此日紀州様御目見出 八ツ時帰ルJ

とあり、上部欄外には「紀州様貝塚 ヨリ御登 り、

昼前 ヨリ出て谷町ヲ南へ行 中村左源太逢 さし

図二て京橋土手下御目見」とある。

うに蔑堂の貝に対する態度は多分に学究的な面が

ある。その著「奇貝図譜」19)を 見ても、紀州方面

の有名なコレクターのものを詳細に写生 し、所蔵

者の名も明記 している。オキナエ ビスの如 きも、

これを図示 したのは、彼が奇貝図譜に無名貝とし

て登載 したのが最初である。再版 されたこの図譜

には岩川友太郎氏の、次の如 き説明がある。

『茶蔑翁百二十五年紀念展覧会 を機会に其遺著

の一部 を複製再刊せられるといふ事は、まことに

意義のある事で、また斯の如 き珍本が百余年後の

今日再び公にせ られることは百に好事の方面のみ

ならず、学界の為にも喜ばしい事である』『最初

にある紀州田辺の工置氏蔵品の子ジヌキといふ貝

は、北海道方面にある貝で現参でも珍 しいもので

ある。』『また、福田柳圃氏所蔵の「無名貝」は

「アゲマキ」の一種ならんと推定 してあるが、これ

は世界的に有名な「オキナエビスJ一名「長者介」

と称せ られているもので………』とあり、また、金

丸但馬氏は図譜について次の如 く説明している20)。

「茶改堂の単なる蒐集家でない事は上述によっ

ても既 に察せられる所ではあるが、世の蒐集家の

中には往々所有慾の奴隷 となり所謂玩物喪志の徒

も無いではないが、柔蔑堂は物 を愛するのみなら

ず、之 を研究する事を愛 し克く之を識別する能力

を有 してゐた。而も奇貝図譜に於て見 らる 所ゝは

同書が自家の蔵品を図した書ではなく、交友各人

の所蔵の中から珍奇な貝を選択 しその所有者 を明

示 して図 したものであって、か ゝる図譜は前後に

類を見ず誠に卓越 した識見、高潔な気品の存する

事が偲ばれるのである。書中の奇貝 2～ 3に 就て

紹介 しよう。最初 に紀伊田辺玉置嘉市所蔵五品と

して、ネジヌキ外 4種の 5図 が提出されているが、

そのネジヌキは…… (中略 )・
・…・後に日入譜がこの

貝を図 しチマキボラ (千巻法螺)な る和名 を命 じ

た以外、前後 に何人も図 し得なかった珍品である。
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「更に福田柳圃所蔵の中に無名介 (按アゲマキの一

種 な ら ん )と し て P′ 92Tο ιοη αTJα んJTas)が 示 さ れ

てある」さらに学名の脚注には、「此の貝の産地及

び図から推 して考へると本図の貝は明かにベニオ

キ ナ エ ビ ス P′9vTοιOηιαTヴα んどTαd9Jで あ る が 、 岩 川

氏がオキナエ ビス P.bり T,c崩 について述べて

居 られるのは、ベニオキナエビスなるものが当時世

にまだ充分知 られて店なかったためと思ふ」とある。

以上二者の説明の中には、無名介 (オ キナエビ

ス)と ネジヌキについて異った見解 を示 している。

日本貝類学会の重鎮 ともいえる両氏の、この見解

の相違に対 し、私 としては、ネジヌキについては

その古い名 を尊重 しようとされた岩川氏より貝の

形そのものによリチマキボラに同定された金丸氏

の説に賛成する。金丸氏が解説を書かれた昭和10

年頃には、オキナエビスは今よりもっと東に寄っ

た海域からしか知 られていナょかったので、この無

名介 をベニオキナエ ビスに同定された氏の苦哀も

わかる。しかし、オキナエビスが西の海域にも分布

する事が半」明 している現在では、奇貝図譜の図に

よって、その何れかを判断 しなくてはならない事

となる。 しかし、これ程精密な図でも種の同定は

困難であって、現在、貝界に重 きをなす人達の意

見も、オキナエ ビス 。ベニォキナエビスの 2つ に

別れている。これが絵画でなく実物の貝標品であ

れば、たとえそれが破片であっても、種の特徴 を

現す部分のものであれば容易に判別出来るであろ

う。種の同定に耐 え得る図を画 く事は、それ程至

難な事であるといわねばならない。とはいえ、奇

貝図譜の図は、武蔵石寿の目八譜の出る70年 も前

に、現在の同定作業に耐え得る位の正確 さで写生

したものである。玩貝趣味者とは異なり、紀)Hの

貝コレクターの蔵品を写 した学究的態度には、最

大の敬意 を表 したい。奇貝図譜の貝を写生 して廻

つた旅行が日記の欠除部分にあるのか、或いは前

記の和歌山城吹上御殿で貝拝兄の時、そこへ集め

られていたものか判然としない。

2)木村家の経済状態

木村荼蔑堂の家は代々造酒業である。その経済

力と、居住ナ也が交通枢要の都会であるという地の

利が力日わって、随分珍しいものが彼の許に集めら

れたのであるが、その晩年は交遊は盛んであった

が、蒐集はそう思 う様には行かなかったらしい。

茶蔑堂の表面に現われた業績は随分多くの文献に

よって伝えられているが、次に木村家の経済面か

ら見た状態を、茶蔑堂が寛政 2年 に松浦静山に送

った書簡 (甲子夜話所載)21)そ の他によって綴っ

てみることにする。

幕府は天明 6年 (1786)の 凶作によって、酒造

米半減の令を下した。しかるに翌 7年 には各地で

暴動が起るに到った。即ち天明の打毀である。幕

府は更に酒造米に制限を加え、従来の造高の三分

の一とした。木村家にあっては、主人が趣味に熱

中し、酒造業とは名のみで、実体は宮崎屋次右衛

門という支配人にまかせ切 りであった。ところが

寛政元年北組総年寄江川月券次郎の酒之石改めの節、

過造を発見されたのである。こうして寛政 2年 3

月裁許がおり、事に当っていた宮崎屋は大阪三郷

から立ち退 きを命じられ、酒造の権不1や酒造の道

具は召し上げられた。直接事に当っていなかった

茶蔑堂は町内年寄役召し上げ、謹慎という事にな

った。家屋敷は無事だったものの、家族も大阪居

住 をよるこばず、また資産の面でも、居宅の外に

懸屋敷が4カ 所あるが、家賃銀は年々不納となり、

“町役出銀も相弁 じがたく、年々損失"の】犬態で

あった。彼の苦境を最も心配 したのは、日頃交流

の深かった伊勢長島の領主増山雪斎である。折良

く大阪城勤番であったので、茶蔑堂と相談の結果、

一家は雪斎の領内の川尻村に寓居する事になった。

そしてここで 2年余の歳月を送る結果となる。そ

の間に一度大阪に出向き―力月ほど暮しているが、

彼の育った本宅には戻らず、知人の宅等に宿泊し

ている。この頃のことを、茶蔑堂はのちに、「家
あ                      はと

は多難に値い、災厄兼ね到 り、幾んど流離塗炭す」

と述1表 している2り 。

寛政 5年 (1793)2月 には、故郷大阪での生活

がはじまる。帰郷してからの大阪の家も、堀江の

彼の生察ではなく、備後町三丁目であった。日記

では旅行中朱書されていた記事が、寛政 5年 2月
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す

11日 から墨書となり、「明六ツ時帰宅」とのみ記

されている。それから2月 17日 、26日 の 2回「呉

服町行」と記入され、 3月 9日 に「呉服町引移

夜引移」と書かれているのみである。水田紀久氏

の指摘によると、東京五川の静嘉堂文庫に蔵する、

水戸藩儒高野陸沈亭 (昌碩)の 「西沸雑志」に、

寛政 5年 に茶蔑堂を訪れた記事が登載 されている

23)の で抄出する。

寛政 5年 3月 9日

晴・・…・帰路木村太吉郎ヲ堺筋 ノ備後町第三街

二訪フ。此日卜居ナリトテ紛雑不百。他 日ヲ

期 シテ旅舎二帰ル。

3月 28日

晴・・…・午後、茶喪堂ヲ淀屋橋筋呉服町南入処

二訪フ。

これによって蔑蔑堂日記の不備 をおぎなう事が

出来る。

彼は大阪に帰ると、先ず備後町三丁目に宿泊 し

つつ、引越先の呉服町の家への準備 をすすめ、 3

月 9日 に転宅 した事がわかる2つ 。

この呉服町の家も、自分の家ではなく借家であ

る。これは相続人の吉右衛門が茶蔑堂死後、その

遺品上納に関して差 し出した次の文書 2め によっ

てわかる。

乍恐口上

呉服町天満屋太介支配

借屋 坪井屋吉右衛門

一、私儀多吉郎より持伝所持伝候書籍物産薬

品類……

茶蔑堂はこの住居で病み、享和 2年 (1802)正

月25日 67歳で永眠するが、その場所は御堂筋の開

通によって、道路敷地内となっている (図 1)。

少 し南の芭蕉終焉の地や、北にあって茶蔑堂標本

の移動に関係 したと推定 される平瀬家跡等も同じ

運命をたどり、昔これらの家の建っていた土壌に

は、今では名物のイチ ョウ並本の根がはびこり、

その下を地下鉄、地上 を自動車が疾駆 している。

実に感慨無量である。

粂蔑堂の死後、養子の坪井屋吉右衛門と、奉行

所の間に、書籍物産類の処置につ き交渉があり、

幕府の求めるものは上納手続 きを済ませ、荷物は

次の通 り2回 にわたり、江戸に差 し立てられた2① 。

第一回は、

量番櫃 237¶〕

6箱

55冊

54冊

59冊

49冊

弐番櫃

第二回は、

重番長持  唐本     597冊
弐番長持  唐本     644冊
参番長持  唐本     577冊

医書物産写本  27冊
四番長持  唐写本    182冊

和版本     11冊
地図      89冊
風土記     97冊
外国地理志類  47冊

五番長持  唐本医書    36冊
物産     121品
大明省図    1箱
明嘉靖帝巻    1箱
琉球夫子廟碑   1幅
法帖       50冊

幕府はこれに対 して、金子五百両を相統人坪井

屋吉右衛門に支払っている。

3)栗醸堂その後

茶蔑堂の墓碑は、菩提寺であった天王寺区餌差

町の大応寺 2の にある。和泉砂岩製で正面に茶破翁

之墓とあり、他の 3面 には増山雪斎の碑文がきざ

まれている。全文 747字の長文で、その内容は翁

の学問、趣味、性行から家系に到るまで叙述 して

欠ける〃iがない。

明治34年 3月 10日 に、鹿田静七氏の主宰で大阪

市東区安土町四丁目の書籍商事務所にて、茶康堂

百回忌が営まれた。そのとき、遺品が多数陳列 さ

れ、その目録は同年 7月 に鹿田氏により公刊され

た2働 。これをみると、出品のなかに「介品 二百

唐本

物品

唐本医書

同上写本

写本

物産
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七十種 七函 政岡氏蔵Jがある。今回の標本は

七重の箱ではあるが、総枡数は 567で あり合致し

ない。また、大正15年 11月 に 125回 忌が高島屋で

あり、同時に茶喪堂遺墨遺品展覧会が開催された。

その図録には、108,109と して加賀豊二郎氏所蔵

の「石類標本ノ内茶蔑堂遺愛」「介類標本ノ内茶

蔑堂遺愛」の写真が出ている。これは大阪の郷土

研究雑誌「上方」146号 (H餅日18年 3月 、茶護堂特集号)

の口絵にも、所蔵者を明記せず転載された。この

号はその年 1月 24日 に大応寺で行われた 143回忌

を記念するものであった。この標本は写真でみる

限り、あまり儘ったものでも無さそうである。何

れのコレクターも、余品を保存しているものであ

るから、一次標本、二次標本という様なまとめ方

は有りがちの事である。茶蔑堂の標本と伝えられ

るものも、今回報告するものが唯一ではないだろ

う事を記して置く。

本標本については、益富氏の許にある時、東京

の小出五郎氏によって、雑誌「ちりばたん」に紹

介されている29)。 標本箱の構造・意匠等について

詳細に書かれているが、重ね箱は八重となってい

る。正 しくは七重で、最下段は中が二重になって

いるのである。

4)貝類標本の今後の整理保存

標本に附随する目録には、前記の通り標本の枡

に合わせて線を引き、その中に貝の名がくまなく

書き込まれている。それには和歌の記入された所

もあり、源氏貝には五十四帖の帖名が記入 されて

いる。その他、六歌仙、及び十二支の表示がある。

これによって源氏貝、歌仙貝による標本とみる事

ができるのである。それぞれの4テ l‐ に入れられた貝

は、見るたびに入れ間違えることもあり、後世の

混乱期にも随分移動 した事であろうから、原位置

がどの枡であったかは不明である。

それでは目録の枡に書かれた貝名の貝を、如何

にして選り出して元位置に戻すかという事になる

が、古い貝譜による貝名は随分混乱していて、現

在使用されている和名とは合致しないものが多い。

次の時代即 ち江戸末期になると、武蔵石寿の目八

譜が現われて来る。そしてこれには全国の貝の方

言が克明に記されている。多いものは 1個の貝に

20～30種の方言、風流名、本草学上の名が記入さ

れて同物異名を明かにしている。現在の学名は動

物命名規約によっており先取権が適用 されて、一

日でも早 く発表されたものが有効であるが、和名

には先取権は適用されていない。現在の貝の図鑑

に使用されている古い時代からの和名は、江戸時

代の図譜等を基にして、明治から大正 にかけての

先学が苦心の上整理設定されたものである。古い

貝名 を、現在の貝の和名と照合 しようとする時、

茶―蔑堂以前の図譜では、写生図が稚拙、杜撲であ

り、現在の同定に耐え得る様 な図はほとんど見当

らない。要するに、近似のどの貝とも見 られる様

な図が多いのである。その様 なわけで、推定葉蔑

堂標本の目録に記入 された名 に相当する貝を、標

本中から選出して、元の枡に納めるという作業は、

容易に出来るものもあるが、全部 というと至難の

業という事になって来る。そこで、本標本の保存

としては、取 りあえず、自然史博物館到着の時点

で存在 した貝の位置をそのまま保持することとし、

貝標本の同定も枡に収まったままで行った。将来

研究が進めば、源氏貝、歌仙貝等 を標本中から選

択の うえ、紙上で構成出来 るかも知れない。また、

そうありたいと願っている。

ここで私の痛感するのは、如何に精魂を傾けて

詳細な貝類の写生図を作っても、あとで自分の研

究内容が進展すると標本の見方が変ってくるとい

うことである。そうすると絵 もまた不充分なもの

となってくる。人の書いた絵 には個性があり、写

真のない時代のそんな資料 を基に研究 をすすめる

時、写生図以外に当時の標本があったなら……と

痛感するのは、私一人では無かろうと思 う。模式

標本の貴重 さはこの様なことからも判 る。実物標

本には、写真に写 らない貴重な要素を多分に保持

しているからである。次に金九但馬氏の文を引用

してぉきたぃ30)。

「武蔵石寿の目八譜と畔田伴存の介志とは天保

時代に現れた貝類書の双璧とも称すべ き名著であ

るが、之等とても詳細に見れば尚各所に図の不備、
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説明の不充分な所があって今日同定に困難を感じ、

若 しその著述に用ひた標本が遺って居たならばと

の感を深 うするものがある。然るに書籍は比較的

保存し易く、且複写も出来るが、標本は容積が大

で後人に厄介視せらる 事ゝあり且つ分散し易いの

で、之等大蒐集が原形の儘で遺って居るといふ事

は望み得られぬ事に属する。

明治の御世に至り、世上伝来の標本にして之が

博物館に蒐集せられたものも少 くなかったらしく、

聞くが如くんば彼の帝室博物館目録中に産地不詳

として記されてある標本は其れの解体せられたも

のだといふ事である。中には来歴の判明して居る

組物もあったであらうに今は尋ねる由もない。」

今回の推定茶改堂標本の伝来経路は、或いは将

来書き替えられる時があるかも知れない。これは

伝来を証する銘文等、決定的な資料を欠く標本と

しては、当然の弱点でもある。しかし変らないの

は、この標本が相当古い時代の 1セ ットであり、

日録には 578枡 (標本箱は 567枡)の ほとんどに、

1又糸内されていたであろう貝類の、古い名が記され

ている事である。将来この標本の研究が進み、標

本がそれぞれ所属した元の枡に納まる時が来れば、

貝類古名の研究は飛躍的に進展を示す事であろう。

この様な意味からも、本貝類標本の貴重さがうか

がえる。

注記

1 益富寿之助 (1967)『石 (昭和雲根志)F益富寿之

助博士紫緩褒章受賞記念会。 〔3買 ,20頁参照〕

2 金九但1碍 (1938)『 日本貝類学史 (19)第 5篇 江

戸時代 (其の2) 第 9章 地方的貝類調査と標本商

の出現』貝類学雑誌ヴヰナス(The Venus),8(1):
48-50,日 本貝類学会。

3 望月信成 (1973)『 〔大阪の文化財〕第二章 芸術

史的検討』毎日放送文化双書 3「大阪の文化財」 :97

-275,毎 日放送。 〔225頁 参照〕

4.木津宗泉ほか (1932)『 露香翁を語る』上方,(14)
i228-234.上方郷土研究会。

宮本又次 (1974)『北浜界限由来記』大阪春秋, 2

(2)24-44,大阪春秋社。 〔29頁参照〕

5,こ の和名は,下記の図鑑ではじめて命名された。

鹿問時夫・堀越増興 (1963)原 色図鑑 世界の貝。

北隆館の 〔23図版 4図及び35頁 か照〕

現在 ,外国産の貝にもどんどん和名が付けられつつ

あり,命名者によって名が異り混乱することもありう

る。

6.水田糸己久編 (1972)『 〕だ巌堂日記翻刻編』中尾松泉

堂書店。

7.板沢武雄 (1939)『 日蘭文化交渉に於ける人的要素』

「東西交渉史論上巻」冨山房に所収。これは次の80-
128頁 に転載されている。

板沢武雄 (1959)『 日蘭文化交渉史の研究』吉川弘

文館。

8 この次の参府の年,す なわち寛政10年 (1798)2月
22日 の日記には「紅毛上坂」と記されているのみであ

る。寛政 6年 と同じく,甲比丹は Hemmi, であった

が,江戸からの帰途,替慟|で病死した。

9.岡田千曳 (1935)『長崎屋と和蘭陀貢使』「日本橋」

第 3号 に所収。これは次の93113頁に転載されている。

岡田千曳 (1953)紅 毛文化史話。創元社。

10.白 井光太郎 (明 治41・ 1908)『増訂日本博物学年表』

九善・文淵堂。

11,そ れまで,江戸参府は年 1回行われていたが,寛政

2年 からは 5年 目,す なわち4年 に 1回 と改められた。

従って寛政 2年の次は寛政 6年 ,そ の次は寛政10年 と

なる。

12 木村恭 〔茶蔑堂〕 (安永 4・ 1775)『貝よせの記』

前川文栄堂。序 2丁 ,本文 (奈伎左乃玉)25丁 ,拾貝

乃記 〔田俊房 延享四年〕 5丁 〔ただし丁数未刻のま

ま〕。毎丁柱書には「奇貝図譜」とあるが,本文には

図が無い。

13 大枝流芳 (寛延 4・ 1751)『貝蓋浦之錦』 (上 ,下 )

揚芳堂・裕批堂。上44丁 ,下 28丁。

14.金丸但 `弱 (1935)『 日本貝類学史 (16)第 5篇 江

戸時代 (其の 2)貝掩いの発達』貝類学研究雑誌ヴキ

ナス (The Venus),5(2・ 3):■ 2-117の 第 2図。

これは『貝蓋浦之錦』下巻20-21丁所載の絵 を修正し

たものである。

15,こ の絵の題名については,源氏貝 ,歌仙貝を用いた。

これらの組合わされた貝のセットを,こ の様に呼ぶ事

は古 くより行われた語であるが,こ れによる遊び方は

古 くから「貝合せ」なる語が使われている。ところが

これは「貝掩い」と可成り前から混同されて見分けが

つかない様になっている。現在ではこれが最も甚だし

く,た とえば『広辞苑劃 (第二版 ,1969)で も「かい

おおい〔貝覆〕」の項には「かいあわせ (貝 合)」 の異称

とし,「かいあわせ」の項に貝掩いの説明を付 してい

る。混乱をさける為 ,以下「貝合せ」の語を用いず ,

「源氏貝・歌仙貝遊技図」なる説明を付 し,「貝掩い

との遊離をはかった。
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16.金九但馬 (1942)『 日本貝類学史 (25)第 6篇 江

戸時代 (其の3) 第4章 本草家の貝類標本』ヴキ

ナス (Venus)12(1・ 2):57-64。

17.下記には大阪市が建てた木村 )に 蔑堂邸跡碑が,実際

地と離れる理を記しているが,出来れば石卑には「西耳ヒ

50米」といつた表示をし,現地には小さくてよいから,

道路縁にでも跡地の表示をする配慮が望ましい。

古西義麿 (1979)『 木村労だ康堂邸跡周辺と市立中央

図書館』大阪春秋, 7(2):42-45。 大阪春秋社。

18.水 田糸己久 (1972)『 羽間文庫蔵茶蔑堂日記解説』

「茶蔽堂日記翻刻編」 :465-523〔499頁 参照〕

19.谷上隆介編 (大正15・ 1926)『 〔木村茶評見堂〕奇貝

図譜』 〔コロタイプ複製版,15丁。前文に岩川友太郎

『奇貝図譜序説』 3丁付き〕高島屋茶蔑堂会。

20.金丸但,馬 (1935)『 日本貝類学史 (17)第 5編 江

戸時代 (其の2) 第 7章 木村勇ヽ蔑堂』貝類学研究

雑誌ヴキナス (The Venus), 5(4):214-222。

21.松浦静山 (中 村幸彦・中野三敏校訂)(1977)『甲

子夜話 3』 (東洋文庫 321)平凡社。 〔88-91頁 (巻

四十)参照〕

22.寛政11年版『日本山海名産図会』の序文

23.前出注18の491-492頁 に転載されている。

24.一説に茶声見堂新居は,淀屋橋呉服町東南角といわれ

るから,「西滞雑志」の淀屋橋筋呉服町南入る,は家

が西向で入口が南寄りにあった事を示すのであろう。

彼の号“巽斎"は 家が東南角にあったからだといわれる。

25.高梨光司(1926)『荼護堂小伝』高島屋禁蔽堂会〔147頁

参照〕

26 前出注25の 144頁 に転載されている。

27,大阪の地には,現在も町人学者の気風が残されてお

り。それらの人の中には茶蔑堂ファンが多い。墓所の

ある大応寺では,そ れらの人達によって,法要その他

の催がたびたび行われている。昭和47年 には,豪華な

茶蔑堂日記が発行された。当然産まれるべくして産ま

れたものともいえるが,そ の渉に当られた人達の苦労

に感謝しなくてはならない。

28 鹿田静七 (明治34・ 1901)『 坊に蔑堂誌』私家本。

〔参照6丁裏〕

29,小出五郎 (1970)『 坊馬蔑堂標本の発見―一歴史的な

200年 前の貝類コレクションー
=』

「ちりばたん」 6

(3):55-56。 日本貝類学会。

30。 前出注16。
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下

貝類標本収納の標本箱
重箱 (七段重)と これに付属する手提げ台、及びこれ

らを入れる収納箱からなっている。

1.重箱

七段重ねの漆塗重箱で、これに同色で塗られた提げ台

が付属している。重箱の四隅は、桜花花弁状に弯入した

形である。重箱の蓋は平蓋。重箱の 1段目 (最上部の箱)

は、左右に大小の 2個 に分離するようになっている。最

下段 (七段目)の箱は深くて、さらに浅箱ひとつが上部

へはめこんである。従って、七重ではあるものの、箱の

数は 9箱あることになる。

重箱の大きさは、平蓋こみで天地31cmで、長辺は42cm、

短辺27cmあ る。各段の箱は、第 1段 目・第 2段 目が天地

23mm、 第3段目から第 5段目まで32mm、 第6段 目40mln、

第 7段 目114 mmである。第 1段 目の箱は、縦横がそれぞ

れ270× 264mlれ と270× 155■lmの 2個である。

(外側)

全体を朧脂色の漆で塗り、さらに蓋上面・身の側面に

は部分的に黒い絞漆を塗ってある。黒い漆の部分はいわ

ゆる刷毛目塗によって、青海波と波浪の模様が凹線によ

って画き出されている。この青海波模様は、斜めの光線

が当ると波頭が白く光り美しい。

蓋と、身のイ貝J面の際脂色の部分 (洲浜の形)に は、蒔絵

も螺釦もほどこされていず、唯、ありのままの貝殻のみ

が多数美的に配置して貼り付けられている。貝殻の貼り

付けは、黒色の漆による接着であるが、貝はしばしば脱

落していて、その跡は見苦しい。

各段 (各箱)の左右側面中央には、把手代りに各 1個 の

トコブシ (又 はアワビ類の月ヽ型のもの)が、内狽」を外部

へ向けて取 り付けられている。これは他の貝と違い、貼

付でなく素地に嵌め込みとなっていて、 トコブシの外縁

は朦脂色の漆で塗りこめてある。

平蓋上面には、随分と小さい貝 (3-4mln)も 集合して

貼ってあり、このあたりは、あたかも砂浜に打ち揚げら

れた貝殻の集団を見るごとくである。こまかな青海波模

様とあいまって、独特の世界をかもし出している。しか

しこのようなところは、汚れに対して最も無防備な部分

である。

(蓋の内側)

平蓋の裏面は濃い海老茶で、さらに金泥で、水仙、竹、

梅、牡丹、椿・春蘭 (組合わせ文)の草花円文が画かれて

いる。季節を“貝寄せ"と 合わせたのであろう。

1:標本箱と提げ台 .

2:提 げ台に載せた標本箱と収納箱

3:平蓋

4:前側面 ,

1
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く重箱の内部の状態〉

重箱内側面と広の内面は海老茶に塗られ、それぞれの

箱の上縁は濁った金泥で彩色してある。これに、格子状

に組んだ木枠がはめこんである。最上段と第 2段 目の本

枠の上縁は、濃い銀Xの色紙を細く切って貼り付けてあ

る。他の段の木枠は素地のまま。

〈クッションの状態〉

それぞれの枡には綿花を敷いて、上に貝を載せるのが

基本となっている。 しかし、かなりの部分では、綿花の

上へさらにメリヤス地 (裏側は起毛し、綿花状)を四角

く裁ったものを起毛側 を上にして載せてある。

第 1段 目

ホ ,旧 か36で あるところか ら二十六歌仙貝が収め られていたと想

像 される。

・・ この 2箱は、逆 に置か

'1て

いた。刀ヽ 出五郎氏 が「 ちりばたんコ

誌 (6巻 3号)で昭和45年 に発表 された記録 で も、 ここでい う

第 4段 日は 5番 目の位置 にあった。 しか し付属 の 目多泉では「四 J

が50,「 、「五」が104"‖ こ仕切 つてあ り、箱 にも「四」「五」 と朱書

した小紙片がそれぞれに添 えてあったので、 これ らに従 い、上

下の位置 を逆転 させてある。 しか し目録 に記入 された番号 も朱

書 であ り、これが後世 に書 き加 えられた とす るな ら、第 3段目

か ら第 5段 日までの当初の順序 は、 なる不明である。
率料

もともとは目録通 りであったが、貝 を入 れ変 える都合で、枠の

一部 が取 りはず されたよ うである。

2.手提げ台

重箱を載せて運ぶ為のものである。天地46 cm。 全体を

陳脂色の漆で塗り、貝を貼りつけ、部分的には刷毛目塗

で青海波を画く。

3.収納箱

手提げ台に載せた重箱を収納する黒塗の本箱である。

天地52 cm、 左右53.5 cm、 奥行34cm。 箱は厚さ12-13 mmの

キリ材で作られ、箱の天板の前の部分のみ 2 cm強の幅で

針葉樹材 (お そらくヒノキ)が使用されている。釘は竹

釘である。ほかに木釘も使われているかも知れないが、

断面が塗り込めてあるので不明である。扉もキリ材で、

扉は箱の前面へはめ込み。扉の下部 2カ 所に爪付 き金具

があって、爪を箱の凹所へとめる。この金具は鉄の利釘

で取 り付けてある。扉の上部には錠が付いているが鍵は

失われている。錠の金具をとめた釘は扉の内側へとび出

るほど乱暴に打たれている。これは断面の九い丸釘なの

で洋釘と知れる。思うに、後世、鍵が失われて扉が開か

なくなり、いったん錠をとりはずしたのち、新たに洋釘

で打ちなおしたのであろう。

扉の中央やや上に、つまみが付いていたらしいが、す

でに抜けて失われ、跡は穴があいたままである。その台

座は “かたばみ"の紋所である。これは梶山氏の考察が

あるので見られたい (30頁 )。

箱の両側面にはアワビ (金子衛寿男氏同定によるとメ

カイアワビ)がそれぞれ 1個取 り付けられ、把手となっ

ている。素地に穴をうがち、アワビの殻をはめ、上下 2

カ所を鉄の鋲でとめてある。殻は周縁を少し削り、あま

り箱から突出しないよう配慮されている。

手提げ台に載せた重箱は、さらに車付 き台に載せて収

納箱へ出し入れするよう工夫されている。この車付 き台

は、底オ「
文が針葉樹材 (お そらくスギ)、 タト枠はヒノキで、

釘は竹釘が使用されている。車輪は底面の四隅に取 り付

けてある。車輪は木製 (樹種不詳)、 車軸は竹、軸受け

はヒノキである。

収納箱の材の鑑定は、当館 布谷和大による。

(当 館 柴田保彦記)

第 2段 目

第 3段日

第 4段 目

第 5段 目

第 6段 目

第 7段 目

〈枡日の数〉

第 1段 目 (右 )(大 )

(左 )(小 )

第 2段 目

第 3段 目

第 4段 目
**

第 5段 目
料

第 6段 目

第 7段 目 (■ )

(下 )

左右の箱とも、各4升 には綿花 (白 )を 敷

く。 1カ 所のみ、薄く敷いた綿の上に布を

載せたところがある。

各枡に茶綿、綿花 (白 )ま たは茜色に染

めた綿花を敷き、上に前述のメリヤス布を

載せてある。茶綿の他に、代緒色に染めた

ものもあるようである。

各枡の底に綿花を敷き、その上にメリヤ

ス布を載せる。綿花は、藍色染、茜色染、

鬱金色染のものが交互に配置されている。

しかしこれ等は、メリヤス布を除かないと

外からは見えない。

箱の底全面に和紙 (墨書有り。日録の下

書きか)を 敷き、その上に格子状木枠を載

せ、各枡の中にはメリヤス布のみを敷いて

ある。

各枡の中にはメリヤス布のみを敷く。

箱の底全面に和紙 (墨書なし)を 敷き、

その上に木枠を置く、各枡にはメリヤス布

のみを敷く。しかし木枠の底に藍色の綿繊

維が付着 しているので、もともとは着色綿

花が敷いてあったのであろう。

上下とも綿花を底全面に敷いて、その上

に木枠を被せてある。

目録の枡 目

56

(目 録 欠 )*

135

104

50

104

50

20

36

天地数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
　
帯
　
枡

の

５６

３６

３５

０４

５０

０４

５０

１５

‐７

６７

日
】　
　
　
　
１
　
１
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
５

枡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

23mm

23

23

32

32

32

40
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木村柔藤堂蒐集と推定される貝類標本の種名 目録

金子寿衛男・梶山彦太郎ほか

種の同定は次のように分担した。第1部 :金子寿衛男

(堺市)〔全般〕、梶山彦太郎 (大阪市)〔全般〕、山

西良平 (当館)〔 ヒザラガイ〕、 第2部 :山西良平 (当

館)〔無脊椎動物〕、柴田保彦 (当館)〔脊椎動物〕、

第3部 :鍋島靖信 (大阪府立水産試験場)〔石灰藻〕、岡

本素治 (当館)〔顕花植物〕。

目録の構成と配列は柴田が行った。

凡 例

1.標本、及び標本箱 (手提げ台 。収納箱を含む)の

外側に貼りつけられているものを対象とした。標本

は幼貝や磨滅した貝殻が多く含まれ、若千の同定不

能のものがある。また、平蓋に貼りつけられた微小

員には未同定のものが残った。

2.標本箱に収められている標本は、次のようにして

その位置を示した。

日重箱の第 7段 目までを「1)～ 7)」 であらわした。

第 7段目は上部に浅箱がはめ込まれているので、こ

れを「 7上 )」 とし、その下は「 7下 )」 とした。

■箱の内部の枡目の位置は、縦列を右から左へ片仮

名の「イ」「口」「ハ」「二」・……で、横列は上から下へ「1」

第
Phylum Mollusca軟 体動物問

class Gastropoda腹 足目

order Archacogastropoda原 始腹足目

第 1部 軟体動物の貝殻

第 2部 その他の動物…

第 3部 植物・……………

…39頁

・・60頁

・・62頁

「2」「3」 ……で示した。たとえば、「1)― ヌー4」 は第

1段 目の箱、ヌ列 (す なわち右から数えて縦列の10

番目)の 4(す なわち上から4番 目)の枡に入って

いることを示している。

3.箱の外側に貼りつけられている貝殻は、同様に 1)

～7)と 区分し、それぞれの箱の前・後・左・右の

別を「前外」「後外」「左外」「右外」で示した。それぞ

れの側面では、向って右から左へ位置番号を個々の

貝殻にふり当てた。たとえば「2)左外-6」 は第 2

段目の左外側に貼りつけられた貝殻で、その位置は

右から6番 目である。

4.平蓋上面に貼りつけられたものは、「平蓋)」 で

あらわし、数字は位置を示す。

5,手提げ台に貼りつけられたものは、「提)」 であ

らわした。また、シャミセンガイの残る側を1と し、

ベニガイの貼りつけられた側をⅡとした。数字は位

置を示す。

6.〔角カッコ〕内は説明である。「2個」とあるは

同一種が同一枡に2個入っている意味。「合弁」と

あるは、ヌ又殻のそろった二枚貝1個 を示す。

1部

Family Haliotidacミ ミガイ牙斗

打αど,ο ケls(Nο T'οιJ3)Sp.〔 アワビの 1種〕

1)ヌ ー4〔2個〕, 平蓋)28,36, 2)左外 6,3)右外 4,4)右外 5,7)左 外 15。

打αJ,ο ιJs(ⅣοTJοιjs)gをα″ι?α Gmelinマ ダカ7ワ ビ

外箱の把手 〔2個〕.

S″ゼc″′lιd α守′
“
αιJJげ S(Rceve)ト コブシ

1)二 7,2)ハ 3,蓋 )65, 1)左外 6,右外 8,2)右外-9,3)左外 4,4)左外 9,

5)左外 7,右外 7,6)左外-7,右外-7,7)右 12.

Family Fissurellidaeス カシガイ科

EttαTgJ22ザ 。υαT,9=αια A.Adamsス スイロスツキレ

2)ヌ ー6.

T″
=α

れ ,9c,ssα ια A.Adamsシ ロスソカケガイ

2)イ ー6.
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Sc″ι,s(ィ 4υ ,sc″ι″婉)s129″ S'S(Bl■ inVille)オ トメガサ

5)ヘー4,ヌ 3.  ( I  .
Dげοじο″αsルうoど

'河

(Reeve)ク ズヤガイ

平蓋)25,
Dげο,ο Tα ttπ S(Reeve)ア サテンガイ

2)イ ー6。

MccTο δむ崩sれ,訪′oιoとをιη(A.Adams)ヒ ラスカシガイ

3)へ■, トー2.           |
Family Patellidacツ タノハ科

C¢′ど,,c2,grοん2¢αιa(Rceve)マ ツバガイ

4)イ ー5〔 3個〕,6)ハー4,平蓋)16,2)前外-4,6)左外-8,

C,ど,,α ιο″¢クηo(Reeve)ヨ メガガサ

2)ロ ー2,ハー5,リ ー9,ヌ ー9,ルー8,オ ー8, 1)前外-7,後外-4,3)前外-1,前外-10,

4)前外-5,前外■6,左外-3,右外-2,後外-18,5)左 外-9,左外■01後外4,6)後外■5,

7)左外■7,右外■1,後外-21.

C9′′α″αょTcと

'gToι
,(Gould)ベ ツヨウガサ

7)左外-5.

Family Acmacidacユ キノカサ科

Paι 9′ Jο ,,α (Caどんs¢

"力
a)sccc力α″ぢ,,どα,″ (Rceve)ウ ノアシ

4)ロー4,7上)ロー2, 4)後外-8, 5)後外-6,6)前外-17,提)I-7.
CLラα″α¢婉θα ρぅ'="'9α う́'ど

婉αθα(DunkeF)ヒ メコ→デラ

3)後外-1,

Cん ,α2,cη ?α

“

り
『

腕09α ′αttP,,,oO′α(Habe)ツ ボミ

2)イ ー2.

Cttαzoc婉¢α,y=舵α¢C SJg,α ιo(Pilsbry)シ ボリガイ

2)イ ー6, トー5,

Cο J′ is,ど,(Cο ,ο J,ac婢 ¢o)力 9Tο′ど
'(Dunker)コ

ガモガイ

2) トー5〔 21回〕,

Cο′んs,ど。(κづた,たο″αTa)′ればoT」

'Habeキ
クコザラ

2)ト ー5〔 2個〕,平蓋)68, 4)後外-2.

,Vο ,οαcm9α scLT¢″cれJ(Lischke)ア オガイ

平蓋)77.
プVο ,οαcれ9,cο ,c,,,α (Lischke)コ ウダカフオガイ

平蓋)66, 1)右外-5,後外■4,2)後外-8,3)左外-6,右外 9,7)右外 19,

Ac″α¢,(Ⅳ lυ¢ο′¢cと2″α),α tt」o(Gould)ユ キノカサ

5)イ ー7.

Family Trochidacニ シキウズ科

TT,s,,cLり
'TOθ

ん,s2','C,.,(Dunker)エ ビスガイ

5)チー8.

″り,ο,οtta(お rο″ο」。げa)′ab?ο (Linnacus)イ ンダタミ

1)ロ ー1,3)ワ・ 8〔 2個〕.5〕 ヘー2〔 2個〕

〃ο″οJο,,,(Ⅳ9οttο″οJο ,ια),9T'ど οJ'9s(Philippi)ク ロツケガイ

2)ヌ ー8, 3)イ ー7, イー8.

GTαηαヶα力Tαι。(P'lsbry)ア シヤガイ

2)ロ ー6,ト ー3〔 4個〕,ヌ ー6,3)オー8〔 2個〕, 平蓋)41.

7,c?,cん¢′ぞιs,α″P¢ TC″′α(Lischke)イ ボサンショウガイモドキ

2)ワ ー1,

C′α,c“ Jt,s ttα TgαTJιαT,vs=ο TJο″,s(Yokoyama)ナ ツモモ

1)ルー8,3)ルー8.
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C,″ιん,TJ♂ ι々Gチ甲て,″
'0″

o(A・Adams)チ グサガイ

3)ハー4!リ ー6(2個〕

09″ιれ,T,れdc,′′サ¢んTo,(Phitippi)ハナチグリ

2)チー9,ルー″→ルー
0・

rtυ αれ,1,αιTOGん,s"Tう ,″vo(Gould)イ ワカワチグサ

平識)113..

D"o,″ o(Pた,0'デわゆ鬱ls,,υサ。(Philippl)メ クラガイ

1)ルー7,2)チー0.

CLわTOd力 ,″,“ケ

=ぅ
'Tο

'′

b″α ′たo脇 ,lTappaFOne‐ CanerFう ク ボ ガイ

3)イ 18。                                   十

Cれ′ο′οs,ο″,″,,テれぃ崩帥巾 A.Adamsク マノコガイ

1)ヌ‐7.

Cれん′o,,ο
“
,Sp.(ク ボガイの1種〕

2)リ ー5.―

0,″,んo,力,pF¢ ifμT'(Phnppi)パ テイラ
'5)イ ー6,'ヽ -3,6)リ ー6.

0,叩ん,ん″,T,,,cws(Gコ ell■)コ シダカガンガラ

2) トー5.

TTσれ,ss,o9′′,"I Tο
',Dunkerウ

ズイチモンジ

2)イ ータ.

【ア靱あ,ヵ″ (St,C崩″η)oっ st,'″婢 (Кiener)キ サゴ

■)ルー812)チ‐6,リ ー2,リ ー6,ヌ ‐1(2個〕,ヌ ー6〔 21団〕.3)ト ー1,ワ ■,5)ハー4,

提)I・ 16.

〔ナ婢うo″力れてS,cカカDれ 0″

'ユ
"セ

仰晦 (Lamarck)イ ボキサゴ           ′

3)ハ弔,5)'‐ 1.

Vο万′ω d“ ,,力

'(Dunkol)ノ
ボリガイ

a)り ‐8!

どιれ舵,,ο′ね s才?,T,S"(P‖sbry)キヌンタダミ

2)口‐9, リー1,ヌ ー1・

Family StOmatellidaCヒ メアワビ科

S,oo,,ο′′o7●T力 (A.ASans)ヒ メアワビ

2) トー6〔 4イ卿〕                                                 !
Stj,t,,'加oT"br。 (Lamarek〉 アシヤガマ

3)チー4.

FモЫily T■rbinidacリ ュウテンサザエ科

T"Tうο,¢ιんο′,,″ s,9を Lο′oけ,s lLinnacus)リ ュウテンサザエ

ワ上)ニー2.

MaTηaTο s,οηO s,9″ OgD'T''(Fi.sther)コ ン ダ カーサ ザ ニ          .

1)ルー2,2)力 ,3〔蓋4個〕.5)ス・3.

Bo,ど

'′

″,c,T,,,ι ″0(LightFOot)サザエ

3)オー6, 31右外-8,5)右外■01 提)I-9,Iユ 9・        I
L″″

'′

a coTο″,',C9T99鰤 ね (ROch2)スガイ

1)ト ー3〔蓋2個〕,2)り‐3,ヌ ー6,カ ー
3〔蓋c個〕,6)イ ■, 平蓋)24,48,59,101, 2)

左夕卜う〔蓋〕,右外■0〔詢 ,4)右外-3(蓋〕1後外‐12〔劫 ,51前外-3〔蓋l,6)前外…8〔蓋〕,

の オェタト‐9〔蓋〕,提lI-23.

As″,ど ,″切力,9″,,Ta砕働lMenke)ウ ラウズガイ

6)ホ■5,

G"J′JFoT'力 ιT力印pれ,,s(PXl■ppi)リ ンボウガイ

61二・ 3.
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rrottαど。pο ttα ″οCι″T'″η(Gould)サ ンショウガイ

2)ヌ ー5.

プV9ο cοゼどο,,α Tοs9,(Pilsbry)バ ラサンショウ

2)オー5〔30個〕, 平蓋)11,33,42,79,82,91,97,104
3)前外 8,4)後外 5,後外■3,6)前外-11,右外 6̈,7)

右外 10,右外-16,後外 7,後外…8,後外-11, 提)Ⅱ -22

Ⅳωcο′どο,,α Pガ,c(Dunker)サ ンショウスガイ

2)チ 3.

Family Phasianellidaeサラサバイ科

Pんαs,α,,どα η2ο J?dJα (Gould)サ ラサバイ

1)ホ 6,2)オ 7,ワ 8,3)ヘー8, 平蓋)62,93.
Family Neritidacア マオブネ科

汀9切 ,,9″ ,ιαブαρο″Jc,(Dunker)ア マガイ

1)オ ■,2)ハ 8,オ 6, 平蓋)32, 1)左 外 7,右外 7,3)後外 12,7)前 外-9,後外 2,

後外 24, 提)Ⅱ -6.

Cど Jι力ο,T9ι TOPJcι ″s(v,Martens)イ シマキ ガイ

2)ワ ー7,2)カ ー6, ヨー7.

PJcι ο29TJι J2α ο″α施万9,sテ s(LessOn)ヒ メカノコガィ

2)イ ー7,ワ ー7〔 2個〕, 平蓋)86, 3)前外 4.

Tん 9んοsιメααどbJcJ′ ′α(Linnaeus)ア マオブネ

1)ロ ー3〔蓋〕,二 3,2)ハ 8,4)ロー1.

Order Mesogastropoda中 腹足 目

Family CyclophOridacヤ マタニシ科

Cyc′οPんοT,sん 9Tた ′οιs,v,Martensヤ マタニシ

3)ト ー4, 卜…8,

SPづ Tο sιοttα デ【セPο■どC″η″(A.Adams)ヤ マグルマ

1)ト ー7.

Family Assimineridacカ ワザンショウガイ科

4ss,η J2?α ′″ι9α ブαPο″
'cα

 v,Martensカ ワザンショウガイ

平蓋)110.
Family V帝 ipariidacタ ニシ科

C力αηgο pαど,J,2α Jαρο,'ccブ αPο21o,(voMartens)オ オタニシ

5)ロ ー5,

C力α″gο pαどlι」J″α cttη¢″s,s pαどんαια(Reeve)マ ルタニシ

2)イ ー3, 5)イ ー7

Family Pleuroceridacカ ワニナ科

S9阿 ,s,ど cο s21″αどJb9Tι J″α(Gould)カ ワニナ

5)チー5,

Family Lacunidacチ ャイロタマキビ科

Sι 9,ο tts s″ιけれ,(Pilsbry)ヘ ソカドタマキビ

2)ワ ー8,

Family Littorinidaeタ マキビ科

L,とιοT,,α うT?ν ,c27α (Pilsbry)タ マキビ

2)リ ー9,

GTα″tιどJんとιοTj2α ωittα (Dunker)ア ラレタマキビ

2)リ ー9.

Ar。じJんιけοTげ″α?ぅ
′Tαηブ

'α

んs(Quoy et Gaimard)イ ボタマキビ

Family TOrnidacイ ソマイマイ科

2)右外 7,右外 8,後外 3,

前外-7,左外-10,左外■1,右外 9
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SをαT¢ιοT,2S P,ど,,,2s(A.Adams)イ ソマイマイ

1)ニー4〔 2イ固〕

Ps?留♂οJテοιJα p″どcん 9Vど。(Dunker)シ ラギク

1),レ ー6.

Pygttα?ο TοιαじVρどJcoJα (Lischke)ア ラウズマキ

1)チ 1.

Family Turritellidacキ リガイダマシ科

κ●Tο sJο Jα Fcs'α′げs(Menke)ヒ メキリガイダマシ

1)チー5.

Family Siliquariidacミ ミズガイ不斗

SJ力碑 αTJα c"阿

',ι
=JJ(MbrCh)ミ

ミ ズ ガ イ

1)二 6〔 3個〕,2)口 1,チー3,3)ロ ー8.

Family Vermetidac ムカデガイ科

脆Tη¢ι″sTて,''S9Cι 2s(Carpenter)ム カデガイ

2)ト ー3.

S?T,t,′ οrb,s,ηιうT,cα,2S(Dunker)オ オヘビガイ

6)イ ー2,7下)1, 平蓋)71.

Family Potamididaeウ ミニナ科

BαιlどどαT,α 靱″′ιJ′οT,″テs(Lischkc)ウ ミニナ

2)ワ ー9〔 21回 〕,

Bαι,どどα″,cc″′″テπ
=力

(CrOSse)ホ ツウミニナ

2)オー6,3)イ ー4, ロー3,ハー5, ヌー4, 'レ ー6.

Family Diastomidacモ ツボ不斗

E"μ 2'′α じ″b,9″ ,cJJα Kuroda et Habeツ ヤモツボ

2)へ 8.

Family Litiopidacミ ジンウキツボ科

DJFFα′αbα ?,cια(A.Adams)シ マハマツボ

21ヘー8〔 15個〕

Family Cerithiidacオ ニノツノガイ科

Bttj″η ναT,9=α ιvtt KurOda et Habeマ ダラケシカニモリ

2)ヘー8〔破片〕

ノ1ォα″οc9T,ιんJ″切 αb″οTη″α′9(Sowerby)カ タワカニモリ

1)チー5,2)ハ 7〔 2個〕, 蓋)92.

ムcん2ο c9Tテιんι″′″TOSι Tαι2阿 (Sowerby)ハ シナガツノブエ

2)ハー6.

Oc力 ?ιοc′αυαんοc崩 (Philippi)力 ニモリガイ

1),レ ー6,3)ハー3.

Oc打¢サο¢′αυα sJ29,sJs(Gmelin)ト ウガタカニモリ

4)チ 5.

C′)P?ο ,″οT″ Sん
“
ηテど

's(Dunker)カ

ヤノミカニモリ

3)オ ー4〔 21固 〕

C9TJιん力陶 9ひ ん|″αιク彼 (Lamarck)メ オニツノガイ

6)チー5,

C9T,ιんιv"んοう
'ι

J(Dunker)コ オロギ

1)ヌ ー6,3)チー5.

PTο cどαヮα PF?〃″げ(Dunker)ヒ メカニモリ

3)ヌ 4.

Family E■ limidacハ ナゴウナ科

Evザ加α sp.〔ハナゴウナの1種〕

2)ヘー8.
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Fanily ApOrhaldacモ ミジソデ科
4,o,T力ο″お″¢sp,θo,■,(LⅢⅢae,s)モ ミジソデ

31リ ヤ,4)り■ 〔「ラシロ|□」と墨書),6)ホ■〔「チロ(卜 ?)ャ Jと 未善〕.

Fanily s"Ombidれ スイショウガイ科
T9Tあ )J“,″ ιセTあ 9′′αtt J,,c,ι

"切
Kuroda et kaWantttoウ ストンがガイ

1)テ

“

.

Cο ,,。ゅ″Tて,「 力ん″022,(Linia。■9マガキガイ

31ロー4.

C,,α″力婉 1閉vιてとb,,,(SwainsOn)ム カンタモト

3)二嗚15)オ ー7.

つο″T,J?ヶ

"α

T=ヵ

"″
s Tοう″,t″o(Sowerby)フ ドロ

6)ニー1.

Z)ο″α前9T,,″ο″,0,s(Reeve)シ ドロ

1)ホー2,2)ヘー2, 卜■ .

Lα ?″bお ′てュ″ιb,s(Linnacus)ク モガイ

7下)3i
Fanily Hlpponicidaeス ズメガイ科

なれo′彦力¢ooつ 4'C'SChumachёrキ クスズメ                
｀

2)ロー6,り ■,ヌ ■ 〔2個),カ ー5,3)リ ー2, 平蓋)5,39,52,100,1)前 外-11,前外■4,

左外‐3,後外-2,21前外‐7,前外-10,左外-8,3)前外-3,前外-9,左外-7,後外■3,

後外‐18,4)前外-15,左外・ 5,左外-11,右タト1,後外-3!後外■1,5)前外■,前外-4,

左外-6,後外-1,7)右外‐17,提)I■ 9.

4ηιたoあげo Fο′サαむ(,o(Quoy et G4imardlカ ワチドリ

2)右タト・ 3,4)後外-7,

Family Trichotro,mれ ヒゲマキナワボラ科

A,α崩加α″たoTtta"(Linnaeus)イ ツチドリ

1)タ ー8.

Family Calyptracidacカ リメヾガサ科

β●sι TD′ι,,1'′ケS『 ,υ ,`″加ο stιS(KurOda et Habe)ク ルスガイ,ア ワプネ
1)チ‐3〔 2イ固〕,2)り ■ .

ETgat,",′ sんサ(Reeve)ヒ ラフネガイ

4)り ‐4.

Fanily Xenophondacク マサカガィ科

T堕″″ヵ切 ¢珈ιl,婉 (ReeVe)キ文ガサガイ

1),レ ー5,

Family Tnvildaeシ ラタマ料

TTカカοs,Ta οTυ,9(Lanarck)シ ラタマ                         .
21ヘー6〔 5個〕,

TTJ"Tο,,T,sp`〔 シラタマ類の1種 ,磨損のため同定不能〕 .
2)'レ ー9`

Family Bratonaё ザクロガィ科

L,cれ′),ηt,cO′′OS● (Adams et Rceve)ザ クロガイ

2)ホ・ 7(2個 ), 卜8〔 6個〕,テ ー8〔 4個〕, 平蓋195,98,105,106,7)後 外■8.

Family ovilidaeウ ミウサギ科

PTブη,っ夕″′●Tんο,サ,(A.Adans)ツ グチガイ

3)チ弔.                   .
7ο′ク,νο′ν。おαう9,Oyamaヒ )げ イ

J3)卜 ‐6,4)ニ ー3,6)イ ■41

Pれて,,acうυο′υo(P'′αsl例,3どal S2br¢′′¢,o(Adams Ot Rceve)キ ヌヅツミ
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2)ハー1,ルー5。

Family Cypracidacタ カラガイ科

Gen,et Sp.indet,〔 幼殻 ,磨損のため同定不能 ,「天」と朱書あり」

5)ト ー8.

Sιαpんダ,9α ん
“
αCJηα(Lamarck)シ ボリダカラ

3)ワ 7.

″ ο,?ιαTJα (」4rο,研αT,α)阿ο,9Jα Tん 0伽うοJ】9s Schilder et Schilderキ イ ロ ダ カ ラ

3)ワ 6,6)へ 5.

CTわ ,T,α  cTテうoTJα (Linnacus)カ ノコダカラ

1)ヘー5。

Pα Jttαれ stα αTι

“
fF9角 (」ousseaume)チ ヤイロキヌタ

2)ロ ー7.

P2T?″ Tα♂2sια gT,cJ′ Js,αpοttC,(SChilder)メ ダ カ ラ ガ イ

1)ロ ー7,2)イ ー5,オ ー9,3)チ ー8.

L″ T,α (Bα s'′ |ケ ″ο,α)Js,う
'ど

α T″′,DPttJ Schilderヤ ナ ギ シ ボ リ ダ カ ラ

6)ト ー1.

Family Naticidacタ マガイ科

CTぅ′
Pιο″αttcα ′vTJじα(Philippi)ホ ウシュノタマ

2)オ ー4, 3)イ ー8, イー7.

イVα J,cαT,2s cο ,cJ',■,s(Dunker)フ ロガイダマシ

1)ハー4, 2),レ ー7〔 21回 〕, オー7〔 2イ固〕, 5)左タトー11, 提)Ⅱ -23.

Pο ′J,Jcで ,s ttTgFο Tη lι サS(R6chz)ト ミ ガ イ

2)ヨ ー7,5)二 1,6)ト ー3.

Pοん″,c9s FJ,″ιJ″
=げ

α″,s(R6cluz)ヘ ソアキ トミガイ

2)ワ ー6.

Gどοdsα″′α
“

】Jヵη″α(Rtting)ツ メタガイ

1)イ ー4〔蓋〕,イ 7,2)ハ 9〔 2個〕,5)へ 8, 平蓋)44.

G′οssてとtιゼα″ヮて,SJCOJJs(Phihppi)ヒ メツメタ

5)'レ ー5, 'レ ー7.

El,S″ Tα bαι′,メ Tα Pん?(PilSbry)オ リイレシラタマガイ

3)へ 5.

E″″αιJcttα  2てラpガ′α(Gmehn)ネ コガイ

1)イ 6,5)ヘー7.

Family Cymatiidacフ ジツガイ科

APο′どο″″αιαιOT(Rもdinglウ ネボラ

5)へ 5.

Bカル″η″JCTOsι οl,,α (Fulton)ク ビレマツカワ

5)ホー4.

〃ο,οpど?″ 9cんο(Kuroda et Habe)カ コポラ

7上)ホ 3.

S?pια P,ルαT?(Linnaeus)シ ノマキ

7下)2.
I)Jdι οTs,ο (Д力s9pa)″ 9ι Jc,どαια(R`ding)イ ボボラ

3)オ ■ .

CんαTο万,s,,ど Jα¢(Rceve)ボ ウシュウボラ

チ)ニ ー4,6)ホー4,ワ上)ホ 1,

Family Cassididacト ウカムリ科

Pんα′Jぞιη 伊92οαrttc?Jゼα)F′ ,η″切,″ T,“ (Rむding)カ ズラガイ

5)ト ー5.
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Pんα′,9″ (Pん。舟wけ
=′

,lιοv婉 (Linmacus)カ ンコ

6)ヘー3.

S¢伸ヴt,s,お うJs″′caじ,2,′o(Reeve)ウ ラシマ

5))レ ー5,6)ロ ー5.

S¢婉,0,s,,s,α?。打サθO(Reeve)ウ ネウラシマ

5)ニー3.

C,s,αTJ,Pο ,ュJ9Tο ,。 (Gmelin)ア メ
ー
ガイ

3)ヘー2j

C,sttαTJ,9″ヵoc?,(Linnacus)ヒ ナヅル

5) トー3.

Fanily Bursidacオ キニシ科

G夕Tれ¢t,彿 TO,α (Linnattus)ミ ヤコボラ

3)ホー8.

Family To■ nidaeヤツシロガイ科

Tο″″α′,ιθοsιο婉。(Kuster)ャ ッシロガイ

1)ニー2〔 2個〕,2)ロー4,4)チー4,5)チー7,ワ 上)

Family Ficidacイ チチクガイ科

FJc,ss,bttι¢T婉¢,力 (d′Orbig呼 )ビ ワガイ

4)ト ー1.

ハ ー2.

Order Neogastropoda新腹足 目

Family Muricidacア クキガイ科

V″Tて,″ (4c″4″″T4'"Ta),¢ o,92(Lightfoot)ホ ネガイ

4) トー4.

おTvT"(V,Tぞo)sο br加″,(A.Adams)ヒ メホネガイ

4)ヘー2.

CttcoT9,s br2,,,印 s(Linl)ガ ンゼキボラ

4)ヘー3.

汀ο″。′οcc,ιんoα,αを0め
'co(Perry)イ

チョウガイ

6)ハー2.

「  Attα″α″9,OS,(Valenciennes)ア カニシ

2)ハー4,4)ロ ー3.

Rα,α″,TcPゎケ孵ls(Born)シ ロニシ

3)イ ‐6.

ぉrtιηc,,¢′′α θcЙ J兌,ι¢(BIainHllと )ゥ ニレイシ

5)イ ー8,

′1¢ Jsん Jι ′″ιθbstO孵,(Holten)ク リフレイン

2)口 ‐8,ヘー5,力 ‐5,ヨ ー8.

■,s崩ol力ν,g?Tα (Khter)イ ボニシ

0ハー4,5)オ ー8,

Ocウ,9う T,′″s Fα′ca彦2● (Sowerby)ヨ ウラクガイ

5)ハー7.

Ocど″¢br9′′留s αJ"2c“s(SOwerby)イ セヨウラク

4)ロ ー5, 平蓋)9.
β?ルタサ″,う ,T,,cffi(Lischke)カ ゴメガイ

1)ヘ ー2,2)ワー4〔 2個〕.

E″ど,′αια″co,ι T,ι ι″s(Reeve)ヒ メヨウラク

2)ロ ー9〔 2個〕, トー21ワ ■ .

Lαια
“

,(ヶ″o″第br,,ι 。(Hinds)オ ニカゴメ
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チ)ヌ ー3.

Family Ra,idaeカ プラガイ科

Lαι,aoお η,ω o¢ (GrifFith et Pidgeo■ )ミ ズスイ

7上)ハー1.

L92ιοcO'Cん
'ss,T,α

ιvs(Ruppell)ム ロガイ

1)'レ ー4.

Family Pyrenidacタ モトガイ科

駒 T9,9F′ ,νo(Brugui予e)ム シエビ

1)ヘー7〔サンカクフジツボ付〕,2)リ ー5,ヌ ー3,3)ロー6,ルー7.

ぉrヵ T9′′,bJc,,c,o(Gould)ム ギガイ

1)ヌ ー8,2)ニー9,へ‐5,ヘー6, 卜‐3,テー5〔 3個〕,リ ー4,リ ー7〔121国〕,ヌ ー2,ヌ ー5〔 5個〕,

ヌ‐6〔 21回〕, メー8, 'レ ー7〔 21回〕, 'レ
エ8, オー7(2イ固〕, ワー7〔 4イ固〕, カー5, 力‐6, カー7〔 41岡〕,

平釜)6, 8,17,80,162, 6)後 外-11,7)前外-8,左外■2,後外-2o.

ArJι T9′′αb,Tcん oT,,(Dunker)コ ウダカマツムシ

2)ロ ー2,ロ ー3,ルー6,オ ー5, 3)ル‐41″ -7.

r,:」り,,jιTc′′αんsc力れ,(Smith)ン ラゲガイ

2)チー5, 蓋)99〔 afF〕

r,J。彼ヵT,′T,taTι tts,(Lischko)マ ルテンスマツムシ

3)ヘー4.

P,T9″ο′o s9"ヵ J¢ 才a(SOWerby)カ ゲロウマツムシ

蓋)109,

4,,ctts pど ,?T,(SoWerby)ボ サツガイ

3)ヘー4,ヘー8,ルー6, 平蓋)61,64.
ZOFT,″力T,′οT婉ん (A,Adams)ノ ミニナモドキ

2)ヘー8, 平蓋)111,■ 2.

P′¢

“

Tο ιo印 JιT,′o2′ 9留 rり

'OttOjJθ

S(Pilsbry)ク ダ マ キ マ ツ ム シ

2)ハー9〔 4個〕ニー9,チー5。

2vP′ ,o● 夕9″

'CO′

0″ (Sowerby)フ トコロガイ

2)ト ーB〔 3個〕, 平蓋)22, 提)1■ .

Family BIccinidaeエ ゾバイ科

Bα by′o■ ,α デα,ο,'cα (Reeve)バ イ

1)ハー6〔 2個〕12)ヨ ー9,5)ヌ ー4,ワ 上)ニー1.

Pれい ,をTο

"T,,v伽
(Habё )ク ロスジトクサバイ

1)オ ー5`

P,んa ηο″,,(Gould)シ ワホラダマシ          ・

3)ヌ ー6.

S"んο,αん。とTοθれ,′

"s(Reeve)ミ
オツクシ

1)オ ー6,4)チー1.5)リ ー6.

S力みο,α

"α

 Cass,'α T力erο T″ιJs(Reeve)ミ クリガイ

1)リ ー6,ルー9,2)イ ー9,ハー7〔 31回〕,オ ー2.

Family Nassarildaeオ リイレヨウバイ科

免9,,cα″οs,α ″Sと

'ν

α lPoWys)ア ラムシロ

2)ロー9.

Rて ,チた,,α sdι sptιTc,(G。■ld)ヒ メムシロ

2)ホー3〔 3個〕,ヘー2.

■9,,c,,,α dS'デ,pο″Jθ。(A.Adams)キ ヌボラ

1)チー6〔 2個〕, 2)ホー2,オー5.

A才 9cι T,ο″
=′

■,s,,卸ο″¢″,,s(KurOda et Habe)キ ンシバイ

5)ワ ー3.
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¬

T,T,z91ι αJs stι′Fど ,オ″S(Gould)ヨ ウバイ

3)ホー6.

Z¢ゅJd O碑づοTωd's(A.Adams)ハ ナムシロ

2)オ ー2,3)ト ー3, ヌー4.

ⅣJο ιん。ど力esc92s(Philippi)ム シロガイ

2)チー4,ヌ ー7,オ ■,オ ー4〔 2イ回〕,オ ー7.

Cy′ど印¢デαPοttCC Pilsbryホ ソシレネガイ

2)カ ー2,チー5〔 2個〕

Family Melongenidaeテ ングニシ科

P"g,れηα(汀?“ J′″δtts)|¢ T2,ど α″。(Gmelin)テ ングニシ

3)チー6.

Family Fasciolariidacイ トマキボラ科

P′9“ Tοメοcα ダαbTα (Dunker)ツ ノキガイ

3)ト ー7.

F″d,,,lιs,9TP′¢″″s(A.Adams)ナ ガニシ

5)チ 4,7上)イ 2.

F″ s加″sι″う?″οs,s(Reeve)ツ ノマタガイ

5)イ ー2.

GTc,ι v′

'F″

s2S,ψ卸 ,ラC"S(Smith)ア ラ レ ナ ガ ニ シ

1)ハ ー7.

Family Mitridaeフ デガイ科

Ⅳあvどα″,α Tο s,c¢α(Reeve)ベ ニフデ

5)イ  4.

Cん Tノ s,切 9 2TOSCお¢α (Reeve)ト ビ イ ロ フ デ

3)オー5.

Sι Tをαι
'ど

α sc,ι″ゼαια(Gmelin)ヤ タテガイ

5) ,レー4.

Pι 9T)g,α v″」″どοsα (Reeve)ヒ メイモフデ

1)へ 1,3)チー7,ヌ ■ .

P,sげα J″?″靱Js(Reeve)ヒ ゼンツクシ

2),レ ー2, オー1, ワー8.

P,s,α 。9切″ど。(Smith)シ イノミツクシ

9)オ ー6.

Family olividacマ クラガイ科

BαT)s,テTc力 Jηοηοιο¢″s's(Yokoyama)ウ ラシマボタル

1)り 5,5)リ ー4〔 2個〕,6)チ ー2.

0ど ιヮαη″dι 9ん,α Lamarckマ クラガイ

3)ホー3

0ん夕αα″,32どαι,(Gmelin)タ カサゴビナ

5)ヌ ー7.

0んヮ,′α,ク T9ια(Gould)サ サノミガイ

2)チ 6.

0カν¢′′αヵ即,'cα Pilsbry ホタルガイ

1)ニー5〔 2個〕,ヌ ー3,ワ 1,ワ ー2, 平蓋)27,38,103,
0′ Jν,どαF″′

=″
Tαια(Adams et Rceve)ム シボタル

2)ヘー5,チ ー4,チ 5〔 2イ回〕.

Family Vol■tidacガ クフボラ科

LyTJα  cassび J″′o(Reeve)ス ジボラ

3)ヘー6.
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Fanily Marginelli● acコ ゴメガイ科

CTα,1,ι J″o,α″,サ′′o(Gould)タ カラコゴメ

平蓋)107,

Family Cancellariidacコ ロモガイ科

Sガ,P力¢T,,,9'g′ 9T,,,,(Deshayes)コ ロモガイ

4)イ ‐2,6)ロ ー4.                      .
TT,gο 打。,ん¢Ta bο cαgθα,。 (CroSSe et Debeaux)ォ リ イ レ ボ ラ

3)ハー6,4)ヌ ‐2,5)オ ー4.

Fattily T■rrmaeク ダボラ科

C′91,,■ (Tッ′o,J¢
"。

),αPο
'JC,s(Lischke)オ

ハグロシヤジク

5)ヘー6.

C′ ol,lιs♂げとol力′′αl sp.〔 オハブロシャジク類の 1種〕

5)へ‐6.

れ碑,sJttο T,C∬T9,s"(Smin)モ ミジボラ

1)ヌ ー9,2)ホー1, トー2,4)ヌ ー5.

れ碑Jれ ,OT sp。 〔モミジボラ類の 1種〕

3)ホー5〔 2個〕       1
Gθ舵切″′α rGθ″,η,″′a),,′ cみ】′。Shuto“ var.''本 ツジュズカケクダマキ

1)ト ー7.

T,TTん c,,spo(Lanarck)ク ダボラ

6) トー2.

ぉr,″
=?′

ヵ Jθ sん o)9,ど,(Dunker)ス ッチャマンジガイ

平蓋)108.

れrα″g'ヵ s¢″,c,T,,,,o(PilSbFy)カ タカドマンジガイ   |
2)ニー7.

rιんyc)れ T,οぅ′tιで
''0(Yokoyama)キ

バコトップ

平蓋)115,

C′。とん,T,ど ,o,う,,Tがοr婉
'S(Smith)ヌ

ノメシャジク       :
2)ニー7,

C′,,れぞ,T9′′c sp。 〔チャイロフタナシシャジク類の 1種〕

2)チー5.

Family Co■ idaeイ モガイ科

Gen.et sp.indet.4 spp`〔 いずれも幼殻または磨損のため同定不能〕
1)イ ー1,ト ー2,ト ー3.5)イ ー1.       .

As,T9′どo οTιJg,yi(Aubouin)オ ルビニイモ

6)ニー2.

C,,,T,E劫励οう,c″仰孵 (Reeve)ム ラサキアンポイナ

3)ロ ー7,

Cル′夕¢ο″″sP'2,9TC,ど
'S(SOWerby)べ

ニイモ

1)卜 ‐4.

■れ,2ο cο 2,s C04'Jι α
'9"s(Linnacus)サ

ラサミナシ

1)リレー9,                    :
7t,T,oco,vSお ケ,¢″s(Lin■aeus)マ ダライモ

5)ニー5,

Family TerebFidaCタ ケノコガイ科

μasじ,′,,″を
'′

′。
'α

″ヵ仲″¢
'3'S Kuroda et Hれ

oシ チクガイ

1)へ掲 .

S,T,o,9Tあ ″tι切 (S,T'ο tt,T¢ bTvD s″ b歩て,“ιJJ9 LJ29,s9(PilSbry)ヒ ゼ ンシラタケ

2)ヌ ー4.
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BT¢ Tどη,D′

“

T9″o,α
4″0″力α(Smith)ト クサガイ

3)ワ ー5, 5)ルー6.

Order Hcterogastropoda異 腹足 目

Family J,■thinidaeアサガオガイ科

Jα″ι力,,α bで ,′ι9αιo(Rceve)ア サガオガイ

5)リ ー7.
y9,,とんJ″tブ,″けれれ,(Lintteus)コ ンダカアサガオガイ

平蓋)72, 5)左外■ .

r。れηα t,η,bj′た。,o(d′ OFbigれ y)ヒ メルリガイ

2)オ ー8〔11個〕 .
Family Dpitonildaeイ トカケガイ科

C力cιづ,αα′。,α

=,婢
力″

''S(Pilsbry)サ
ガミイトカケ

2)ハー6.

4印o¢ ,ιルカ′,(de Boury)ク リンイトカケ    ヽ

1)ホー6,3)卜 ‐5〔 3個〕.

D?PT¢sSJdC',o,“ ″力o(SoWerby)オ ダ マ キ

2)ロー5,ホー5〔 2個〕

Pα2),Tづ ,o,どo′c,テF,scJ,,o(sOweFby)ク レハガイ

3)リ ー5,4)ヘー1.

Family Archhectonicidae クルマガイ科

4″ o崩ι?c,ο,'ca pθ rs29o,力α(Linnacus)ク ロスジグルマ

6)ヌ ー2.

Pんとをじ卸ど,TαザJα,o(Rminglゴ ショグルマ

2)ハー2.

TοTれお,oし ,っ sttη9T,,s(Merville)ナ ワメグルマ

2)ヘー5`

Famlly Triphoridaeホ ツアラレキリオレ科

TT力んοTα Sp。

平蓋)94.                 I
nras,。,,,crt rめrt(HindSl〔ムラサキハラブトキリオレ?〕

2) ,レー8.

Order EntOmotaeniata腸 紐目
Family,yramidellidaeト ウガタガイ科          `

ら?,c9肋叩 ,力″,9(A.Adan,)コ マキモノガイ

3)ヌ ー5〔殻国内に r濱ツト」と墨書tた小紙片が入っている〕
Cο′sガ,οれ b殉励呼o(A.Adams)チ ヤイロクテキレ

2)ヌ ー4〔 2個〕,ルー3,                ′

角摩 bοげ ′′o(Cれ ι,″2Jιガ α)ocι οPOTC Dall et Bartschナ ガ レ ウ ネ イ トカ ケ ギ リ

2)ホ‐2,へと8〔 6個〕
T,Tbο″ゼ′′o(Ps9′ ′Jog!/Tの cf.sagttJα ,,α Yokoyama〔サガミイ トカケギリ近似種〕

2)ヘー8.

Family Hydatinidaeミ スガイ科

〃
!′,。とれo(μグ

'o,ο

T,α)●′うoc力c,o(Van der Hoeven)ヤ カタガイ

5)ヌ ー6,6)リ ー4.         :           .
Family BuⅢ daeナ ツメガイ科

B″′′。ヮ94η
'COs,(Gouidlナ

ツメガイ
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5)ハー2.

Family Haminoeidacブ ドウガイ科

ス′,c,′。,″ tι″ιcダれ
'ケ 'C,確

(HolIIing)カ イヨガイ

2)ヌ ー2〔 3個〕.

Lヴ′ο, PoTc,′,,DO(Gould)カ イコガイダマン

2)ホー5.

Family Scaphandridacス イフガイ科

A」
`ュ

れ,ぃ
"。

デ,Pο,'c,lA.Adams)ク ダタマガイ

2)口‐6.

Fanily Acteocinidaoオ オコメツブガイ科

D9Cり

'虎
T加

`lg″'s(Pilsbry)コ
メツブガイ

平蓋)96.

Family Philnidaeキ セワタ科

P崩ん,9α′gて,2ια,。 (GOuld)キ セワタ

2)チー6.

Order Thecosomata有 殻 目
Family Cavolinidacカ メガイ科

C,νο′j″サα′ο″gど ros彦″
's(Blainville)サ

サノッュ

ワ下)1〔 10個〕.

Order Basommatophora基 眼 目

Fhnily Limmacidacモ ノアラガイ科

■αJれ ,tιT'c2れT施 すo客,伽 Jじ 0(」ay)モ ノアラガイ

1)リ ー7.

Family Di10bildaeオ オミミガイ科

ぉr,αη4),s ctS'α″働d Muhifeldハ マンイノミガイ

1)卜 ‐5,3)り ‐6.

〕r,α伽4,″ s′″,9,s(Quoy et Gaimard)ツ ヤハマシイノミガイ

3)ホー4〔 2個〕
Family siphOnariidaeコ ウダカカラマツガイ科

Sacc,′οsヵれο″αT',デαPο,'c。 (DonOvan)カ ラマツガイ

1)イ ー3 〔21固〕

スπιんOsじρ力ο,αヶテo,ラT力s(Pilsbry)キ クノハナガイ     .
平釜)10,31,45,85,87, 2)前 外-8, 3)後外‐14, 5)前外-9,

Order Stylommatophoraお丙眼目
Family Clalsinidaeキ セルガイ科

Pttμ力れ。9ど,s,Pれ卵JS 4'′ αι1/,9To(Martens)ッ ムガタギセル

1)ロ ー6.

Fanily CanaCnmaoナ ンバンマイマイ科

Sαιol,卵αJ●2ο″
'C,(Pfeiffer)ニ

ッポンマイマイ

3) トー8.

〃α″」αT加oぬ ,,こJαTど,α (SOWerby)カ タマイマイ

4)ス ー4〔 2個〕

Family Bradbac■ ldaoオナジマイマイ科

49g,,,,(P力 0彦οιToガけ夕
"′

g力,ga(Schnacker et Bcettger)オ オケマイマイ

1)ロ ー2,3)二‐7.      1
3腕α,T,da,ど ,,cο″,第 lι

'お
(PilSbry)ナ ミマイマイ

6)後外-2, 7)前外-12
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5) 'レー3

以下は未同定・不明

5)へ■ 〔螺サb〕 1)ト ー7, 2)ョ 81 2)ワー1, 2)ホー2, 平蓋)60, 7)後9,後 19,

Class ScaphOpoda↓ l□足綱
Order Dentalicidaツ ノガイロ
Family Dentaliidacツ ノガイ科

Dentalivm(P,T,J¢ ″ια′ヵD οc'α2g,′αιl,″,Donovanヤ カドツノガィ,ム カドッノガイ

4)ト ー2〔ヤカド型2個体〕, 6)ロ ー3〔ムカド型3個体〕

Class Bivil拭 a二枚貝綱
Order Nuculoidaク ルミガイロ
Family Nuculanidacシ ワロウバイ科

Sacc,′,oO,′,s,(Hanley)ゲ ンロクソデガイ

2)ト ー4(4片〕, 3)ロ ー3.

Ordむ r ArcOidaフ ネガイロ
Family Arcidaeフ ネガイ科

ン4Tc,″″ガC″′αTた Bruguiさ re― ワシノハ

3)後外-16.

スToα ,ヮ 9′′αηα Lamarckフ ネガイ

2)イ ■,イ ー2〔 3片〕,6)ハ ー3～ トー4〔合弁〕,5)後外=8・

=〕

。Tう。ヶヵ (4う oTbα

"α

)ッて,′αιo(Sowerby)エガイ
5)口…6〔合弁〕,2)右外-12

BDTう 0'テα (Sαッカ リ oTια)ワJT?scて ,,S(Reeヤ o)カ リ ガ ネ エ ガ イ
ー

2)口‐8〔 7片〕,ホ ■, 4)口 ■, 5)卜 ■,ヌ ー1〔合弁〕,7)左外‐6.         ´

Barb,ι Jo([/sけυ′α″cの ,,¢ ,T2,XPilSbFy)ハ ナエガイ

2)イ ー2,

409T2ん cα勉れ (Dinwyn)コ シロガィ

2)チ■, 3)ハー1,ホー2, 5)前外-10.           .
Soα PL●Tc,s'bCF9πて1を o(Lischke)サルボウ

6)ホー3,チー4〔上記 2片で合弁〕,平蓋)26,51,63, 5)前 外-16,後外-5. 提)I-5,1■ 1.

T9=ガ′,TcィャどTα
'0'α

(Linnacus)ハ イ)げ イ

5)ニー2, 5)ニー7〔 2片〕.

ATcοps,ssぅ婉例?,T'9o (Reeve)ミ ミエガイ

2)イ ー6,ロ ー4〔 1対〕,ロー5〔 3片〕, 平蓋)7,19,53,67.69,75,88, 1)前外-8,

前外-13,左外-8,右外-6,後外-13, 3)左外-5,右外-11,後外・ 2, 4)前外-2,前外-11,

前外■7,左外-4,左外■2,左外-16,右外-3j後外-14, 5)左 外-8,右外-4,後外■0,

6)前外-14,左外-9,右外-8,後外-13, 7)前外-17,右外と8,右外-20, 提)I-22,I-24.
D√JJttacαT ,c,9bT,0,,,(Reeve)マ ルミミエガイ

7)前外-25.

Family Glycymerididaeタ マキガイ科

て昇′1/CD′婉9Tど,71stl,o(Dunker)タ マキガイ

2)ハー3〔 2片〕,ヌ ー6. 5)ホー7, 6)ロ ー2, 平輩)1)4,14,50.58,78190.,
1)前外■2,右外■,右外-9,後外■o,後外■5‐, 2)左外‐1,左外-4,後外-6, 3)右外■ ,

右外-6,後外-7.後外-17, 4)前 外-4,前外-8,前外■9,左外-1,左外-7i左外 13,後外-4,

後外-6,後外-16,後外■9, 5)前外-2,前外■1,前外■3,右外2,右外-5,右外■3,後外-3,

ヽ
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前外-5,前外 6,前外 7,左外 4,左外 10,右外 10,後外 4,後外～10,後外 16,後外■9,

7)前外 23,前外 24,前外 26, 7)左外 13,左外■4,左外 20,右外 1,右外 6,右外 14,

後外 3,後外■0,後外 23,後外 25, 提)I-8,Ⅱ 2,113,I-14,Ⅱ 20.

G′yc)η 9Tテδα′bοどJ,90ι α(Lischke)ベ ンケイガイ

提)Ⅱ 8

Order Mytiloidaイ ガイロ
Family Mytilidacイ ガイ科

Vガ ガ2S Cο T2SCVS(Gould)イ ガ イ

3)ロ ー2〔 1文寸〕, 5)ワ ー2.

S92ι J″ T(ScPケ ラF9″)bサ Jο C″′αT,s(Linnaeus)ク ジ ヤ ク ガ イ

1)ハー1〔合弁〕, 2)チ 9,ヌ 9,ル 8〔 3片〕,ヨ 5〔 2片〕, 4)口 4, 5)ホ 1〔合弁〕,

オ 3〔 2片〕

S??均修Tωりとテど
'd9,ι

α)7JT『αι,s(W iegmann)ム ラサキインコ

1)り 3〔合弁〕, 2)ヌ 8, 3)二 4〔合弁〕, 4)ハ 5.

S9,ι Jル T(ルrノιJttd?Pと ol ん¢?″α9(Nomura)ヒ メイガイ

2)ワ ー3, 3)チ 2, 1)前外 5, 提)Ⅱ 4,Ⅱ ■5.

〃ο】,ο ゼ
“
s?Иο」Jο ザ″d),J,PοηιC'S(Oyama)ヒ バ Iプ ガイ

2)ヌ ー8, 3)左 外 1.

〃ο」Jο ど″so偽』Jο ′2sJα)】ο″gαι″s(S wainsOn)カ ラスノマクラ

2)り 9〔合弁〕

れイクsc,ザ,s仲偽」Jο ど,Tcc)c2,T92S(Gould)タ マエガイ

3)オ 7〔合弁〕

″2sc2ザ″s(〃
“
SC"′ Js,a)s9,力 ο2前α(BensOn)ホ トトギスガイ

2)ヌ 8.

〃,scv′ tιs(lrvsc″ 角dια),α,ο″ごC″ S(Dunker)ヤ マホトトギス

1)ロ ー5〔合弁2個〕

Family Pinnidacハ ボウキガイ科

P,η″,(CrypJο ,J2,ュ α)bJcοゼοT Gmelinハ ボウキガイ

5)ト ー7〔合弁〕

Order Pterioidaウ グイスガイロ

Family Pteriidacウ グイスガイ科

Pι¢T√α bTcν Jα′αιo(Dunker)ウ グイスガイ

7■)イ ～1〔合弁〕

Pれ cJαJα ttα T=,TJι √9Tα (Linnacus)ク ロ チ ョ ウ ガ イ

6)ニー4〔合弁〕

PJ,cとαJα ″cαια η″αTι9,s'J(Dunker)ア コヤガイ

1)へ 4〔合弁〕,り 8〔合弁〕,ル 8, 提)114.
Family Vulsellidacホ ウオウガイ科

yt形′S9′′α夕2ど s,ど o(Linnacus)ホ ウオウガイ

7上)二 ・ホ 4〔合弁〕

Family Pectinidacイ タヤガイ科

4,″

“
s,v,,ι ブαPοηlCtηι(Gmelin)ツ キヒガイ

2)リ ー5〔 合弁,殻内面を金泥で塗ってある〕, 6)イ ■ 〔3片〕, 平蓋)30.

Cんどαηys(Cο Tα′Jcんどα″じ)s)JTT¢ gtιザαT,s(Sowerby)ナ デシコガイ

1)ハ 2〔合弁〕,ル 7,オ 2,オ 3〔合弁〕,オ 7,オ 8〔合弁〕, 2)二 9, 4)へ 5〔合弁〕,

5)チ 6〔合弁〕, 6)ホ 1 平蓋)12,21,34,  1)前外 2,前外 10, 2)左外 2,

右外-4,右外 10,右外■1,後外 1,後外 9,後外■2, 2)右外 2,右外 6,後外 5,
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3)左外 9,後外 8,後外 15, 4)前外-7,前外 12,左外 10,左外■2,後外 9,後外-15,

後外 17, 5)前外 15,右外 1,右外 11,後外-2,後外 9, 6)前外 1,前外-12,右外 3,

後外 9,後外-17, 7)前 外-15,前外■8,左外 2,右外 3,右外 7,右外-18,後 外-4,

後外-22, 提)121,提)Ⅱ 17.

Cんどαttys,И Jttccん′伽りd)2ο b'ど

's(Rceve)ヒ
オウギガイ

1)オ 8, 5)ワ 5〔合弁〕, 6)へ 2〔合弁〕, 7上)口 2〔合弁〕, 2)後 外■ .

Cんどα
“
ぅ′s(ar,η αcんどαttys)α sP¢ T2ザαι。(Adams et Reeve)ヒ ナノヒォウギガイ

5)後外■1.

Cん′α切ノs(ノ1″″独α29cι ?″ )′α″ヶ9TJ(」Ones et Preston)ア ズマニシキガイ

平蓋)55.

Cん ′αttD'S(AZ″ 切 αp?cι 92)S9“ αttα ια (Gmelin)ニ シ キ ガ イ

1)オ ー4〔合弁〕, 4)ト ー5〔合弁〕,チ 2〔合弁〕, 平蓋)15, 1)前外-1, 2)後 外-9,

7)後外 16.

S¢ηJ,αザどJ″η″′″′タテcosι ″p(Adams et Rceve)ツ ヅレノニシキ

提)118.
Bracι 9cん′αη″ys scん舵?′ιを力(Reeve)ヤ ガスリヒヨク

6)前外-4.

Cり,ォοpぞ cι¢″ けぞrd,c,どοs2Sのunker)ヒ ョクガイ

6)イ ーγ合弁〕

D99αιοP9Cι 9'Sと TJαιvs(Schumacher)キ ンチャクガイ

2)へ 9, 3)イ ■, 4)二 1〔 2片〕, 5)口 1,口 2,ヌー5, 平蓋)76,81,84.
E"c¢′′ιcん′αttys sP9cι αb'ど

's(Reeve)チ
ヒロガイ

6)ホー2〔合弁〕.

P?cι 92(Ⅳοιο″οどα)αどうづcα″s(SChrむ ter)イ タヤガイ

1)卜 1,チ 2〔合弁〕, 4)ヌ 1〔合弁〕, 5)オ 1,  5)前外 7

Family SpOndylidacウ ミギク科

Spοヶ,(汐′ぞts(SPο河)′,s)bα Tbαι,s Reeve ウミギク

7■)口 2.

Spο成げを,s(SPο tt」)′vs)cT″ 92′ 2d Lischkeチ リボタン

平蓋)49,  1)後外 3,前外 4,3)前外 7,左外 8, 4)前外 3,左外 6, 5)前外 12,

前外 14, 6)後 外-7, 7)左外 1,左外 7,右外-2,右外 7,右外 13,後外 13, 提)

I-4, I-6, I-13.

SPο河ノ2S(Eル″ιん?Tos,οぬ Lο s)s,,92s's Schreibers ダン ドクメンガイ

7)前外 6,前外-13.

Spο″ど)ど″s(Eどιο,9Tηα)sαヶ,=Vj29″s Dunkerテ イロメンガイ,メ ンガイモドキ

提)Ⅱ 10.

Family Plicatulidacネ ズミノテ科

P′ Jcαォv′α sJη ,ιρザて,″ Gould ネズミノテ

2)チ 6,り 3〔合弁 4個 および 2片〕,ヌ 5,ヌ 6, 5)左 外-2.

Family Placunidacマ ドガイ科

Pどαc″,α (Pどαc,2α)p′。c9■ケ,(Linnacus)マ ドガイ

7上)イ ー2〔合弁 2個 ,こ のうち殻表に「海鏡」と墨書あるもの 2片〕

Family Limidaeミ ノガイ科

と,切α ναゼ
=α

″Js Link ミノノげイ

1)ハ 3〔合弁〕, 4)リ ー3〔合弁〕,蓋)13, 1)前外 3.

Cι 9″ο】J9s′どscん鹿J(Lamy)ハ ネガイ

2)前外 3,前外 6, 3)前外 5, 4)前外 6.

LJηαTJα οT,9″ιαんs(Adams et Reeve)フ クレュキミノ

3)チ 6.
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Family Anomiidacナ ミマガンワ科

ッ4″οηJα c崩″92sJs Philippi ナミマガシワ

1)り 2〔合弁〕, 4)り 2, 5)ヌ 1,ルー2〔以上で合弁〕

″ο″,α ″η″bο″αια(Gould)ナ ミマガシワモドキ

3)口 5.

Family Glyphacidacベ ッコウガキ科

Ⅳ¢οpぅ′c,o'ο″ι?cOc力んαT(Poli)ベ ッコウガキ

4)ニー2〔 1塊〕

Family Ostreidacイ タボガキ科

CTassο s,T9,ξ を,S(Thunberg)マ ガキ

2)チ 7〔合弁〕, 4)ホー5〔合弁〕

S,ccο sォ T¢α,″OTじて■じ(Gould)オ ハグロガキ

3)ワ ー4.

Osι T9c F"ια′″J¢打sJs(Seki)ク ロヒメガキ

3)二 2,ホ ■
.

Lゎれα ′ο′れ,2(Linnaeus)ワ ニガキ

2)二 8.

Order Unionoidaイ シガイロ
Family Unionidacイ シガイ科

r,,νて,Ts,ど 92s,α PC″ωSJS(Lea)マ ツカサガイ

5)チ 7〔合弁〕

Lαηtc90ゼαTJα ο″ぅ′Tり
'C力

。(Martens)サ サノハ

3)ハー7〔合弁,殻皮をとり磨いてある〕

AηοJο ,ι。(SJηαηοJο″ια)ωοο
'Jて

と,α (Lea)ド ブガイ

4)チ 3〔合弁〕,り 4.

Order Veneroidaマ ルスダレガイロ
Family Lucinidacツ キガイ科

EpJcο ,αれαb)′α(COnrad)ウ ミアサガイ

2)ヘー7〔合弁〕, トー9〔合弁 1個 と4片〕

PJ′′TcJη o(PJ′ 力cJ,α )pJδ J″η (Dunker)ウ メノハナ ガイ

2)ト ー5, トー6,チ 5〔 2片〕,リ ー6〔 9片〕, 7)前外 1,前外-2,前外 3,前外 4.

Family Ungulinidacフ タバシラガイ科

Pん妙Cι J'9Tttα  Jαρο,'C″″,(Pilsbry)ヤ エウメ

1)二 4〔合弁〕, 4)口 2〔 2片〕

Family Chamidaeキ クザル科

Cんαttα デα

“

,ο,JCC (Lamarck)キ クザル

3)ヌ 8, 平
‐
蓋)70.

Family Carditidacト マヤガイ科

CαTJjια力a,α (Dunker)ト マヤガイ

6)ホ 1, 平蓋)54,74,  1)左外 1,右外-2,後外 8,後外■1, 2)前外-5,左外-2,

3)前外…2,前外 6,左外-3,後外 11, 4)前外-9,前外■1,左外 14,右外 6, 5)前外 8,

左外 3,右外-6,右外=8,右外 9,後外■4, 6)前外■6,右外-12, 7)左 外■9,左外 21,

後外-26, 提)12,1-18,I-20,111.
Family Cardiidacザ ルガイ科

7α∫ι,ccr」ιぞJ″ι αT¢ ,'Cο′,(Rceve)キ ヌザルガイ

平蓋)2,23,37,  7)後 15.

7,dιげc●T」 12砲 lι2'COJOT(Sowerby)チ ュ ウ ザ ル ガ イ
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6)二 5〔合弁〕,7上 )ホー2〔合弁〕

COTc″′
“
何 cαT,ssα (Linnaeus)リ ュウキュウアオイ

4)ホ 3,へ 4〔以上で合弁〕

F″ Jν けαv,ュJαιο,Jcια(Pilsbry)マ ダラテゴトリガイ

1)オ 2〔合弁〕, 2)イ 5〔 2片〕,ニー7,ホ 6, 3)イ 2,イ 3〔合弁〕

F“′ν,α 婢″ι,co(Reeve)ト リガイ

5)卜 2〔合弁〕.

Family Mactridaeバ ヵガィ科

Vαcι″α ωttcι TC)c肪 ,9,sJs(Phihppi)バ カガイ

5)チ 2〔合弁〕.

れracι Tα ?yα cι Tα)ν 9,t'″

'Fο

″例Js(Reeve)ン オフキ

1)ヌ 2.

vαcrT。 (T,?η″αcι Tα)sp.〔 ナガタマキの幼貝か ?〕

2)二 2〔合弁〕

Family Mesodesmatidacチ ドリマスオ科

″lcι ccιο,¢α sι TJαια(Gmelin)イ ツハマグリ

1)ル 3〔合弁〕, 7)後 17.

Dο″αcガどαP,cι o Dunkerチ ドリマスオガイ

6)イ 1, 平蓋)73,83,  1)前外 9,右外 3, 2)前外-1, 3)右外 5, 4)前外 13,

左外 8,右外 4,後外 1, 6)前外-10,左外-6,右外 1,右外 5,後外 3,後外 14.

Family Cardiliidacキ サガイ科

C,T,Jんαs?η ,s,ど cαια(Lamarck)キ サガイ

1)口 4.

Family Donacidacフ ジノハナガイ科

Cttοtt s9η2Jgrα″οδ″s(Dunker)フ ジノハナガイ

1)り 9,  2)左外-3,右外 11,後 外 2, 3)後外 5,後外 6,右外 12, 7)左 外-22,

提)117.
T?″ιjJο 2α

“
ん力s力92s,s(Pilsbry)キ ュウシュウナミノコ

2)ホ 4〔合弁 1個 と1片〕

Lαιο,α cwη?α ttα (Linnacus)ナ ミノコガイ

1)ヌ 3〔合弁〕, 3)二 6〔合弁〕,  7)後 外 5,

Family Tellinidacニ ッコウガイ科

P力αTαο″αザどα dJ9うο′JJJ(Deshayes)´ ニヾガイ

5)前外 5, 提)Ⅱ 2.

P9Tο2JJ,α ν¢,ιlιゼOSC(Schrenck)サ ラガイ

7上)二 3〔合弁〕.

Lο″ο
=′
押ια cどαιんT。ォo(Deき hayes)シ ボリザクフ

1)り
「

1〔合弁〕, 2)口 8, 3)オ ー2〔合弁〕,  1)右外 12, 5)右外-3, 6)左 外 1,

後外 1, 7)前外-20,右外 15,後外 6, 提)119.
Lο″οg妙2'α ケTttSC'ど ,ι O(SoWerby)ハ ス メ ザ ク ラ

2)リ ー8〔合弁 3個 と4片〕, 6)右外 11.

S9ηJα℃
'vs 

ιοんvι¢け,(Habe)コ メザクラ

2)ホ 4.

〃ο9T9ど′αデ?Jο 9,S,s(Lischke)モ モノハナガイ

1)卜 2〔合弁〕, 2)ホ 9〔合弁〕.

〃ο¢T¢どどαr″ιJどα(Dunker)ユ ウシオガイ

2)二 1〔合弁〕, 5)イ 3〔合弁〕, 7)後外-12.

ⅣJι J」οι,どι,α ″jι J'2ど 0(Dunker)サ クラガイ

1)ホ 3〔合弁 2個〕, 1)前外-4, 2)右 外-4, 6)左外-2, 7)前外-19, 7)左 外■6,
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提)Ⅱ -12.

″αcο ttα ?Иacοttα),T'9ι ttι。(Martens)オ オモモノハナ

5)二 6〔合弁〕, 平蓋)46, 7)前外■0.

〃αcοη″o(れracο ttα)Jη Cο2=T'0(Martens)ヒ メンラトリ

2)二 1〔合弁〕.

′ocο切o(PsttηαCο′″α)OC″ Jι」o(Lamarck)ア ワジチガイ

5)ワ ー7〔合弁〕.

R9″ ,ιんo¢ T,s S9Cι jOT Oyamaサギガイ

5)ル 2〔合弁〕.

Family Psammobiidacシ オサザナミ科

GαT,ケ T,2Cα ケ0(Linnaeus)シ オサザナミ

3)ヘー7〔合弁〕.

打Jαι″′α oι Tαιo(Reeve)ア ケボノキヌタ

6)ヌ ■ 〔合弁〕.

Ⅳμιια′どαブα,ο2'Co(Reeve)イ ツシジミ

6)リ ー3,ヌ ー3〔以上で合弁 ,殻の外側に「平蜆」と朱書〕

Family SOlecurtidacキ ヌタアゲマキ科

Sったc,TJ″ s Jι ヮαTJcoと,s(Lischke)キ ヌタアゲマキ

1)ハー5〔合弁〕, 4)ホ 4〔合弁〕, 6)口 ■ .

Family Solenidacマ テガイ科

Sοた,(Sοど¢2)=ο TJο ,'S(Yokoyama)ア カマテ

4)ト ー3〔合弁〕.

SOん2(E″ S'Sοル■)Tο S¢ οttαC″′αιVS Pilsbryバ ラ フ マ テ

2)卜 4〔 2片〕, 3)ヌ ー7〔合弁〕.

Family Cultellidaeユ キノアシタ科

SJ′ 19′2α ρ
"′

Cん 9Jゼ ,(Dunker)ミ ゾガイ

5)ハ 1〔合弁〕

E″ s,cv力 sc,ど ,9′ 力s(Linnacus)タ カノハガイ

2)ヘー4〔 2片〕.

Family Corbiculidaeシ ジミ科

CoTう ,caJo(Cο Tう lc"どα)ブα?ο2'C,Primeヤ マトシジミ

5)ホ 3〔合弁〕.

Family Veneridacマ ルスダレガイ科

脆″″s(79,ιヶ,cο′●TJα)ιοT¢
"″
ια GOuldマ ルスダレガイ

3)チー3〔 2片〕
y92,3(7て ,″ι″JcOJOテ

'9α

l′οク¢bゼ。と。(SoWerby)ビ ノスガイモドキ

1)ヌ ー8〔合弁〕.

A″ι】gο 2α ′αη】JαTJs Schumacher サツマアサリ

5)ホ 8.

A″οttα′οθα″訪,(4ヵο婉,′οcα″JJsc“s)∬μαttο S。 (Linnaeus)シ オヤガイ

3)イ 3〔合弁〕.

P′acα切?2ι

'α

Tα (Dillwyn)ハ ナガイ

5)ロ ー7〔合弁〕.

79T¢′″0ど,α ttjcT,(Pilsbry)ヒ メカノコアサリ

2)ニー6,へ■ 〔合弁〕
y?T94″ 0ど,C cο sι

'ι

サ″To(Adams et Reeve)チ リメンカノコアサリ

2)イ ー4〔 2片〕, 平蓋)35, 提)I-1.
Й″?η″οJP,ど oθ T,cosと αιo(KurOda)オ オギカノコアサリ

2)イ ー4.
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Gどぅ′cガο′をどα
"α

TJcα (Linnaeus)カ ノコアサ リ

2)ホ ー6.

PTο ιοιんαcα (Ⅳοιοcん Jο,の ブ?Jο 9■ s's(Lischke)オ ニアサ リ

' 3)リ ー4〔合弁〕,ワ 2〔合弁〕, 6)左外 5.

PTο ιοιんαcc(Ⅳο?αιん?cc)?″
=ゥ

?ι。(SoWerby)ヌ ノメアサリ

5)ニ ー8,〔合弁〕,

GcFT,T力切 」けναTJθ αιv独 (Gmelin)ケ マ ン ガ イ

1)二 ■ 〔合弁〕, 3)ルー3.

CJTc9 scTJρια(Linnacus)シ ラオガイ

1)イ ー2〔合弁〕, 5)オ ー6〔合弁〕

PJι αT(PttαTテ,,)′ J,9ο ′α,21,2(SOwerby)ガ ン ギ ハ マ グ リ

2)ヨ ー2〔合弁〕, 4)ハー2〔合弁〕.

P,ιαT(PけιαTJ29)s,ど F,T¢″η (PilSbry)イ オウハマグリ

5)ホ ー6〔合弁〕

Dο s,■οTb,s(Pん 。COsο ttα)'α,0″
'C2S(Reeve)カ

ガ ミ ガ イ

1)イ ー5〔合弁〕,リ ー4〔合弁〕,6)ヘー4〔合弁〕,7■)口 1〔合弁 2個〕,7下)2〔合弁〕̀

Pα2んどo(Pゅ tα)92g′ノ″α(Philippi)ス ダレガイ

4)イ 1〔合弁〕, 5)ヘー3, 6)イ 3〔合弁〕,ハ 5,り 1,7上)イ ～2〔合弁〕.

PcP崩 ,(Pαpttα)sc力2'んα″α(Dunker)オ オスダレ

1)ヌ 1〔合弁〕.

Pα,崩α(P,Pttα )α ttαbJんs(Philippi)サ ツマアカガイ

2)ホ 8, 6)り 1, 提)13.
P02肪α(Pαpん と。)ν9T,'cο sα (GOuld)ア ケガイ

3)オ 3〔合弁〕

P叩崩α(ィV?οια,9S)″″」tιどαια(BOrn)イ ヨスダレ

2)チー2〔合弁〕, 3)チ 1, 5)り 8〔合弁〕, 提)Ⅱ -5,

Tα,cs P′ αど)Pι)cんα(Pilsbry)ス リガハマ

5)ワ 2〔合弁〕.

R″Jlι,P¢sp崩′ゎ″,αT″阿 Adams et Reeve アサリ

1)チ 1〔合弁〕,2)イ ー4,ワ 5〔合弁〕,カ ー5〔合弁〕, 3)二 1〔合弁〕,二 3〔合弁〕,

ヌ 3〔合弁〕, 5)ロ ー3〔合弁〕,ハ～5〔合弁〕, 6)へ ■ 〔合弁〕, 平蓋)20,29,
2)左外 7, 3)右外…2, 5)前 外 6,左外-12, 6)前外 2,前外 3,左外-3,後外 18,

7)前外 16,右外 4.

R2,Jιαp¢ s ναT19gαια(Sowerby)ヒ メアtオ リ

提)116.
G伽 叩 ん,ηα 級 施 cTど 」Jsc2s)ク ?2?Tど Fο Tηどd(Lamarck)オ キ ア サ リ

2)イ 4〔 2片〕,ロ ー5,二 5,ワ ー8,3)チ■,ヌ 2〔合弁〕,ル 2,4)ホ 1〔合弁〕,

5)リ ー3〔合弁〕,り 5,ワ ー6〔合弁〕, 平蓋)43,50, 5)左外 5,6)前 外 9,7)前外 11

Gο印?ん
j,α 微防cTJ」 Jsc,s)切

'α

,α¢g's(Rも mer)コ タマガイ

7■)ハー4〔合弁〕

rT,s妨げιJs(Deshayes)マ ツカゼ

3)リ ー3〔合弁 2個〕, 5)ト ー1, 卜 2〔以上で合弁〕

Cαどゼιsια c崩″∽s,s(HOlten)マ ツヤマワスレ

1)口 7〔合弁〕,ホ 7,へ 7〔以上で合弁〕, 2)ハ ー5,二 5, 1)前 外 6, 3)右外…3,

4)前外 10, 5)後外 7.

StwjJο ttvs p″″p● Tαιo(Sowerby)ウ テムラサキ

2)オ ー8,5)二 1〔合弁〕

Cgc′οsTη?ι ′α′″?η sι T"α′Js(Menke)ワ スレガイ

1)ロ ー3〔合弁1個 と1片〕,ル■〔合弁〕,2)ロ ー8〔 2片〕,オー9,3)ル 5,6)チ ー3,り 2〔以上で

- 58 -



合弁 ,内側を金泥で塗る〕, 平蓋)3, 1)左外 9,後外 5,2)前外 9,右外 1,右外 5,

後外 7,3)右外 10,後外-3,後外-4,後外■0,4)前外 18,右外-7,後外…10,5)左外～4.

左外 13,後外■3,6)後外 5,後外-6,7)前 外-5,左外 3,左外 8,左外 18,後外 1,後外 14

CycJο st,,9tta C02c',,,α (Dunker)シ マワスレ

3)ル 5,6)前外 13,右外-4,後外■2,7)右外-5, 提)112.

St",9ιιJ,,sοゼα?とて,9″じJ(Gray)ベ ニスワレ

1)左外-4,3)左外 2,6)右外 2,右外-9, 提)Ⅱ -7.

V9T9JT,″ ゼ2sο万o(Rtting)ハマグリ

2)へ 5〔合弁2個〕,へ 7〔合弁〕,3)イ 3,イ 5,ホ 7, 平蓋)1,,40,47,57,89,

1)前外 15,左外-5,2)前外-2,3)後外-9,4)前外 1,前外 14,左外 2,後外-12,6)前外 15,

後外 8,7)前外-21,左外 4,提)I■ 0.

Family Petricolidacイ ワホリガイ科

Cどα″Jラ c.ο ηC力α ηlοηstTosc(Gmelin)ヌ ノメセミアサリ

3)ワ 3〔 2片〕

CザαTJ,cο2cんαブ,Pο ,'C。 (Dunker)セ ミアサリ

4)イ …2, 5)イ …2.

Order MyOidaオ オノガイロ
Family Corbulidacク チベニ科

ノ1万 sο cο rbμゼα ν922Sι O(Gould)ク チベニデ

2)へ 7〔合弁〕,チ 4.

SοどJ』 Jcο Tb,α 9Tyと んTοJο,(Lamarck)ク チベニ

3)二 5,5)ワ ー8〔合弁〕.

Fanily Pholadidacニ オガイ科

BαT,?,(ッ1,Cんο′″οsα),,∽ |ル″s's(Philippi)ニ オガイ

5)ワ 4〔合弁〕

P¢所,9ど ザoたo靱αん,T¢″s'S(Yokoyama)カ モメガイ

1)チー7〔合弁〕.

J。2α2,て ,け ,α (」ο″α,■ぞιど9)c,η″
'η

,gJι (SOWerby)ス ズガイ

3)口 1〔合弁〕.

Order Phaladomyoidaウ ミタケガイモドキロ

Family Lyo■ esiidaeサ ザナミガイ科

ス
=T,ο

E¢ sttα ,αヮラcv′ o(Adans et Reeve)オ ビクイ

3)り 1〔合弁〕.

Family Pandoridaeネ リガイ科

Pα夕をJOT'′ o ll,α T」】α″o(A,Adams)ヒ ラ ネ リ ガ イ

3)へ 1〔合弁〕.

Family Myochamidaeミ ツカドカタビラガイ科

M)αJο Tα ブαpο″
'C。

(Habe)ヒ ロカタビラガイ

2)ト ー4.

以下は未同定・不明

2)イ 2,二 6,1)後 6,後 7, 7)前 22,後 9,後■9

Class Cephalopoda頭 足綱

Order Octopoda八腕 目

Family Argo■ autidaeア オイガイ科

ノlT=ο,9vια αT=O Linnaeusア オイガイ

5)ロー8.
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4″
=9,■

1,ι,カラ,″d〔Lightfooa タコブネ

4)ヘー1,5)チ ー
5∫ 7下)3,

Class PolyplacophOra多板綱
Order lschnOchitonidaウ スヒザラガイロ

Fanily Mopalildaeヒ ゲヒザラガイ科

P′aC力わT'′αブαρο″JC,(Dall)バ バガセ

4)イ ー3〔 3個体〕

第 2部 そ
1の

他 の 動 物
Phylum COelenterata l全 腸動物門

Class HydrozOaヒ ドロ虫綱

Order Hydroidaヒ ドロ虫 目

Fanlily Hydractiniidac ウミヒドラ科

汀ノJT,ss,sο ,α′,s(StinpsOn)イ ガグリガイ

6)ト ー5,

Class AnthOzOa花 虫綱

OrdeF StO10nifera根生 目

Family T■ bi,oridacク ダサンゴ科

Tt,b力 ο″α
“
″S'Cα Linnaeus クダサンゴ

4)ホー2.

Order MadrepOrariaイ シサ ンゴロ
Family Fungiidaeク サビライシ科

Gen.et sp.indet,〔 クサビライシ類の1種〕
4)″ -ヽ1.

F,2gどc sp.〔 クサビラインの 1種〕

7下)3.
Family Caryophylliidaeチ ョゥジガイ科

D9′ιοc),ど ん,3υ 02gλ a2J Yabe et Eguchi コザラサンゴ     :
1)ヌ ー5.

Family Dendrophylliidaeキ サンゴ科

駒Tう加αT,,sp.〔スリバチサンゴの1種〕
7下)1.〔 2個〕,2.

Phylum Annelida環形動物門

Class POlychaeta多 毛綱
Family Chaetopteridaeツ バサゴカイ科

Gen.et sp.血 det.〔 ッバサゴカイ類〕

5)イ ー5〔棲管2本〕
Family Serpulidacカ ンザシゴカイ科

Gen.et sp.indet.〔 カンザシゴカィ類〕
6)ヌ ー5〔棲管,ノ コギリウニの棘に付着のもの〕

Phylum Arthropoda節足動物門
Class Crustacea甲 殻綱

Subclass Cirripedia蔓 脚亜糸岡
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Family Lepadidaeエ ボンガイ科

L?pαd αっαιJμ Tα Linnacusエ ボシガイ

3)ルー1,5)ニ ー5,ホ ー2,

Family Scalpellidacミ ョウガガイ科

Pο どんcJ,9s ηjと

'ど

。(Linnacus)カ メノテ

1)オ ー9,5)ハ ー8〔 2イ固〕.

Family Balanidaeフ ジツボ科

T9ιTcc′ Jι α sttαttο SCブαPο′,'CC Pilsbr, ク ロ フ ジ ツ ボ

1)ホ■ 〔周殻,殻 口に「汐尻」と墨書した小紙片をはさむ〕,5(オ 2)(cf.)〔周殻破片〕

Bαどα,,s ιTJgο,2S(Darwin)サ ンカクフジツボ

1)へ 7〔周殻,ム シエビに付着〕,4)り 5〔周殻約10個 ,一塊〕 6)ヌ 5〔周殻 4個 ,ノ コギリ

ウニの束束に付着〕

Bα′て1,,sたοヶを」αんονJ Tarasov et Zevinaド ロフジツボ

2)オ 5〔蓋板2個体分〕

Cο Tοη
"ど

α」lαJ9卿α(Linnaeus)オ ニフジツボ

上)卜 2〔周殻〕, 7下 )2〔周殻 3個〕

Phylum Tentaculata触 手動物問

Class Bryozoa苔 虫綱

Family Reteporidacア ミコケムシ科

r。」Jcι y″加α″
'ど

どαT?(Ortmann)ベ ニアミコケムシ

6)ハー1.

Class Brachyopoda 腕 足綱

Family Lingulidaeシ ャミャンガイ科

LJ,酔どα tιη,g"JS(Linnacus)ミ ドリシャミセンガイ

提)115.
Family Laqucidacラ クエウス科

Lα甲92s TVb'ザ 2s(SoWerby)ホ ウズキチョウチン

5)ト ー4.

Lα9"9,Sbどα″Fο T'テ (Dunker)

5)ハー6.

このほか腕足類化石 3個 ,7下 )2に あり,未同定 .

Phylum Echinodermata辣束皮動物門

Class Crinoideaウ ミユ リ綱

Gen. et sp. indet,

7下 )1〔分解〕

Class Ophiuroidea クモヒトデ綱

Gen. et sp. indet.

2)卜 2〔 中央盤〕

Class Echinoideaウ エ綱

Order Cidaroidaキ ダリスロ

Family Cidaridacフ トザオウニ科

PTJο ηοcJJαTJs bα c,ど 9sα αηπv′ lμTO(Lamarck)ノ コ ギ リ ウ ニ

6)ヌ 5〔算束2本〕

Order Diadematoidaガ ンガゼロ

Family Diadematidaeガ ンガゼ科

D,αザ¢′″α sp.〔 ガンガゼの1種〕

6)チー1〔棘多数〕
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OFder Echno配aサ ンショウウエロ
Family Temn9,lo■1ldaeサ ンショウウニ科

T¢″,οP′?“T″,ヵ″聖 ,"Cψキ(■eskelサ ンショウウエ
'4)二 ‐5〔裸殻〕

Famれ y Stro■gylooontrotidaeオ オパフンウエ科
〃 ¢初,じθ働

'Tο

ι″,pv′ ¢れ¢TT'第″,lA,Agattiz)バ フ ン ウ ニ

21ヘー31裸殻21回〕     r
ranlly nthi.。取。trid■eナガウニ科
.   4■ ,れο

`",Tた
oT,Jjサ dP,婢 (A・AgaO前 z)ム ラサキゥエ

,)ホ・ 5〔裸殻,嫌もわずかに残存〕|

μ?″F90セ ,″0'9,p"崩′,,Td lLれ naeus)パ イプウエ

7下)31裸殻)      .
Order Clypeasteroidaタ コノマクラロ     .

Gent et.s,.inぬ比

1)卜…6〔盾l日普岳縁の鞍オ反l

Fanily Clypeasteridaeタ コノマクラ科
C′夕2?,,,9″ sp.(又はS,p.)

2)ョ ‐6〔顎イ障対〕, 3)ッ -ヽ2〔顎骨対〕Ⅲ 5)チ■ 〔顎骨対〕,

Family ScutelHda。 ハスノハカシパン科
Sc,Pん∝Ltts,,T,う ,どん A.Agassiz ハスノハカシバン

1)ホ ‐5酢約緩〕
Sc,Pん 9θ崩″,s bT?ッど,(Ikedalナ ミベリハスノハカシパン

2)トー21裸殻2個),ト ー7〔裸殻2個〕,7)ハー3(裸殻2個〕.

Phyhm Vertobrata脊 椎動物門

ぉry′ゎια,ん spi〔軟骨魚類, 卜どエイ科, トビエイの1種〕
4)イ ー4〔額歯 (正申歯及び側歯の連絡したもの)〕

″留gザ′cto cて ,pれ ,′

",Lintteus〔
硬骨魚類,ボラ科,ボラの1種〕

6)チ‐3〔購 骨,「木療」と最書あり〕
S,s,ι rο′α跡lmeusイツシン

7下)3〔下預右狼J犬歯〕   '

第 3部 植 物
LJ,ん92んy,′″切―った。,″″T,(losile)ヒ ライポ 〔紅藻,サ ンゴモ科 (石灰藻))

31ヘー3, 4)ハー3,                    ′

B'θん″夕a′ ,″むを
','a lSiebi et zucc.)ツ

クバネ〔頭花植物,ビ ャタダン科〕
4)口 ,2(果葉付き小様〕

PLodt,o′,,Ta'う oιt,加 Littaous var.α ″Tea Prdれ 7ズキ〔晟〕尋花植物,マメ科〕

笹_「穐枢T雪・言と静&軽阜斜PTイ
ヤmttittヨ ~41硼 61ハー乳

|
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…

木村豪̂百見堂略年譜 (博物学関係)

*うに破堂日記のある年 柴田保彦 編

■堀江時代 (宝暦・天明まで)

元文元  1736 011月 28日 、大坂 】と
'屈

江 に生 れ る けヒ斎翁辻筆 以 ド,遺乖と略記〕。

延享 4  1747  12歳 Oこ の頃 (十二、三歳)、 父の吉右術門と共に、京都の津島如蘭 (恒之進・桂庵)(松

岡玄達の門人)に 会う 〔遊筆〕

寛延元  1748  13歳   ・堺の安達喜之による『金魚養玩草』刊。寛延2年 には後編の『金草秘訣録』刊。

寛延 3  1750  15歳   ○父死去 帷判。家業 (酒造)を つぐ。

寛延 4  1751  16歳 ○母につれられて、京都で如蘭に入円。如蘭は、この頃から毎年大坂で本草会を催す

〔辻挙〕。

・ 大枝流芳 匡貝益浦の錦』大坂で刊。

宝暦 3  1753  18歳   ・ 京都にて小野蘭山、塾を開く。

宝暦 4  1754  19歳 ・ 津島如蘭、大坂で没す。

。大国美明 (湛吐)『薬品琲惑』大坂で刊。

宝暦 6  1756  21歳   ○森示子と結婚 磯朝

宝暦 7  1757  22歳 ・ 松岡恕庵 (玄達)『怜顔斎桜品』大坂で刊。

・平賀源内の企画で、国村贅水、江戸湯島で薬品会を開く。この頃より物産会盛ん。

。大概玄沢生れる。

宝暦 8  1758  23歳 。松岡恕庵 略 顔斎介品』京都で刊。

。島田充房『花葉』 (車部巻一、二)刊。

。翌年にかけ、リンネの『自然分類大系(Systema Naturae乃 刊。

宝暦10  1760  25歳 ○この頃、邸内で井戸を堀る。一片の声 (〕に政)の根が出たので、これぞ古の浪華の

声と大いに喜び、家号をうに腹堂とした 〔ど
'〕

。

04月 、大坂の浄安寺にて、戸田旭山 (津島如F菓れの問人)が物産会を開き、茶茂堂も

出品。平賀源内も出品している (文 会録〕。

・ 1夫尾遠祝『鮫皮精墜録』大坂で刊。

・ 松岡恕庵『梅品』京都で刊。

・ 平賀源内、高松候の命で、加太・和歌浦・塩津・由良から田辺・瀬戸まで貝類採集。

宝暦11  1761  26歳 ・戸田旭山、大坂で物産会。『浪華物産会目録』刊。

・ 豊田養慶 研国の人)京都で物産会①

宝暦13  1763  28歳 。鑑古堂・不磯斎、京都で物産会。

・平賀源内『物類品陥』刊。

・ 小 野 蘭 山 『 花 策 』 (車部 巻 三一匹l.本 剖搭 一 ～
lテ
しl)干J。

和

暦

明

宝

一死
　
１４

1764    29濃党 ・ 戸田旭山、大坂で物産会。

・ 鑑古堂 ・五枝軒、京都で物産会。

。平賀源内、京都の吉文屋浄貞の『五百介図』 (大坂天lttl古オ中|:渡辺主
'と

蔵の写本)を 写

し、序文を書いた。刊行は無かったらしい。 (方に改堂所蔵の『浄貞五百介図』写本は、

のち岩瀬文庫本となり、昭和46年 に京都光楽堂から写真複写本がでた)

明和 2  1765  30歳 。平賀源内『火浣布略説』大坂で刊。

・島田充房・小野蘭山『花業』京都にて再刊。

明和 3  1766  31歳 ○伊良子光顕、京都で物産会。茶蔑堂・木内石亭が品評執事

〔上田穣,1979'レ ーツ日本の博物館:2〕

明利 8  1771  36歳 ○明の宋應星 『天工開物』の利刻本、大坂で出版。これはうに脱堂蔵本 供 ,t本 )に より、

備前の江田益英が校訂 し訓点 を施 したもの。儒医の都賀庭鐘 (上田秋成の側i)が撰者 とな

っている。

安永元  1772  37歳 。松岡恕庵『胎顔斎蘭品』京都で刊。

・ 田沼意次が老中となる (～ 1786)。 いわゆる田沼時代。
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安永 2  1773  38歳 ○労だ浅堂、『大同類乗方』を校正刊行。

。木内石亭 (小 繁)『雲根志』 (前編)、 大坂で刊。

安永 3  1774  39歳 ・ 春帆堂主人『養鼠五のかけはし』大坂で刊。

・杉田玄白ら『解体新書』刊。

安永 4  1775  40歳 03月 、『貝よせの記』 を大坂で刊行す。なかに『清の工』をのせる。(35頁注12参 Ю

O木内石亭が茶脱堂を訪問 〔白り十光太郎,1908に よる〕(35頁注10参‖①

・ 大坂で物産会

安永 5  1776  41歳 ・ツンベルグ、江戸参府の際に大坂を通過。

・平賀源内、エレキテル完成。

安永 7  1778  43歳 ○母死去 〔大雁寺過去帖 高梨光司,1926:16〕

・ 山本亡羊生れる。

安永 8* 1779  44歳 02月 、 “駐 鳥 見 物 "〔 チに政堂 日記 以下 ,日 記 と‖各記〕。

04月 、京都にて蘭山に会 う。 9月 2日 から京都へ出発 し26日 帰宅。この間しばしば

小野蘭山の許へかよう 〔日記〕。 5日 から20日 までは、日記欄外に、大和本車の「湿草」

「灌本J「魚部J「鳥部」の書きこみが有り、蘭山に講義をうけたものか。

・ 木内石亭『雲根志』 (後編)刊。

・ 平賀源内、牢死。

安永 9* 1780  45歳 ○坊に腹堂校訂、加藤謙斎『増訂片玉六人本草』京都にて刊。

・京都で、蘭山による大和本車の連続講義はじまる。

元明元  1781  46歳
(安永10)

O中井履軒『顕微鏡記』あらわす(未刊か)。 方に腹堂所蔵の舶来顕微鏡を模して、友人の

油屋吉右衛門が製作 したものにもとずく。

天明2* 1782  47歳 02月 、土佐候に “文貝七重"を 見せる 〔日記〕。

04月 、蘭山に会 う 〔日信こ〕。

天明 3* 1783  48歳 03月 、蘭山来訪 〔日記〕。

① ll月 、エレキレル (エ レキテル)を 見る 〔日記〕。

天明 4* 1784  49歳 02月 、伊勢長島落主増山河内守 (雪斎)に 会う 〔日言己〕。 (間正月にも「増山河内守

宴Jと 日記にあり)

03月 、小野蘭山に内門 (特別の円人)許 されるにつき誓盟状をしたためる 〔回立回

会図書館蔵〕

08～ 10月 、江戸旅行 〔H記〕。

010月 、紀州田辺吉野屋惣兵衛、貝見物にくる 〔H記〕。

・ ツンベリー『日本植物誌』刊。

天明 5* 1785  50歳 02月 、シャチの琺とどく。人代石玉・鶏冠石・和ハ ンメウとどく 〔日記〕。

①3月 、京都にて蘭山に会 う。

010月 、平戸藩主松浦壱岐守 (静山,甲子夜話の著者)に会 う 〔日記〕。

O同 月、長崎へ行 く途中の大槻玄沢は茶破堂の家へ訪れ 〔日記〕、『六物新志』の原稿

をみせる。ォ́
^蔑

堂は出版を約す 〔木村陽二郎,1974,日 本自然誌の成 lゝ:157に よる〕。

012月 、佐藤成裕 (中 陵)来訪〔日記〕

天明 6* 1786  51歳 02月 、 “唐鳥見物"〔 H記〕。

03月 、長崎からの帰途、大槻玄沢再訪 〔日記〕。この年、

漢の図を入れ、稿なる盤水年,普〕。天明 7年刊。

04月 、松浦静山来訪 〔日記〕。

O間 10月 、ウニコールとどく 〔日記〕。

012月 、『一角纂考』の稿なる①これは寛政 7年 (1795)

・ 幕府は酒造米の量を制限し、従来の三分の一とした。

彼の『六物新志』は司,時 江

に刊行された①

天明 7* 1787  52歳 02月 、近江にて木内石亭宅へ泊る。つづいて3月 、岐阜金生山ヘアュ
くる 〔日F己〕。

03月 、長島にて増山雪斎に会い、京にて蘭山に会 う 〔日記〕。

O大槻玄沢の『六物新志』を茶蔑堂蔵版として出版 〔中野採,1961,本村
'に

,技堂をめぐる医

家たち(四 )〕

・ 森島中良『紅毛雑話』大坂で刊。
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・ 定延子『珍翫鼠育ブ,』 大坂で刊。

・松平定信が老中となり、寛政の改革はじまる。この年、酒造米の制限きびしく、さ

らに三分の一とされた。この年、大坂 うちこわし。

天明8* 1788  53歳 08月 、長崎へ向う司馬江漢来訪、茶腹堂宅へも泊る 〔日言じ〕。江漢は銅版画『両国の

図』を見せる 〔江1英 西》日記〕。

寛政元
* 1789  54歳

(天明9)

02月 、長崎からの帰途、司,馬 江漢再訪 〔II記〕。

010月 、松浦静山と平戸邸で会 う (日 岳E〕 ①

011月 、密告により、酒過造 (酒造米半減の令違反)の かどで取調べをうける。

■川尻村時代 (酒過造事件)

寛政 2半  1790  55歳 03月 、酒造造事件に関し、茶韻堂の支配人は大坂三郷から追放、酒造具一切と酒造の

の権利はとりあげとなる 〔甲子T′ズ話〕06頁注21か猟0こ の年 ,異学の禁。

07月 、ヒクイドリ見物 〔}1記 :士と鳥とあり〕。

09月 、京にて小野蘭山に会 う。 〔H言じ〕。

010月 、大坂を去って伊勢川尻村 (現 在は四日市市)へ転居。途中、蘭山に会う (日 記〕。

寛政 3* 1791  56歳 09月 、一時大坂へもどり、途中、木内石亭宅へ泊る。京では5日 連続して蘭山に会

っている (日 記〕。

寛政 4  1792  57歳 ・ 糸己州藩医学館に本草局併置。小原良貴 (D【 洞)が主宰。

・ 畔田伴存 (翠 山)生 れる (桃洞の門人,堀田龍之助の師)。

■呉服町時代 (寛政)

寛政 5* 1793  58歳 01月 、川尻村出発し2月 に大坂へ帰る。途中、小野蘭山 ,円山應琴に会 う 〔日記〕。

大坂では備後町 3丁 目に仮寓 〔西渉雑志 水田紀久,1972:491に よる〕(36貢注18参 )

03月 、呉服町へ転居 〔日記〕。同月、ロバ見物 〔日記〕。

04月 、高野陸沈亭に “高国介品"を みせる 〔西沸雑志 水田紀久,1972:492に よる〕。

010月 、 “象見物"〔日記〕。

寛政 6* 1794  59歳 09月 、和歌山へ旅行。和歌山城吹上御殿にて “御貝拝見"〔日記〕

05月 〔日記〕、江戸参府帰途の ドイツ人 〔岡田,1935に よる〕僻6頁注9)医師ケルレル来訪

〔白井光太郎,1908に よる〕〔H記 には,紅毛……米とある〕

寛政 7  1795  60歳   ○茶護堂の『一角纂考』刊。 (桂川甫周、天明6年序①大槻玄沢,天明 7年序)。

寛政 8* 1796  61歳 05月 、柚木常盤来訪 〔日記〕。

・ シーボルト生れる。

寛政 9  1797  62歳 010月 、近江石山での奇石会に出品 〔出品日録 西遊寺蔵〕

。平瀬徹斎『日本山海名物図会』大坂で刊 (序文は宝暦4年 )。

・木村俊篤『橘品類考』大坂で刊。

寛政10半  1798  63歳 010月 、小原桃洞来訪 〔日記〕

① ll月 26日 (こ の日から西暦1799)大槻玄沢が社中で「新元会」を催 し、一枚刷の

『蘭学者相撲番附』をつくる。茶腹堂は、「西の前頭二十六枚目 大坂 木村多吉良Jと

としてのっている 〔寺1稲田大学腟I書館蔵〕。

寛政H  1799  64歳   O茶 蔑堂序『日本山海名産図会』大坂にて刊。本書の著者は〕だ康堂とされることも多

い。(複刻本が昭和45年 に社会思想社より出版され、編者の千葉徳爾氏の考察がある。)

寛政12  1800  65歳 08月 、石川大浪が筆写 したヒポクラテス像 を小石元俊へとどける。

〔上田穣,1982 洋風文化の受容と伝播(日 本洋学史の研究6):62〕

享和元
キ  1801  66歳 04月 、薩摩邸で “紫水品拝見"〔 日記〕

010月 、江戸からの帰途、小原つヒ洞来訪 〔日記〕。師の蘭山と共にこの年 2回 目の採薬

行に参加していたのである。

・ 木内石亭『雲根志』 (三編)刊。この年石亭79歳。

06～ 10,12月 、大田南畝 (獨 山人)訪れる 〔11記〕。銅座役人として大坂に滞在して

いたのである。このときの茶蔑堂との間答をもって『遡遊従之』 (享和 2)をつくる。

享和 2半  1802  67歳
できる。

○正月10日 まで日記記入有り。13日 から病床、25日 没。大應寺へ葬られ、夏に墓碑が
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